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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　すぷりんぐ・びゅーてぃ







「とにかく、我われ々われには美人が必要なのだ！」


　とある化け粧しよう品ひんメーカーで、ある日、こんな言葉が叫ばれた。


　男女数人が個室にこもり、熱い議ぎ論ろんが展てん開かいされている。


「だけど、美人っていってもいろいろ種類があるだろう？　クールなタイプ。セクシータイプ。かわいいタイプ」


「そうだな。一いち概がいにどれが人気があるかなんて、わかんないぞ？　うちの看かん板ばんになる素そ材ざいだ。そう簡かん単たんには決められない」


　が、そこで一人の目つきの鋭するどい男が言った。


「あたしたちが求めている人材は、美人の中に潜ひそむ、かわいらしさを見つけること。今年の流行色は、ピンクで決まりよ！」


　ピンクの帽ぼう子し。ピンクのスーツ。ピンクのネクタイ。そんな全身ピンクという、異常なコーディネートにもかかわらず、微び妙みようにサマになっているこの男は、力強い声こわ音ねで、


「そう、春の流行色はピンクにするの！　隣となりの事業部には、絶対負けないんだから！」


「しかし、ピュアリスさん。隣の第一開発事業部は、春色をグレーにすべく、とんでもない美人を雇やとったとか……」


「そうそう。おまけに、第三開発の奴やつらは、青をモチーフに、クールビューティーを今年の流行にしようと、すごい美少女をモノにしたとか言っていたし……今度の化粧品発表会で、モデルの差で負けるようなことがあったら、いままでの私たちの苦労は……ああもう、発表会は、明あ日すに迫せまっているというのに」


　しかし、他ほかの者のそんな不安とは裏うら腹はらに、ピンク一色のピュアリスは、自信たっぷりの表情で、


「大だい丈じよう夫ぶ！　もう、あたしもすごい素材を見つけてるのよ。今年のわが社の専せん属ぞくモデルにぴったんこな、すっごい素材をね！」


　そうして、にやりと笑ったのだった。





　　　　◆





　イエット共和国にある、いつもの宿屋。いつもの食堂。


　そこで、ライナ・リュートはあいもかわらずぐったりと倒たおれていた。そのまま、


「…………今日きようは、いい～陽気だなぁ……」


　まだ寝起きの、けだるい声で呟つぶやく。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気ない猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀く。


　すると横から、淡たん々たんとした抑よく揚ようのない声音で、


「で、貴き様さまはその、いい陽気の日に、仕事にもいかず、ここでぐったりと寝ね転ころがっているつもりか？」


　そんな言葉に、ライナは隣へと視線を移うつす。


　するとそこにはいつも通り、とんでもないほどの美人が座すわっていた。


　窓まどから射さし込む光にきらめく、金色の長ちよう髪はつ。陶とう器きのように白い肌はだに、異常に整ととのった目鼻立ち。スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体に、その細い腕うででは、到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんを携たずさえている。


　フェリス・エリス。


　ライナの相あい棒ぼうにして、もう、美人という言葉は、この人のためだけにあると言っても過か言ごんではないほどの絶ぜつ世せいの美女。


　そんな美女が、いまいち暇ひまそうに、だんごなんぞをぱくついていたりして……


　ライナはそれを見て、しばらく沈ちん黙もくしてから、


「…………あ～……なんだろ。じゃ、てめぇこそどうして仕事にもいかず、ここでだんご食ってんだよ！　とか、仕事しても、俺おれの稼かせぎ全部持ってくじゃねぇかよ！　とか、いい加か減げん俺にもそろそろ飯食わせろよ！　何日俺が飯食ってないと思ってやがる！　とか、言っても、仕方ないんだろうなぁ……」


　なんてことを言って、ため息いきをつく。


　するとフェリスは、いつもの無表情なまま、淡々と、


「いや、仕方ないということはないだろう。『この世界に、無む駄だなものなどありはしない』という名言を、ついこのあいだ本で読んだしな。しかし、だ。もしも、もしもいまのおまえの発言が、私への文もん句くだったとするのなら、残ざん念ねんなことながら……」


　言いながら、腰こしの剣へとそっと手をかけていき、


「世界初の、『この世界に現あらわれた無駄なもの』に、おまえはなってしまうことに……」


　なんて言葉に、ライナはため息をつく。


「やべぇ。俺って、そんなことで世界初になっちゃうの？」


「うむ」


「ああ、でもまあ、考えようによっちゃ、けっこう名めい誉よなことかも。そう簡単に、世界初になんかなれないしなぁ。初めて洗せん濯たくバサミ作った奴とか、初めてメガネを作った奴とか、儲もうかってそうだもんな。やっぱ、世界初とかって儲かるのかな？」


　なんて馬ば鹿かな言葉に、フェリスも真顔で、


「ふむ。ではもし、儲かったなら、私にだんごをおごってくれ」


「ああいいよ。もう、なんでもおごっちゃうよ」


「では、いくぞ」


「へ？　なにが？」


　瞬しゆん間かん、フェリスが腰の剣を信じられない勢いきおいで抜ぬき放はなって、


「もちろん、無駄なものは、排はい除じよ……」


「ってちょっと待てぇええええ！　うそうそ！　やっぱ俺ってば、世界初になりたくない！」


「なんだいまさら。さっきまであれほど乗り気だったではないか。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな奴だな」


「…………って……いやあの……そうか……俺ってば、優柔不断だったのか……」


　そんな、結局ふたりとも暇なだけの昼下がり。


　それは、訪おとずれたのだった。


　突とつ然ぜん、食堂の扉とびらが開き、ライナとフェリスがなんとはなしにそちらを向いた瞬間……


「んな!?」


　ライナは、思わずそんな声を上げてしまっていた。


　そこにいたモノの、異い様ような格かつ好こうに……


　食堂の入り口には、一人の男が立っていた。


　眼がん光こう鋭い瞳ひとみに、わりと、美形だと思われる、顔。しかし、その男の人目を引くところは、そんなところではなかった。


　全身が、ピンクなのだ。


　帽子も、上着も、ネクタイも、シャツも、すべてピンク……


　にもかかわらず、そこにそれほどの違い和わ感かんを感じさせない着こなし……


「なんだ、ありゃ……」


　するとフェリスはそれに、やはりいつもの、落ちつき過ぎの表情で、


「ふむ……まあ、春だからな。ああいった頭のネジが緩ゆるんだ輩やからもでてくるのだろう」


　なんてことを言った瞬間だった。


　ピンク男が顔をぱっと輝かがやかせてこちらを見つめ、


「ピンク＝春！　あなた、それがわかるのね！　いやぁん、もう、やっぱりあたしの目に狂くるいはなかったわ！」


「うお……お、おかま喋しやべりだぞあいつ！　おまけに、こっちに近づいてきやがった」


「うむ。類は友を呼ぶと言うしな。どうやらライナ。おまえのお仲なか間まのようだ」


「いや、あいつ、あきらかにおまえの言葉に反はん応のうしてたと思うんだが……」


　そんなことを言ってる間にもピンク男はどんどん近づいてきて、二人の前に立つと拳こぶしをにぎりしめ、
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「そう、春といえばピンク、そう昔から決まってるのよ！　それは誰だれもがわかっていること。ピンクこそが、春を彩いろどる色！　ピンクの化粧品を使えば、美人をより完かん璧ぺきな美人に！　普ふ通つうの子だって、いいえ、あたしのような男だって、こんなに可か憐れんに、咲さき乱みだれることができるのよ！　どう？　そんなあたしたちの仕事の手伝いを、あなたもしてみない？」


　なんて、熱く語ってきて……


　しかし……ライナはそれに呆ぼう然ぜんと、


「いや、手伝ってみないかって……なんの仕事かまったくわかんねぇんだけど……ちなみに、おまえみたいに全身ピンク色の格好をして、街の中をぶらぶらとふらつく、なんていう、すぐにも捕つかまりそうな仕事なら、お断ことわりだぞ？」


「なに言ってるのよあんたは！　あたしがどうして捕まるのよ？　ああもう、凡ぼん人じんは黙だまってて！　あたしは、こっちの美人さんに用事があるんだから！」


　ピンク男が言った瞬しゆん間かんだった。


　なぜかそれにフェリスが反応して、ライナのほうを向くと、


「おまえは凡人。そして私は美人……つまりは、そういうことだ」


「ぐ……なんか、妙みようにむかつく……」


　と、ライナがうめくのを無む視しして、話は進む。


　フェリスが言った。


「で、用事とはなんだ？」


　するとピンク男は、


「あ、話を聞いてくれるの？　じゃ、とりあえず自じ己こ紹しよう介かいするわね。あたしは、ピュアリス。ここイエット共和国で、化粧品を供きよう給きゆうする巨きよ大だい組そ織しき、コスメ・デ・クランスの第二開発事業部長よ」


　それにフェリスが、


「化粧品？」


「そう。そしてあなたに、うちの会社で年四回開かれる化粧品発表会に出るための、モデルになって欲ほしくてあたしはここにきたのよ」


「ほう。モデルか」


「そう。優ゆう勝しようした事業部だけが、春の新製品を発売することが許ゆるされるという、重じゆう要ような発表会。化粧品のよさ、モデルのよさ、演出のセンス、全てが最高のものでなければ勝てない世界……どう？　出てみる気はない？　あなたは信じらんないほど美人だけど、でも、あたしがさらにそれを超こえる、宇う宙ちゆうすらひざまずくような美び貌ぼうを、あなたの中に生み出してあげるわよ。女の子にとっては、これほど嬉うれしいことはないでしょう？」


　そんな言葉。


　しかし、フェリスはといえば興きよう味みなさそうに一言。


「ん。興味ないな」


「ええ!?　どうして!?」


　ピュアリスが驚おどろきの声を上げるが、フェリスはいつもの淡々とした声音で、


「私は、それほど凝こった化粧などしなくても、十分美人だ。おまけに、人前に立つことが、私はそれほど好きではない。さらに、私はだんごの味の追つい求きゆうという、重大かつ崇すう高こうな仕事があるのでな。モデルなど、やっている暇はないのだ」


「ちょ、冗じよう談だんでしょ？　モデルになれるのよ？　毎年、モデルになりたい女の子たちが、あたしのところに何千人とくるのに、なれるのは、ほんのわずかしかいないのよ？　それなのに……興味がない？」


「うむ。だんご屋の宣せん伝でんモデルだったなら、話は別だったがな。さあ、帰れ。おまえのピンク色は、目がちかちかする」


　そんなフェリスの言葉に、ピュアリスは、


「そ、そんな……それじゃ、あたしはどうすれば……第一、第三開発事業部に、今年の春の新製品発売の権けん利りを取られるなんて……もう、発表会は、明日に迫せまってるのに……」


　と、絶ぜつ望ぼうの表情で呟つぶやく。


　しかしそんなことはおかまいなく、どこ吹ふく風で、再びだんごを食べ始めるフェリス。


　そうして、今回の話は終わった……


　かに見えた。


　しかし、そこで突然、


「あ……」


　横で相変わらずテーブルに突つっ伏ぷしていたライナが声を上げた。そして、


「あ、俺いま、すっげーいいこと思いついちゃった。おい、ちょっとそこのピンク男」


　それに、ピンク男はライナのほうをにらみつけてきて、


「ピュアリスよ！　ちゃんと名前で呼んでよね凡人。まったく、失しつ礼れいしちゃうわ」


「…………いや、失礼度で言えば、おまえのほうが大分上だと思うんだが……まあ、それはおいといて。おまえさ、フェリスを、モデルに使いたいんだろ？」


「あたりまえでしょ！　こんな美人、他にはいないもの」


「そうだよな。ふむ……」


　とそこで、ライナは急にピュアリスに近づいていって、耳元に小声で、


「じゃあさ、フェリスをモデルとして使えたら、報ほう酬しゆうはどれくらいだすつもりでいる？」


　するとピュアリスも、ライナの声につられたのか、小声になって、


「なんでもだすわよ。あなた、化粧品発表会をなめてるでしょ？　もし、この発表会で一位を取れれば、その商品は爆ばく発はつ的てきな売れ行きになるのよ？　どんな報酬も思いのまま」


　なんて言葉に、ライナはにやりと笑った。


「じゃあ、フェリスを俺が説せつ得とくしてやろうか？」


「ええ!?　できるの？　あんたみたいな凡人に？」


「だからおまえ、失礼な奴だなぁ……でも、できるよ。間ま違ちがいない」


「で、あなたの望のぞみは？」


　すると、ライナは少しだけ疲つかれた表情になって、


「飯食えるだけの金……って言いたいところだけど……金はフェリスに取られるから……俺に、食事をだしてくれないかな？」


「そんなことでいいの？」


「いや、あとは、フェリスへの報酬も用意してもらわないとまずいんだが……これ、用意できるか？」


　と、そのものを、ピュアリスに耳打ちすると、あっさり、


「へ？　そんなのでいいの？」


「そんなのがいいんだよ。あとの報酬は、そっちで決めてくれ。じゃ、説得するか」


　と、再びライナはフェリスのほうを向いた。


「なぁフェリス。おまえ、まじでモデルやらないのか？」


「ん。暇がないのでな」


「ふ～ん……ちなみに報酬は、だんご一年分らし……」


　が、ライナの言葉は最後まで続かなかった。


　フェリスが勢いよく立ちあがって、


「なにをしているライナ。仕事だ。モデルをやりにいくぞ」


　あっさりだった……それにライナは舌したをぺろっと出して、振ふり向く。


「これで俺の食事は？」


「もちろんいくらでも食べていいわよ！　ライナ・ジャーマネ」


「ああ？　ジャーマネ？　なんだそりゃ？」


「マネージャーのことよ馬鹿ねぇ。これだから凡人は。さ、じゃあさっさといきましょ」


「……………………くう……いや、まあ、飯食わしてくれるならいいけどさ……」


　なんて言いながら三人は宿を出た。


　こうして、一流モデル、フェリス・エリスと、敏びん腕わんマネージャー、ライナ・リュートの伝説は、始まったのだった……





　　　　◆





「ああ、もう、夢のようだ……」


　ライナは夕食をとりながら、感かん極きわまって、そんなことを呟いた。


　目の前には、豪ごう勢せいな食事がテーブル一いつ杯ぱいに広がっていた。


　そしてそれを食べることを、『働かざるもの食うべからず』なんてことを言って邪じや魔まするフェリスも、いまは明日の打ち合わせがあるとかで、ピュアリスと一いつ緒しよに消えていて……


　ということは、この目の前の食事は食べ放題なわけだ……


「ああ、やべぇ。まじ嬉うれしい。涙なみだ出そう」


　なんて言うわりには、別に涙なんて一ひと欠片かけらも出てないが、とにかく嬉しげに食事を始めたのだった。


　ちなみに場所は、コスメ・デ・クランスとかいう組織の建たて物ものの中。なぜか、妙に綺き麗れいで、異様にスタイルのいい女の子ばかりがいる中で、ライナは食事をとらされていた……


　まあ、ライナはといえば、食事に夢中でまるで女の子たちなんかに興味はなかったが……


　と──そんな食事で忙いそがしいライナの元へ、三人の女の子がやってきて、


「あなたが、あの、金髪のすっごい綺麗なモデルさんのマネージャーさんだって、本当ですか？」


　なんてことを聞いてくる。それにライナは、


「ふあ、ふごむ？」


　口に入れただけですぐに溶とけるような高級な肉を、溶けることができないほど大量に口に詰つめこんでおり、言葉にならない……


　しかし女の子たちはそれでも気にせずに、


「若いのにすごいですね。クランスの、春色発表会に起用されるようなモデルを担たん当とうしてるだなんて……」


「ってか、このエビうめぇ！　なんだこりゃ！　うう……生きててよかった……」


「発表会は、関係者だけじゃなくて、一いつ般ぱん人じんも招まねいて人気投票の形で決められるから、春色発表会にでただけで、もう、モデルとしての成功は決まったようなものだし……うらやましいなぁ……私、発表会にでられるなら、なんでもしちゃうんだけどなぁ」


　なんてことを言って、一人の女の子が、潤うるんだ瞳でライナを見つめ、なぜか胸むねをちょっとだけはだけてくるが……


「うそ……このパン焼きたてなの？　おまけにクルミが入ってるよ……」


「あの、よかったら、私も、あなたのマネージメントを受けられないでしょうか？　その、なんでもしますから、次の、夏の発表会に……」


「う……むう……だめだ、くそ！　これ以上食えねぇ～。はふ……なんか幸しあわせ……食ったら眠くなってきたし……寝よ……」


　と、そのまま女の子たちの言葉などまったく無む視しで、ぐったり眠り始めるライナ。


　それに、


『…………』


　女の子たちは顔を見合わせて……


「って、これって、どういうこと？　私たちの話、まったく無視って……」


「わかんない。わかんないけど……も、もしかして、体なんか売らないで、実力で勝負しろってことじゃ……」


「きっとそうよ！　あのフェリスとかいうモデルの、人間離れした、媚こびない気け高だかさと美貌……そうよね……こんな、ズルして、あの気高さが生まれるわけないわよね……わかりました。私、もう一度がんばってみます！」


「私も！」


「私も!!」


　なんて勝かつ手てに納なつ得とくして、歩き去っていく三人のモデルが、将しよう来らい大成功を収おさめ、


「あの、伝説の敏腕マネージャーライナさんのおかげで、私はここまでこれたんです。ライナさん、どこかで私の成功を、見てくれてますか!?」


　と、涙ながらに語る姿を、ライナはまったく見ることはないので……


　ここでは語られないのであった。





　とにかくそんなこんなで、ライナは満腹のまま幸せな気分で床とこについて……


　翌よく日じつ。


　化粧品発表会の日はきたのだった。





　会場には、信じられないほどの人数が集まっていた。


　華はなやかな装そう飾しよくが施ほどこされた舞ぶ台たい。それを囲かこむように用意された観かん客きやく席せき。


　そして、投票箱も用意されており……


　ライナは、会場に入るときに手渡された用紙を見た。


「え～と……あなたが見た、一番のお気に入りの事業部の名前を書いて、投票してください……か」


　この投票結果で、今年の春色が決まるらしい。


「まぁ、春色ってのの、意味自体いまいちわかんないけど。とりあえずフェリスに入れときゃ、間違いないだろ。フェリスが勝ちゃ、報酬もいっぱいもらえるだろうし……」


　結局、フェリスの勝ちは決まったようなものなのだ。いつもはまったく愛あい想そうがないし、暴ぼう力りよくでライナをいじめまくるし、性格が完全に死し亡ぼうしちゃってるけれども……


　それでも、見た目だけは、異常に綺麗なんだから。


　この発表会で、一位は確かく実じつだろう。


　ってことは、一位になれればピュアリスは莫ばく大だいな収入が得られると言っていたし……


　ってことは、ライナは専属モデル・フェリスのマネージャーとして、いままでの飯がまるで食えなかった生活とはおさらばなわけで……


　もう、ライナは順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生に、余よ裕ゆうの表情で用意されていた最前列の席についたのだった。





　しかし……





　発表会が始まった。


　魔ま法ほうで拡かく声せいされたアナウンスが場内に響ひびき渡わたる。


『今年もコスメ・デ・クランス主しゆ催さいの、化粧品発表会にお越こしくださり、ありがとうございます。今日、わたくしたちがご用意させていただいたのは、三つの春の色。きっと貴方あなたのお眼鏡めがねに叶かなう色しき彩さいが、あることでしょう。さぁ、美の世界を存分にご堪たん能のうください』


　なんて大たい層そうなことを言ってるが……


「結局、フェリスの勝ちは見えてるしなぁ……ぜんぜんわくわくしねぇなぁ。いや、まあ、フェリスに勝ってもらわないと、まずいん……」


　が、ライナの言葉はそこまでだった。


　音楽が鳴り始め、


『さあ、第一開発事業部が提てい案あんする春の色は、グレー。エキゾチックでエレガンス……ヴィーナスのような美しさを演出するメーク。ダークブラウンのシャドーを目め尻じりに……』


　うんぬんの説明は、まったく意味がわからなかったが……


　とにかく、舞台に現れた、とんでもない美女に、ライナの言葉は止まってしまった……


　長い艶つややかな黒髪。フェリスと同様、異様に整った目鼻立ち。歳としのころは十七、八……


　なぜか巫み女こ服ふくのようなものを着ており……キメ細こまかな肌に、その、ヴィーナスがどうのこうのなメークがされていて……


　とにかく美人だった。


　他に表現しようがないほど。


　そしてライナには、その美人に、見み覚おぼえが、ありまくっていた。


「ってか、なんでエステラがこんなとこに……？」


　エステラ・フューレル。


　ここ、イエット共和国において、巨大詐さ欺ぎ師し組織の頭とう目もくであるエステラは、ことあるごとにライナたちをだましたり、迷めい惑わくをかけてきたりしたあげく、フェリスと一緒になると、どちらの美貌が上か勝負だ！　とかいって、さらに迷惑度が加速する、平和な午後には絶対に出会いたくない輩やからだった……


　いや、危き険けんな午後にすら出会いたくないが……


　とにかく！　エステラは、唯ゆい一いつフェリスとためを張はれるほどの美人なのだ。


「やばい……あいつがでてきたら、フェリスの勝ちが、楽勝じゃなくなってきた……」


　案あんの定じよう、場内からは、吐と息いきと、歓かん声せいがあがっている。右隣に座っている男なんて、


「あの巫女服がイイ。あの巫女服がイイ」


　なんて、ちょっと怖こわい発言を繰くり返かえしていて……


「うぁ……もしかして巫女服の差で負けたらどうしよう……？」


　ライナが呟いた瞬間だった。


　エステラが妖よう艶えんなポーズをとって、こちらへと視線を送ってきて……


　ライナは慌あわてて顔を伏ふせる。


　が──


「む。お主ぬしは……無表情だんご女の腰こし巾ぎん着ちやくではないか」


　まあ、最前列に座っているのだから、気付かれて当然なのだが……


「お主もこの発表会を見にきておったのか」


　なんて言いながら、器用に次のポーズを取る。慣なれたものだった。それに、


「ってか、おまえこそこんなところでなにをやってんだ？」


　すると、


「小こ遣づかい稼かせぎじゃ。詐欺を働くにも、元手がいる場合もあるからな。ふふ。まあ、わらわの圧あつ倒とう的てきなヴィーナス美人の力をもってすれば、優ゆう勝しようはたやすいことじゃし。お主もわらわの美貌に投票するがいいわ。もしも投票しなかったときは……」


　と、妖あやしげな魅み力りよくをたたえた瞳でこちらを見つめてきて、


「おまえの知らぬ間に、おまえ名義で見知らぬ土地を買わされ、さらに転売されて、いつのまにやら借しやつ金きんまみれになっていることを覚かく悟ごしろ……」


「ってか、なんかリアルな話だなぁ……そんなこと普ふ段だんからやってんのかおまえ……」


「うむ。そして絶ぜつ望ぼうしたおまえは、自殺を決意し……しかし、そこで女め神がみエステラを信しん仰こうする宗しゆう教きよう、聖エステラ信しん奉ぼう会かいに助けられ、すべてを捧ささげる決意をする、という人生が待っている。聖エステラ信奉会の会員の、四割はそういう経けい歴れきの持ち主じゃ。まあ、そうなりたくなければ……それなりの行動をすることじゃな」


　なんてとんでもないことを言ってから、しかし、顔だけは美人の笑えみのまま、拍はく手しゆの嵐あらしに包つつまれてエステラは下がっていく。


　それを見送ってから、ライナは……


「…………ただでさえ金ないのに、このうえ借金って……どうしよ……」


　呆然と呟く。


　しかし、そんなことは無視して発表会は続くが……


『次は、第二開発事業部が提案する、春の色……それは、ピンク』


　それにライナは気を取りなおして顔を上げ、


「お？　いよいよフェリスがでてくんのか。って言っても、もう、見なれてるからなぁ。たいして驚くことも……って……」


　が、またもそこで、ライナは言葉を止めてしまう。


『春の精せい霊れいのように、ピュアな心を表現するピンクは、乙おと女めの初うい々ういしさを表現し……』


　そんなアナウンスとともに現れたフェリスは……


　いつもとはまるで違う姿だった。


　鎧よろいを着ていない。剣も携えていない。


　いま、彼女が着ているのは、白いワンピース。かわいらしいネックレス。金色の髪をアップにして、これまたかわいらしい、花をかたどった髪かみ留どめで止めている。


　そしてピンクを基調にしたメークで、いつものクールな無表情とはうってかわった、少女のような初々しい雰ふん囲い気き。


　その姿はもう、人間を完全に超ちよう越えつしていた。綺麗なのに、かわいい……


　まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくる、妖よう精せいだった。


　それをライナが呆然と見つめていると、エステラ同様、フェリスもライナの姿に気付き……


「む。見にきてたのか……」


「いや、見にきてたけど……いやぁ、変われば変わるもんだな。女じよ装そうなんて、初めて見たよ」


　それに、


「ふむ。そうだな……変じゃないか？」


　どこか、憮ぶ然ぜんとした表情で聞いてくる……


　それにライナは苦笑した。フェリスの表情で、彼女が、実はちょっと照てれていることがわかって……


　それに観客たちも気付いたのか、その憮然としたような、照れるような、微び妙みようにかわいらしい仕草に、場内から歓声があがり……


　ライナは肩かたをすくめて言った。


「な？　周りの反応見りゃわかるけど、変じゃねぇよ。よく似に合あってる」


　するとフェリスはライナのほうを見つめて、


「そうか？　ふむ……」


　とそこで、しばらく考えこんでから、


「……襲おそうなよ色しき情じよう狂きよう」


「襲わねぇよ！　ったく。まあ、変じゃねぇから、自信持っていけって」


　ライナが言うと、


「ん。では、私に投票しろ」


「はいはい」


　するとフェリスはうなずいて、それでもまだ恥はずかしそうにひとしきりポーズを取ってから、去っていった。


　それを見送ってから……ライナはなぜか満まん足ぞくげな表情でうなずいてから、


「しっかし、めずらしいもん見た……えらい綺麗だったしなぁ……」


　大だい反はん響きようだった。さっきのエステラと同様、場内のテンションは上がりっぱなし……


　そして、


『ついに、最後になってしまいました。第三開発事業部が送り出す流行色は……ブルー』


　そんなアナウンスに、しかし、ライナは気の毒どくそうな表情で、


「あ～、フェリスやエステラの後じゃ、モデルがかわいそうだなぁ……とんでもなかったもんな……せっかくラストを飾かざ……」


　が──


　今度もさらに、ライナの言葉は止まってしまう……


「って、冗じよう談だん……だろ？」


『ブルーが表現するのは、クールビューティー。水平線の先を見つめるような、凜りんとした強さ。少女の中に潜む、強い心。目元を……』


　なんてアナウンスとともに現れたのは……


　またも、ライナのよく知っている、少女だった。


『忌いみ破やぶり』であるライナを、子こ供どものころに結けつ婚こんの約やく束そくをしただのといって、妖よう怪かい並なみのしつこさで追いかけ続けてくる、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの、隊長……


　ミルク・カラードだ。


　いつもはどこか童どう顔がんで、おまけに背せも、十六歳という年ねん齢れいの平へい均きんよりは低いほうなので、幼おさなさが目立つのだが……


　いま目の前にいるのは、別物だった……


　いつもはポニーテールにしている、亜あ麻ま色いろの髪の毛を、いまは下ろしており……


　くりくりお目目だったはずの目は、青いラインが入れられ、どこか艶つやっぽい、それでいて、クールな、大人おとなの魅力がたたえられている。


　服も白いシャツにダークスーツ。


　完全に、大人の女だった。


　それも……これは……美人と呼ばれるような、大人の女……


　それが、ミルクの本来もつ、少女らしさとあいまって……


　フェリスやエステラとはまた違う、魅力が放たれている。


　またも場内は、歓声の渦うず。


　次々と、


「うおー今年の発表会はレベルたけー」


「ほんとほんと！　どの事業部にするか、選ぶの私、困っちゃう」


　なんて言ってて……


　ライナはライナで、


「ってか、あれがまじで、ミルク？　化粧って……怖こえぇ……」


　と、呆然としていたところで、今度はミルクがライナのほうを向いてきて……


　瞬間、ライナは舌打ちした。


「やば。俺、なにやってんだ……ミルクに見付かったら……また追い掛け回され……」


　が、時すでに遅おそし……


　ミルクがライナのほうを見て、いつもとは違う、美人とかわいいがあわさったような顔で驚きの表情を作ると、


「あああ！　ライナってば見にきてくれたの!!　どうこれ？　どうどう？　似合ってる？　似合ってる？」


　なんて反応。別段、襲い掛かってくる雰囲気もなく……


　それにライナはぎこちなく、なるべく相あい手てを刺し激げきしないように言った。


「あ、ああ似合ってる似合ってる。びっくりしたよ。すごい、大人っぽいから」


「ほんと!?　えへへ。ミルクってば、もう大人なんだから！　じゃあライナ、絶ぜつ対たいミルクに投票してね！」


「あ、ああ」


　と、うなずいたところで突然、左隣の席からまたもライナの知っている声があがって、


「ミルク隊長！　なにぼそぼそ喋しやべってるんですか！　まだ発表会中ですよ！」


「っておまえら隣にいたのかよ!?」


　いや、その前に気付けよという話もあるが……ライナがいつの間にやら隣の席にいたミルクの部下たちに驚いていると、ミルクはそちらを向いて、


「あ、ルーク、どう？　似合ってる？　似合ってる？」


「似合ってます。今日出てきたモデルの中で、一番輝かがやいてます。もう、隊長のこんな晴れ姿を見られて、私は、私は……」


　そんな会話をしながら、ひとしきりミルクはポーズをとってから、去っていく。


　それをライナは呆然と見送ってから……


「……で、結局俺は、誰に投票すれば、いいんだっけ……」


　と、ライナは自分の手にあった、投票用紙を見つめたのだった。





　　　　◆





　そんなこんなで発表会は滞とどこおりなく行われ……


　投票開始。順番に、場内のものたちが投票をしていく。


　その合あい間まに……





　　　　◆





　最初にライナの前に現れたのは、エステラだった。


　あいかわらず、さっきの美人なメークのまま。しかしライナを見つめる目は厳きびしく、


「お主、ちゃんとわらわに投票するんじゃろうな？」


「え？　へ？　えっとぉ……」


「ん？　なんじゃ？　まさか、他のものに投票するのか？　他に、どんなモデルがでていたかは知らぬが……ま、まさか、わらわより、美しいものが、いたというのか？」


　なんて言ってきて……


　その表情は、少しだけ、怯おびえているような表情だった。自分の美貌に絶対の自信を持っている表情。そして、それを脅おびやかすなにものかに、怯える表情……


　それにライナは、


「あー大だい丈じよう夫ぶだよ。俺も借金したくねぇし。ちゃんとおまえに投票するって」


　すると、途と端たんにエステラは上じよう機き嫌げんになって、うんうんうなずき、


「うむ。そうじゃろうそうじゃろう。では、わらわは化粧を落としにいくとするか」





　　　　◆





　次に現れたのは、ミルクだった。


　やはり凜とした、大人な雰囲気。しかし、口く調ちようはいつものミルクのもので、


「ライナぁ！　どうだった？　ミルクちゃんとできてた!?」


「あーえーと、ああ。できてたできてた」


「やったぁ！」


　と、喜よろこびまくっていて……


　ライナはそれに、顔をしかめる。これで、投票結果が最下位だったりしたら……やっぱ、落ちこむのかなぁ……とか思って。


　それは、さっきのエステラにも言えることだけど……実は、この投票って、かなり残ざん酷こくなことなんじゃないか？


　そんなことを考えていると、ミルクが、


「あ、じゃあ、ミルクもっともっとがんばるから、見ててね！　よぉしがんばって表ひよう彰しよう台だいにのぼるぞー！　おー！」


　なんて、まるでこれから運動会にでる子供のようなことを言って、再び舞台の裏側に戻っていく……





　　　　◆





　最後にきたのは、フェリスだった。


　やはり、さっきと同じ、白いワンピースに、かわいらしいメーク。しかし、口調はいつも通りで、


「どうだった？」


　それにライナは、


「うん。よかったよ。その服もよく似合ってたし」


「ん。当然だろう。私のような驚きよう天てん動どう地ち、大陸横断な美人は、なにを着ても似合うのだ」


「…………いや、大陸横断って……どこいくつもりだよ……」


　が、そこで、フェリスがライナから、微び妙みように恥ずかしそうに顔をそらしているのを見て……


　ライナは笑った。


「……ああ、照れ隠かくしか……でも、ほんとその服似合ってるよ。たまにはそういう服も、着てみればいいのに」


「……そうかもな。しかし私が不用意にこのような服を着てしまうと、おまえのような凶きよう悪あく変へん態たい犯はん罪ざい者しやの格好の獲え物ものになって……」


「はいはい。もう、そういうことでいいからさっさといけ。まだ、仕事が残ってんだろ」


「そうだな。では、私はもう少し、仕事してくる。ここで待ってろ。さっさと優勝して、戻ってくる」


　去っていく。


　優勝。


　彼女はそう言った。


　その後ろ姿を見つめながら……


　ライナは、再び投票用紙を見つめて……





　　　　◆





　そうして、発表会は、終わった。


　ちなみに結果はというと、三人ともが、まったくの同得票数を取るという、前ぜん代だい未み聞もんの、春の新製品、三色同時発売なんて結果で……





　　　　◆





　ライナはなぜか、こそこそと足音までもひそめて、場内から出ていこうとしていた。


　そこに、再びエステラが現れ、


「お主、ちゃんとわらわに投票したので……」


　が、言葉はそこまでだった。


　後からやってきたフェリスを見て、


「な、貴き様さまは、無表情だんご女……まさか、貴様がモデルじゃったのか」


　するとフェリスもエステラを見て……


「ん。おまえと同得票数か……ありえんな。今度はどういう詐欺を使ったんだ？」


「詐欺などしておらんわ！　あいもかわらず、癇かんに障さわる奴じゃな」


「ふむ。癇に障るなら、どうする？」


「ふ。知れたことよ。女神に祝しゆく福ふくされた、このエステラ様が、神にかわって貴様に身のほどを………………」


　が、言葉はそこで止まった。


　そして、フェリスのさらに背はい後ごから、手を振りながら近づいてくるミルクの姿に目を止めて……


「な、なぜあの暴ぼう走そう悪あく魔ままでいる……」


　とそこで、ミルクが、


「ライナぁー、ミルクってば、一等賞に……って、またその美人なだけの金髪女と浮うわ気きしてるうううううううう!?　も、もう許ゆるさないんだからね！　求もとめるは雷らい鳴めい……」


　と、いつもどおり攻こう撃げき魔ま法ほうを唱となえ始め。


　それにエステラが、


「うわ……またか！　またなのか！」


　さらにフェリスが腰の剣に手をかけて、


「この程てい度どでうろたえる女神……か。たかが知れているな」




[image: ]


「な!?　おのれ言わせておけば！」


　言ってからエステラも魔法を唱え始める……


　そんないつもの展てん開かいから後ずさりしながら、ライナは誰だれにも聞こえないほどの小声で、


「えーと、じゃあ、そういうわけなので、俺は逃げます。追わないでね」


　と、会場から逃げ出した。





　　　　◆





　ちなみに。


　ライナが、誰に投票したかというと……


「…………」


　ライナは会場から出たところで、結局なにも書きこんでない投票用紙をしばらくぼけーっと眺ながめて……


「まぁ……なんだ。そのぉ……女の子に順番をつける、なんてのは、やっぱよくないと思うんだよね。みんなどれも綺麗だったしさぁ、だいたい、人は見た目じゃないし。だからこんなもん投票したって……」


　なんてことを言ってるところで、背後から爆ばく音おんやら、悲ひ鳴めいやらが聞こえてきて……


　ライナはびくっと震ふるえてから……


「誰に投票したって……殺されるだけだしね……」


　結局本ほん音ねはそれだった……







（すぷりんぐ・びゅーてぃ：おわり）







　みらくる・はーぶ







「どんな病やまいや怪け我がも、たちどころに治なおしてしまう、『奇き跡せきの薬草』？　なんだよそれ。どっかの宗しゆう教きよう団体とかが、詐さ欺ぎで売り出してそうなうさんくせぇ話だなぁ」


　いつもの宿屋の食堂。


　いま食べ終わったばかりの夕飯を横にどけて、ぐったりと倒たおれ込みながら、気けだるげな声でライナ・リュートが言った。


　もう、夕食後だと言うのに、いまだに寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみや、猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　万年眠ねむそうに緩ゆるんでいる瞳ひとみで、夕食の食器の向こう側に座すわっている相あい棒ぼうを見つめて、


「なぁフェリス。この情報は、いったい、どこから仕入れてきたって？」


　すると目の前で、黙もく々もくとだんごを食べていた美女が、


「うむ。前に酒さか場ばでこらしめた荒あらくれどもがいただろ？」


　妙みように感情の抜ぬけ落ちた声で言った。


　艶つややかな金色の長ちよう髪はつ。切れ長な、冷たく澄すんだ青い瞳。華きや奢しやな体に、その細い四し肢しにはそぐわない長ちよう剣けんが、傍かたわらに置かれている。


　フェリス・エリス。


　彼女は、誰だれがどう見ても、絶世の美女だった。ただ、その絶世の美女が、まったく愛あい想そうのない無表情で、だんごをもそもそと食べているのは、微び妙みように気になるところではあるが……


　そんな、無表情な相棒を見つめてライナは、


「酒場でこらしめたってのは……いまじゃおまえが、情じよう報ほう収集にこき使ってる、あのおっさんたちだな？」


「うむ。あいつらに、『最近おまえらはなんの情報も持ってこないが……朝起きたら妻つまや、娘むすめや息子むすこたちの頭が、胴どうから離はなれて転がっていたらさぞかし愉ゆ快かいな一日の始まりになるとは思わないか？』と私が言ったら、あわててこの情報を持ってきたと、そういうわけだ」


　そんな言葉に、ライナは軽く頭を抱かかえて、


「…………いや、夕食後には聞きたくない、エグい脅おどし文もん句くだなぁ……まあ、あえて突つっ込こまないけどさ……つまりはあれだろ？　おまえに脅されて、大急ぎで持ってきた、信しん憑ぴよう性せいもくそもない情報ってことだろ？　だいたい、そんな詐欺っぽい商品は、そこら中に転がってるじゃねぇかよ。まともな医者や魔ま導どう研究者は見向きもしないだろうし、むしろ詐欺師のエステラの得意分野じゃねぇのか？」


　が、それにフェリスは首を振ふって、


「だが、今回の情報は、少し違ちがう」


「ほう。どう違う？」


「この情報は、ここからかなり北に位置する田舎いなかの村から流れてきた情報なのだが……かなり昔から、そこら一帯では、『奇跡の薬草』についての伝説が残っていたらしい」


「ああ。よくある、昔話の一つって奴やつだな。だけど、ンなもん全部信じてたら体がいくつあっても……」


　が、フェリスはライナの言葉を遮さえぎって、


「だが、ここ最近になって、再ふたたびその『奇跡の薬草』の話が、頻ひん繁ぱんにその村から流れてくるようになった。それも、死んだ人間が生き返ったなどという噂うわさに変わってな……」


　しかし、それにもあくまでライナは興きよう味みなさそうな表情で言う。


「それもなんか、よくある話だなぁ……村興おこしかなんかのつもりなのかもしれないけど……そんなんじゃいまどき誰も集まってこないだろうに……」


「うむ。おまえの言う通り、そんな噂話を信じるものは少なかったらしい」


「あ、やっぱり？」


「うむ。死人が、生き返るはずもないからな」


「だよな。だいたいありがちなんだよ、万病に効きく薬だなんて。もっと別のさぁ、こう、おもしろいものとかなら観光客も集ま……」


　が……


　そんな言葉を続けるライナをフェリスは、じーっと見つめてから、一言。


「いってこい」


「……たとえばあれだよ。地面から竜りゆうが生えてたりすりゃ……って、へ？　いまフェリス、なんて言った？」


　するともう一度、


「その村にいって、本当にそんな薬草があるのか、確かめてこい」


　なんて言葉に、ライナは呆ぼう然ぜんとフェリスを見つめて、それから、


「…………ってか、おい、いまの、俺おれらの話の展てん開かいは、ちゃんと理解できてたか？　あきらかにその『奇跡の薬草』は噓うそっぽくて、調べにいく価か値ちは……」


　しかし、その言葉も遮って、


「価値がなくても、いけ。我われ々われの仕事は、そういう仕事だ。もしも仮に、本当にそんな薬草……もしかすると、我々が求めている勇ゆう者しやの遺い物ぶつかもしれないものが、そこに存在するかもしれないのなら、我々はいかなければならない。それが我々の任にん務むなのだ」


　なんて、もっともらしいことを言ってきて、それにライナは、


「…………えーと……あの、ちょっと、質問していいかな？」


「ん？　なんだ？」


「いや、おまえの言ってることは、ほんと、正しいことなんだけどさ……おまえさっき、『いってこい』って言ってなかった？」


「言ったな」


「それってまさか、俺一人に、その村に調べにいってこい、ってことじゃないよな？」


　するとフェリスは、


「他に、どういう意味がある？」


　なんてことをあっさり言ってきて、


「ってか、てめぇも俺と同じ任務負おってんだろうが！　なんでおまえはいかねぇで、俺だけいかなきゃならないんだよ!!」


　という叫さけびに、しかし、フェリスは、まるでなにをそんなわかりきったことを質問してくるんだとばかりの見下した表情で、


「ふむ。今日から一週間、商店街でだんごフェアが開かれるのでな、私は忙いそがし……」


「ぶっ殺すぞてめぇ！」


　瞬しゆん間かんだった。


　ライナの目の前から、まるで、幻まぼろしかなにかだったかのように、フェリスの姿すがたが消え……気がついたときには、彼女は信じられない速はやさでライナの背はい後ごに現れる。


　そしてゆっくりと、ゆっくりと彼女の剣が、後ろからライナの首くび筋すじへとそえられていき……


「おまえは村へいきたくないと言うが……朝起きたら妻や、娘や息子たちの頭が胴から離れて転がっていたら、さぞかし愉快な一日の始まりに……ああ、おまえは妻がいなかったな。なら、転がっているのはおまえの頭だから、残ざん念ねんながら、愉快な一日も始められない。しかし、私にはどうすることもできないのだ。本当にすまない。願ねがわくば、明あ日すの朝、おまえがこの宿の部屋にいないことを祈いのる」


　そんな言葉に結局……


「……もうやだ、こんな生活……」


　翌よく朝ちようを待たずにライナは、村へと出発させられたのだった……





　　　　◆





　目の前いっぱいに広がる、田でん園えん風ふう景けい。


　そびえる山々や、澄すんだ空気。自然あふれる光景。


　とにかく、なにが言いたいのかと言うと……
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　その村は……


「とおおおおおおい！　まじで遠過ぎ!?　フェリスの奴、なに考えてやがんだ！　港町から、十日も歩き通しだぞ!!」


　ライナはぐったりした表情で、恨うらみのこもった声をあげた。


　フェリスがなにも教えてくれなかったので、ここまでくる途と中ちゆうの村々で、ちょっと聞いた話によると、その村の名前は、ミクナット。農のう耕こうで生計を立てている、ほのぼのとした、典てん型けい的てきな田舎の村だった。


　その村を目の前にして、ライナは腕うで組ぐみをし、


「しっかし、なんだ。こんな田舎の農村に、観光客を呼よぶ必要は……ないよな。ってことは、村興しとか、そういった話はなくなるか。ふむ。ちょっと、興味でてきたかな……」


　と、村の中へと入ろうとした、そのときだった。


「きたっ!?」


　突とつ如じよ、そんな声をあげて、ライナの目の前へと一人の若者が飛び出してくる。


　そのまま、


「やっと、やっときてくれた!!　待ってました。あなたを待ってました!!」


　もう、涙なみだを流さん勢いで叫びながら、駆かけ寄よってきて……ライナはそれに、


「へ？　って、あの、待ってたって……なにを……」


　が、みなまで言わせず、若者が、


「みんな、ついにきてくれたぞー!!」


　叫ぶと、突然、村中の建たて物ものから人が顔を出し、驚おどろいた表情でこちらを見つめる。


　そして、


「ほんとだ!!」


「まじかよ!?　村長だ、村長を呼べ!!」


　そんな展開に、ライナはわけもわからずに、


「だ、だから、いったいなんなん……」


　しかし、またもそれを遮って、目の前の若者が、


「ずっと、あなたを待ってたんです！」


「俺を？」


「はい！　歓かん迎げいします！　さぁ、きてください！　もう、みんな待ちかねてるんですから！」


　と、ぐいぐいと引っ張られて……


「……いや、あー、なんだ。なんか、おまえら絶対、すっごく勘かん違ちがいをしてると思うんだが…………って、聞いてねぇし……まあ、歓迎してくれるなら、いいんだけどさぁ……」


　ライナは、こちらの言葉などまるで聞かず、感動の表情で自分を引っ張っていく若者を半はん眼がんで眺ながめながら、言ったのだった。





　そのままライナは、大きな村の集会場に連つれてこられて……


　さらなる窮きゆう地ちに立たされていた。


「………………で、俺にどうしろと……？」


　集会場には、村民すべてがライナを囲かこむようにして集まっており、興味津しん々しんの表情で彼を見つめている、なんていう異様な光景……


　ライナはそんな、たくさんの視線を受けて、


「ってか、あれか？　俺はおまえらには珍ちん獣じゆうかなにかに見えてるのか？」


　言うと、ライナをここに連れてきた若者は、楽しげに笑う。


「まさか、珍獣だなんて。まあ、珍めずらしいという意味では、そうかもしれませんが……」


　とそこで、嗄かれた、低い声音こわねで、


「これ、シュールア。大切なお客様に、珍獣などと言うとはなにごとじゃ」


　なんてことを言いながら現れた、もう、七十代に入ってそうな、白い髭ひげが見事な老人に、


「あ、村長。すみません。どうしても浮うかれちゃって……」


　シュールアと呼ばれた若者が言うと、村長はうんうんとうなずいて、


「おまえは……そうじゃろうな……一番彼の到とう来らいを待ち望んでおったのだから……とにかく」


　と、今度はライナのほうへと向いて、


「お待ち申もうし上げておりました。さっそくで申し訳わけないのですが……わしの孫まご娘むすめをみてもらえないでしょうか？」


　言って、鼻先がちょこんと赤い、かわいらしい十二歳さいくらいの少女が村長の後ろから出てきて……


　しかしライナは……


「いやだから、あの、展開がまるで読めないんだけど……み、見ればいいの？」


　すると村民たちが、一いつ斉せいにうなずいて……


　怖こわ!?　そう、思った。異様な雰ふん囲い気きだった。張はり詰つめたような、奇妙な雰囲気。みな真剣な表情で、ライナを見つめてきていて……


　ライナは、


「ううう……って、なんなんだよ。孫娘を見ろって……そ、そりゃ、見ろって言われりゃ、見るけどさ……俺になにをしろっての？」


　と、もう一度、村長の孫娘を見つめる。すると、ちょっとだけ少女は顔を赤らめて、うつむいたりして……


　それに村長が、


「どうじゃろうか？」


「いや……どうじゃろうか？　とか、聞かれても……ま、まさかこれ、お見合いだったりすんのか？　村に外の血を入れたいとかそういう風習？　だ、だめだぞ？　こんな子こ供どもと結けつ婚こんするわけにはいかない。ンなことしたらまぁたフェリスに色しき情じよう狂きよう呼ばわりされ……」


　が、それには村長が驚いた顔で、


「結婚!?　なに言っとるんじゃ。あんた、医者じゃろ？　そんなお方が十二歳の子供と結婚じゃなんて、なんという変へん態たいなんじゃ!?」


　なんてことを言ってきて……ライナは、


「だから変態じゃ、って、そうじゃなかった。だから、えーと、医者？　俺が？」


　すると今度は、シュールアという若者が、


「そうでしょう？　『奇跡の薬草』の噂を聞きつけてきてくれたんですから、医術を探たん求きゆうしているお医者様に決まってます！　そのために、わざわざ隣となりの村までいって、この噂を流したんですから……」


　なんて言葉に、


「ちょ、ちょっと待て。じゃあ、『奇跡の薬草』の噂は……」


　瞬間、村長がすまなさそうな顔で、


「噓うその噂を流したことは、謝あやまります。しかし、こうするしなかったのです。こんな田舎の村には、医者はきてくれません。病にかかれば、それまで……だから、我々はこうするしか……」


　そんな言葉に、ライナはもう、完全にあきれ果はてた表情で、


「はぁ……やっぱり、デマだったわけね……まあ、わかってたことだけど、ちょっとヘコむなぁ……んで、あんな噂できてくれたマヌケな医者なんか、いたのか？」


　が、それに、村民たちは期き待たいの目でライナを見つめてきて……


　ライナは頭を抱えた。


「あ～……この村にきた、最初のマヌケは、俺ってことね……」


　それにシュールアが、


「すみません。だますようなことをして……でも、こうするしか……」


　しかし、その言葉を遮って、ライナは、


「ってか、俺、医者じゃないぞ？」


　瞬間だった。全員が、絶望の表情に変わっていくのが、おもしろいように見てとれた。


　それにシュールアがうろたえまくって、


「そ、そ、そんな、あ、あれでしょ？　医者じゃないけど、医い療りよう魔導の研究者だったり……」


「しない。医療魔導なんて、まだ見たこともないよ。医療魔導が習えるのなんて、ローランドでも金持ちかエリートの奴らだけだったから、友達にもいなかったし……」


「じゃ、じゃああなたは何者なんですか！」


「へ？　いや、いきなり何者とか聞かれても……なんだろ。『奇跡の薬草』探さがしにきた、通りすがりってとこか？」


　刹せつ那な。ライナを見る村人たちの目が急きゆう激げきに険けん悪あくなものに変わっていて、


「なんだ、ただの役立たずじゃねぇか」


「こんな眠そうな野や郎ろうに期待した俺が馬ば鹿かだったよ」


「あたしゃ最初っから見抜いてたよ。こんな抜けてる兄にいちゃんにはなにもできないって」


「歓迎なんかする必要ねー追い出しちまえ」


　と、もう、滅め茶ちや苦く茶ちやだった。勝手に勘違いして、勝手に怒おこり出して……温おん厚こうそうな村長ですら、ライナをにらみつけ、


「あ、あんた。ひどすぎる。なにも知らない田舎者だと思って、わしらをこんな目にあわせるなんて……」


　それにライナはもう、あきれ果てた表情で、


「……あのなぁ……あんたらが勝手に勘違いしたんだろうが……」


「なにをっ!!　この上言いわけか！　もうよいわ！　いくぞフェイ」


　と、孫娘と去さっていこうとする村長に、


「あ～、ちなみに言うと、その孫娘、どっか悪いから俺に見せたんだろ？　鼻先がちょっと赤いのが気になるな。もしかしたら腹部……とくに脾ひ臓ぞうを患わずらってるかも。まあ、専門じゃないからわかんねぇけど……もし、調子悪そうなら、気をつけてやってくれ」


　ライナが言った瞬間だった。さっさと去ろうとしていたシュールアが振り返って、


「やっぱり、あなた、医者なんでしょ!!」


　が、ライナはあっさり首振って、


「いんや。だけど、俺がいた孤こ児じ院いんは特とく殊しゆな場所でさ。ちょっとした医療の勉強は、させられてたんだ。まあ、ほんとの医者じゃないから、あんまりアテにされても困こま……」


「宴うたげじゃあああ!!　お医者さまを歓迎する宴をはじめるぞー!!」


　ライナの言葉などまるで無視で、村人たちは歓かん声せいを上げる。


「いやだから……」


「お医者様！　救きゆう世せい主しゆさまぁあああ!?」


「……だーかーらー……ああああもう……好きにしてくれ……」


　そんなこんなで。


　突如誕たん生じようした、超医者スーパードクターライナは、その日夜遅おそくまで、宴の席で食事をとりながら、次々とくる患かん者じやの相手を、無む理り矢や理りさせられたのだった……





　　　　◆





　翌よく日じつ。


　村長の家に泊とまったライナは、朝の早い村人たちにたたき起こされて、


「昨日きのうは本当にありがとうございました。もう、オラたち、感かん謝しやの言葉もないです」


「いや、感謝の言葉がないんだったら、もう少し寝かせといてくれよ……」


　という言葉もむなしく……村人たちのお礼は続き……


「出よう……一いつ刻こくも早くこの村を出よう……じゃなきゃ殺される……早起きな農村なんかじゃ、絶対俺は生きていけない……」


　ライナは呟つぶやきながら、眠くて死にそうな眼まなこを必死で開けて、村長の家で用意された朝食をとっていた。


　すると村長はそれに、


「やはり、早起きは気持ちいいですなぁ。ライナさん」


　瞬間、そんな村長の発言に、殺意すら感じた……


　という、ライナの心の叫びはさておき。


　その朝食には、村長と、その奥さん。それになぜか、昨日ライナを出で迎むかえた、シュールアとかいう若者が一いつ緒しよにいた。


　その、シュールアは、ひどく暗い表情をしており、


「ライナさん。昨日は本当にありがとうございます。ほとんどすべての村人を診みてくださり……」


「まじで勘かん弁べんして欲ほしかったよ……おまけにろくに寝かせてくれないし……」


　すると村長はまた、


「それだけ、ライナさんが好かれているということですな。どうじゃろう？　このまま、この村の専せん属ぞく医師になられては……？」


　だから殺すぞこの野郎！　という叫びは置いといて……


　シュールアが言う。


「その、ほとんどの村人は診ていただいたのですが、最後に、もう一人だけ、診て欲しい患者がいるんです」


「めんどいから、やだ」


　と、即そく答とうするライナに、


「患者の名前は、ユール。僕ぼくの、妹なんですが……」


「いや、だから、おまえ俺の話聞いてないだろ？」


「今回、こんな、詐欺まがいの噂を流したのも、僕の妹のためなんです」


「やっぱり聞いてねぇし……」


「妹が病にかかり、倒れてから三か月……医者に診せにいくことも、妹の衰すい弱じやくがひどくてできずに……妹はどんどん、弱っていって……」


　そんな言葉に、ライナは眠そうにあくびをしながら、半眼でシュールアを見つめると、


「ふ～ん。んで、その妹は、どこにいんの？」


　瞬間、シュールアはぱっと顔を輝かがやかせて、


「診て、くれるんですか!?」


「ってか、絶対診せるつもりだろうがてめぇは！」


　怒ど鳴なってから、


「もうやだ。こんな村……」


　ライナはため息いきをついたのだった。





　　　　◆





　シュールアの家は、小ぢんまりとしていた。台所と、兄と妹、二人のベッドが置かれているだけの部屋。申し訳程てい度どに小さな庭がついているが、土地はありあまっているのだ。贅ぜい沢たく品ひんでもなんでもない。


　これが、シュールアの家のすべてだった。


　家に入ると、すぐにシュールアは妹が寝ているベッドへと近づき、


「ユール！　ついにお医者様をつれてきたよ！　これで助かるんだ！　また、前みたいに元気に暮くらせるんだ」


　そんなことを言う。


　続いて、なぜか一緒についてきていた村長が、部屋の入り口で立っていたライナの耳元に、


「シュールアとユール……あの兄きよう妹だいは、不ふ憫びんな子たちでのう……シュールアが六歳、ユールが三歳のときに、父親が山で土ど砂しや崩くずれにあって死んでしまっての。それに続いて母親も、まるで後を追うかのように病で……それ以来、十年。二人きりの兄妹として、手と手をとりあって生きてきたんじゃが……」


「いや、村長。別に俺は、そんな立ち入った身の上話は全然聞きたくないん……」


　が、やはり村長は止まらない。


「なのに、今度は妹まで！　なぜじゃ。なぜ、この健けな気げな兄妹に、こんな試し練れんばかりを与える？　わしのような老人が無む駄だに生き永らえて、ユールのような若いものがなぜ、苦しまなければ……」


　それにライナは疲つかれたような、小さな声で、


「だぁもううっさいなぁ。ったく、あんたの気持ちはどうでもいいから、ちょっと家でてくれ。だいたい、いまのあんたの言葉が、妹さんに聞こえたらどうすんだよ？」


「あ……そ、そうじゃな。これは……すまなかった。では、ライナさん。まかせたぞ」


「はいはい。まあ、やれるだけ、やってみるよ。だから早くでろって」


「う、うむ」


　と、うるさい村長を追おっ払ぱらうと、ライナは再び部屋の中へと向き直って……


　すると、シュールアとユールの会話が聞こえてくる。


　優やさしげな、少女の声が、


「本当に、お医者様がきてくれたの？」


「そうさ！　すっごい腕のいいお医者様なんだ！　きっと、きっとユールのことも治なおしてくれるよ！」


「じゃあ、お兄ちゃんのことを先に診てもらわなくっちゃ。私がこんな病気にかかってから、お兄ちゃん、がんばり過すぎなんだもん。どっか悪くしてたらどうしようって、私心配なんだからね？」


「人の心配なんていいから……」


「だぁめ。お兄ちゃんは、私と違ってすぐ無理するんだから、真っ先に診てもらわないと。それに、村の人たちも、診てもらわなくちゃ。この村には、お医者様なんて、めったにきてくれ……」


　その、言葉を遮って、


「この村の人たちは、もう全員診たよ。シュールアも含ふくめてね」


　言って、ライナもユールのベッドの側へと近づいた。すると、ベッドには、可か憐れんな少女が横たわっていた。歳としはたしか、十三歳だったか。シュールアと同じ、金色の巻き毛。愛らしい、大きな瞳に、真っ白な、本当に、雪のように白い肌はだ。


「…………」


　その肌の白さは……おそらく病気のせいだろう。かなり、悪い。一目見て、それがわかった。これじゃあ、喋しやべることすら辛つらいだろうに……


　ユールはライナを見て、にっこり笑うと、


「どうでした？　みんな、元気だったなら、いいけど……」


　他ほかのものたちの心配なんかをする。それだけで、この少女の性格がわかった。


　ライナは肩をすくめて、


「ああもう、元気も元気。元気どころか、君の兄あに貴きも含めて、みんな早起き過ぎ。俺の睡すい眠みん時間を全部持ってっちゃったよ。お礼を言いにきたとかいってたが、礼の気持ちがあるなら、もうちょい寝かせてくれってね」


　するとそれにユールはくすくすと笑い、


「田舎の朝は、早いですからね。先生は、都会の方なんですか？」


　それにライナは顔をしかめて、


「先生はやめてくれ。ライナでいいよ」


「じゃあ、ライナ先生」


　それに、ライナは困ったように頭をかく。




[image: ]


　シュールアがそんなライナに、


「で、ライナさん。妹は……」


　心配げな表情で聞いてきて、


「ん～。んじゃ、ユール。手、貸かして」


　と、彼女の脈みやくを取って……それから、そっと彼女のやせ細った体に触ふれて……


　ライナは目を細めた。


　脈も、弱い。それに、体節に、浮ふ腫しゆがある。体もやせ衰おとろえていて、まるで生気を感じない。ライナは小さな声で、


「どんな、症しよう状じようがあるの？」


　するとユールは、少し考えてから、一瞬だけ、シュールアのほうを見て、


「……これといって特には。少し、だるいだけです。たぶん風か邪ぜかなにかだと……」


　瞬間、シュールアが、


「そんなはずない！　熱もでるし胸むねも……」


　そこまでで、言葉が止まる。まるで、泣なき出しそうな顔になって……


　そんなシュールアの体を、ユールの、細い腕が、優しげになでて……


　ライナはそれに、一度腕組みをしてから、


「う～ん。もう少し調べてみないとわかんないな。ちょっと、参考になりそうな資料を調べてくるよ」


　言って、立ちあがった。


　そのまま、シュールアの家をでて……


　するとそこには、村長や、村人たちが待っていた。続いて、シュールアも家をでてきて、


「妹は、どうなんですか？」


　必死の形ぎよう相そうで聞いてくる。


　それにライナは……大きくため息をついた。


　話からすると、動どう悸きがある。顔面蒼そう白はくに、発熱。倦けん怠たい感かんに、浮腫……そして、あの異常なやつれかた……ライナのような素人しろうと目に見ても、彼女がもう、かなり危き険けんな状じよう態たいなのは、わかった。ライナの記き憶おくにある中でも、もっとも性た質ちの悪い大きな病気の症例にもあてはまる。


　蒼あおい悪あく夢むと呼ばれる、病気……


　もう、手遅れだった。あまりにも治ち療りようが遅過ぎる。いや、正せい規きの治療をしたところで、ほとんどが助からない病気なのだ。


　彼女は、自分のことを風邪だと言った。


　馬鹿な。風邪なんかなわけない。


　いま、彼女を襲おそっている辛つらさは、風邪などとは比べ物にならない。彼女は自殺するものがいるほどの苦痛を味わっているはずなのだ。


　なのに、彼女は笑い、兄を気き遣づかい、村人たちの心配をして……


　まだ、彼女は、十三歳なのに……


「どうなんですか？」


　シュールアが聞いてくる。


　ライナは……


「……それを、俺に答えろってのか？　ほんとの医者でもない、俺に……」


「悪いんですか？　ユールは、悪いんですか？」


「…………どう、答えてほしい？」


「真実を。もし、妹の命が残り少ないなら、それだけ、一緒にいてやりたいから」


　シュールアは真剣な顔をしていた。彼は、もう、覚かく悟ごしていたのだ。


　最悪だ。


　ライナは、そう思った。


　なんで、自分はこんな場所にいるんだろう。医者でもないのに、こんなつまらない役目を……


　ライナはため息をついて、うんざりしたような口く調ちようで、


「ああ。そうだよ。彼女はもう、長くない。いや、いつ死んでもおかしくないくらいだ。もう、本物の『奇跡の薬草』でもない限り、彼女は助からない」


　瞬間、シュールアの目が、歪ゆがんだ。歯を食いしばって、体が震ふるえるのを、涙がでるのを、抑おさえこむ。そして、


「…………あ、ありがとうございます。ライナ、……先生。これで、妹と、たくさん過ごしてやることが、できる」


　そう言って、再び家へと戻っていこうとしたところで……村長が、


「ほ、本当に、ないのか？　ユールを助ける方法は、ないのか？　まだ、ユールはわしよりも、六十歳も若いのじゃぞ？」


　黙だまれ。そう、思った。シュールアの前で、もう、そんな言葉を吐はくなと……そう思った。だが、村長は、やめない。


「そうじゃ。『奇跡の薬草』じゃ。村の側のあの、ウェールの崖がけの頂ちよう上じように生はえていると言われてる『奇跡の薬草』なら」


　突然、そんなことを言い出して……続いて、村のものたちも口々に、


「そうだ！　あれならもしかすると」


「でも、あんなところにある草を採とれる人間なんて、いるわけ……」


　そんないきなりな展開にライナは、


「あー？　ちょ、ちょっと待て。どういうことだいまの。『奇跡の薬草』は、デマなんじゃなかったのか？　まあ、ここらに『奇跡の薬草』の伝説があるってのは聞いてたが、それも、くだらない昔話のたぐいだろ？」


　が、村長がライナの言葉を遮って、


「いや、この村で昔『奇跡の薬草』が使われたのは確かなんじゃ。まだ、わしが六歳のころ、薬草が使われて、不治の病だと言われていた隣の家のグラフォス姉さんの病気が、たちどころに治ってしまったからな……それが、この噂の大本なんじゃが……」


「っておい!?　なんでその話を最初にしないんだよ！　それがほんとの話なら、医者なんて全然必要ねーだろうが！」


　が、村長はそれに表情をくもらせて、


「じゃが、あの薬草は、もう、採れないのじゃ」


「なんで？」


「…………あの薬草が生えている崖は、人ではとうてい登ることはできん。わしが子供のころだって、強風でたまたま落ちてきた薬草を、運良く拾ひろうことができたから、グラフォス姉さんは助かったが……そう都つ合ごうよく『奇跡の薬草』が落ちてきてくれるはずが……」


　とそこで、


「ユールっ!?」


　家の中から、シュールアの悲ひ鳴めいのような声が聞こえてきて……


　ライナはあわてて、部屋の中へと入ってみる。すると、ユールは口から血を吐はき、ベッドは真まっ赤かに染まってしまっていて……


「ご、ごめんなさい。ベッド、汚よごしちゃって……せ、せっかく、我が慢まんしてたのに……」


「な、なに言ってるんだ！　そんなことより、体は、体は……」


「だい、じょう、ぶ。私は。だから、お兄ちゃんは、心配しなくて……」


　そのまま、ベッドにぐったりと横になって、意い識しきを失う。


「ユール!!」


　シュールアは、今度こそ涙を流していた。細く、信じられないほど細くなってしまった妹の手を握にぎって、真っ赤に染まったベッドに頭を押しつける。


　たった十六歳の少年が、死にかけの妹のために泣き。そして、たった十三歳の少女が、死を目の前にして、兄の心配ばかりしている。


　そんな姿に、ライナは顔をしかめて、


「だああああもうめんどくせぇなぁ！　ったく、こんなところに一人でよこしやがって！　帰ったらフェリスの奴、おぼえてろよ！」


　言って、突然、家から飛び出す。


　それに村長が、


「ら、ライナさん。どこへ？」


「決まってんだろ。上だよ。崖の上！」


「崖って……でも、あそこは人がいくには……」


　が、村長の言葉は聞かずに、ライナは全力で駆かけていった。





　崖の場所は、すぐにわかった。あきらかに人の力じゃ登れそうにない、垂すい直ちよくに伸のびた崖が、村のすぐそばに、そびえていた。


　その崖へと、ライナは駆け続ける。そして、走りながら、腕を空中で躍おどらせると、光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていき、


「求めるは光こう陣じん〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　途と端たん、描かれた魔方陣から光の縄なわがあらわれ……ライナはそれをつかむと、


「目もく標ひようの岩を捕ほ縛ばく──捕縛後収しゆう縮しゆく！」


　叫ぶ。瞬間、手にした光の縄が一気に伸び、かなり高い場所にある岩に巻きつくと、そのまま縮まっていく。


　しかし、ライナは縮まっていくのを待たずに、縄をぐいぐいと引き寄せながら、崖を駆け上がっていき、再び、


「求めるは光陣〉〉〉・縛呪」


　再び常人では考えられないほどの速さで魔法を展開すると、崖を軽々と登っていく。


　登りながら、


「うう……さすがに、こんな速さで登るのは、きつい……おまけに頂上は、えらく高いし……ああもう、絶対次はこんな疲れる役どころはフェリスに押しつけてやる……」


　なんて言いながらも、止まらなかった。休むことなく、登り続ける。


　そして……


　やっとのことで頂上についたライナは……


「……はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」


　激はげしく肩で息をしながら、目の前を見る。


　そこに生えている、花々を、見つめて……


「…………」





　　　　◆





　再び、シュールアの家に戻もどってきたライナは、手て馴なれた手つきで薬草を煎せんじて、小さな器うつわに移うつすと、ユールにそれを渡しながら優しく微笑ほほえんだ。


「これを飲めばもう、大だい丈じよう夫ぶだ。でも、胃い腸ちようが弱ってるから、ゆっくり飲むんだよ」


　ユールはそれにうなずいて、薬を飲み始める。


　それを確かく認にんしてから、ライナは立ちあがると、横にいたシュールアの肩をぽんっとたたいて、


「んじゃ、俺は、外にいるよ。なにかあったら、いつでも呼んでいいから」


「はい。ありがとうございます」


　ライナはそれに軽くうなずいてから、


「…………」


　無言で外にでていった。





　　　　◆





　夜。


　月がでていた。街まちの、煌こう々こうと輝かがやく灯あかりがないせいか、星がいつもよりも、たくさん見えるような気がした。


　ライナはシュールアの家の庭先に寝転がって……空を眺ながめていた。家からは、シュールアの嬉うれしげな声が聞こえてくる。


「ユール。病気が、治るんだ。さっきライナさんが飲ませてくれた、薬草を煎じて作った薬で、病気が治るんだよ！」


　続いて、ユールの優しげな、しかし、かぼそい声が聞こえてきて……


「ほんと？　嬉しい。そしたらまた、お兄ちゃんと一緒に遊べるね？」


「ああ！　ああ！　病気が治ったら、たくさん遊ぼう！　おいしいものも、いっぱい食べさせてやる。そのために兄ちゃん、がんばってもっと働くからさ！」


「だめだよ。そんなにがんばらなくても、私、お兄ちゃんと仲良く暮らせれば、それだけで幸せなんだから。お兄ちゃんと普通に暮らせれば、それだけで幸せなんだから」


　そんな、仲のいい兄妹の会話を聞きながら、ライナは夜空を見つめ続けていた。


　二人の会話以外、なにも聞こえない、静かな夜だった。


　シュールアが言う。


「さぁ、ユール。今日はゆっくり寝よう。明日にはきっと、起き上がれるよ。ライナさんも言ってた。最初は、まだ外に出るだけの体力は回復しないかもしれないけど……すぐに、走り回れるようになるって」


「じゃあ、またお兄ちゃんと駆けっこできるね。お兄ちゃん足速いから全然勝てないけど。でも、いつか絶対追い抜いてやるんだから」


「ああ。ユールならできるよ」


　とそこで、二人の会話がしばらく止まった。そして、ユールが小さく、


「ねぇ。お兄ちゃん」


「ん？」


「…………悲しまないでね？」


「…………………………」


「ああもう、お兄ちゃん泣いちゃだめ。私、治るんでしょ？」


　ユールが困ったような声で言う。それに、


「そ、そうだよ。治る。だから……」


「うん。ゆっくり寝るね。だから今日は、ずっと手を握ってて欲しいな。なんかちょっと、寒いんだ。だから……」


「ああ。ずっと握ってる。だから安心して寝なさい」


「うん。お兄ちゃん、大好き」


「兄ちゃんも好きだよ。さあ、おやすみ」


「おやすみ」


　そのまま、二人の会話は途と切ぎれて……


　それから、半時間ぐらい過ぎただろうか。


　シュールアがライナの隣となりへとやってきて座すわると……


「…………ありがとうございました。ライナさんのおかげで、ユールもきっと、幸せな夢が見れます」


　彼は泣いていた。


　しかし、ライナはまるでそちらを見ずに、空をぼんやりと眺め続けて、


「別に、俺はなんにもしてねぇよ」


　呟つぶやいた。





　　　　◆





　再び、いつもの宿屋の、いつもの食堂。


　ライナがやっとの思いで帰ってくると、フェリスはあいかわらずだんごを食べており、


「ん。やっと帰ったか。で、成果はあったのか？」


　なんてことを聞いてきて……


　それにライナは一度肩かたをすくめてから、懐ふところから一輪の花を取りだす。


「まぁ、成果といえばこれくらいかな」


「ん？　その花が『奇跡の薬草』なのか？」


　聞かれて、しかしライナは……


「いや、この花は別になんでも治せるわけじゃないよ。まぁ初めて発見された五十年前は、ある病気の治療薬としてちょっともてはやされたけどさ…………いまじゃもう、ほとんど使われてない、役に立たない花だ」


　するとフェリスは不ふ思し議ぎそうな表情でライナを見つめて、


「では、なぜそんなものを持ってる？」


　聞かれて……


　それに、ライナは少しだけ悲しげな表情で、その花を見つめた。


　白い、小さな花。


　それは、まるで雪のように真っ白な花びらを持った、小さな花だった。


　その花を見つめて、


「……だけど、それでもこれは、『奇跡の花』なんだよ」


　ライナは小さく、呟いた。


　その言葉に……


　フェリスはなぜか、しばらく無言でライナを見つめてから、


「……そうか……おまえがそう言うなら、きっとそうなんだろう」


　小さく、そう言ったのだった。







（みらくる・はーぶ：おわり）







　ますたー・おぶ・すぴあ







「へへへ。お嬢じようさん、かわいいねぇ。どうだい、俺おれらとちょっと付き合わないかい？」


「や、やめてください！」


「いいじゃねぇかよ。俺らと付き合っときゃ、間違いないぜ？」


「わ、私には婚こん約やく者しやがいるんです。だから」


「つれないねぇ。でも、いいのかい？　俺らは、この界かい隈わいをしきってるガーメツ兄きよう弟だいだぜ？　婚約者がぼこぼこに殴なぐられて、足あし腰こし立たなくなるのを見たいのかい？」


「そ、それは……」


「じゃ、決まりだ。さぁいこうぜ！　へへ。いい思いさせてやるからさぁ」


　そんな、わかりやすい光こう景けい。それを、ライナ・リュートはぼけーっと眺ながめていた。


　昼。


　場所は、街まち外はずれにある、茶屋。ライナはそこで、お茶を一杯ぱい頼たのんだだけのくせに、朝からずーっと昼寝したり、昼寝したり、昼寝したりと、迷めい惑わくこの上ない態たい度どで過ごしていた。


　いつものごとく寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、長身瘦そう軀くの猫ねこ背ぜの体。眠そうに緩ゆるるんだ黒い瞳ひとみで、茶屋からすぐのところの通りで行われている、強ごう引いんなナンパを眺めている。


　無意味に肩かたの筋きん肉にくを見せつけるような服を着て、腰には少し長めのナイフをさげている三人の男。


　そして、それに無む理り矢や理り口く説どかれている女の子。


　その女の子が、もう、泣きそうな顔で、


「だ、誰だれか助けて!?」


　叫さけぶ。が、その声に、周まわりにいた野や次じ馬うまたちや、たまたま通りかかった者たちが、一いつ斉せいに顔をそむけて、その場からいなくなる。


　それにガーメツ兄弟たちは笑って、


「へへへ。誰も助けにくるわけねぇさ。さあ、無む駄だなのがわかったら、さっさといくぞ！」


　今度こそ、女の子は涙を流しはじめた……


　そんなひどい光景を眺めながら、ライナは相変わらず眠そうな表情のまま、よく晴れた空を見上げ、一言。


「いや～。陽気もいいし、平和だなぁ……」


　とそこで、茶屋のちょびヒゲを生はやした店主が、


「鬼おにかあんたは！　どこが平和なんです。助けてあげてくださいよ」


「え～？　なんで俺が？　めんどいから嫌やだ。あんたが助けりゃいいだろが」
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「な、なに言ってるんです。私は無理ですよ。娘むすめも二人いますし、かみさんは三人目の子こ供どもを妊にん娠しん中ちゆうなんですよ？」


「だから？」


「だ、だから、私が怪け我がをして、働けなくなるのはまずいんです！　だいいち、私じゃあいつらに勝てないですし」


　それにライナはうなずいて、


「だろうなぁ。あいつらチンピラにしては、けっこう強そうだしな。足の運びからしても、けっこー訓くん練れんされてるし……」


「でも、あなたが勝てない相手じゃないでしょう!?　あなたとあなたの相あい棒ぼうが強いってのは、最近この辺あたりじゃ有名な話なんですから。そうじゃなきゃ、お茶一杯で何時間もいすわるような客、とっくに追い出してますよ。邪じや魔まなんですから」


「へ？　邪魔だったのか？」


「気付けよっ!!」


　思わず叫ぶヒゲ店主。


　それからあきれたように頭を振ふって、


「さぁ。もう、それはいいですから、さっさと助けてあげてください」


「だからめんどいから嫌だって」


「なに馬ば鹿かなこと言ってるんですか！　ほら、もう女の子があの悪そうな奴やつらに連つれ去られますよ!!」


「ほんとだ。かわいそうになぁ。世の中ひどい奴もいたもんだ」


「……鬼だ……あんた鬼だ……」


　完全に軽けい蔑べつしきった目で、店主がライナを見つめてくる。しかしライナはそれに軽く肩をすくめるだけで、


「いや、鬼とか言われてもなぁ……まぁ、見てみろって。あの子は、俺が助けなくても助かるから。正義の味方のご登場だよ」


「へ？」


　と、店主が顔を上げる。


　それに続いて、ライナももう一度、ガーメツ兄弟と、女の子のほうを見て……


　するとそこには、ガーメツ兄弟の前に立ち塞ふさがるように、一人の男が立っていた。


　その男が言う。


「やめたまえ君たち。女性が嫌いやがっているではないか」


　よく通る、爽さわやかな声だった。


　ピンと伸のばした背せ筋すじ。同じ黒髪でも、ライナとは対照的な、綺き麗れいに整ととのえられた黒い髪。意志の強さと誠せい実じつさが感じられる理知的な瞳。


　年のころは、ライナとほぼ同じくらいだろうか？　美形の、好青年だった。


　黒い、スーツのような、それでいて、ところどころ硬こう質しつの鎧よろいのようなものが組み合わされた特とく殊しゆな服に身を包つつみ、背後には、巨大なむき身の槍やりを背せ負おっている。


　それに、ガーメツ兄弟たちは一瞬うろたえた表情になりながらも、


「な、なんだてめぇ？」


「正義の味方気取りか？」


「でしゃばると痛い目みんぞ？　いくらでけぇ武や器りを持ってようが、俺ら三人を相手にできると思ってんのか」


　言って、腰のナイフを構かまえる。


　しかし青年は、それにただ小さく微び笑しようして、


「誰が、痛い目をみるですって？」


　するとガーメツ兄弟たちは一斉にナイフを振り上げて、


『てめぇがだよ！』


　青年に襲おそいかかろうとした瞬しゆん間かんだった。


　青年の体が、かすむ。いや、かすんだように見えるほどの高速で動き、光が走る。


　刹せつ那な。ガーメツ兄弟たちは倒たおれていた。


　青年は、いつのまにか手に持っていた槍やりを、一度くるりと回転させると、慣なれた手つきで背中に戻もどし……


「さて。お怪け我がはありませんか、お嬢さん」


「あ、ありがとうございます！　な、なんとお礼を言ったらいいか……」


　が、青年はそれをやんわりと制して、


「いえ、当然のことをしたまでですよ。礼には及およびません」


「で、でも。じゃあ、せめてお名前を……」


　なんて、ありがちな会話。おまけに青年もやはり、お決まりのセリフで、


「いえ、名乗るほどのものではありません」


「で、でも……お願いします！　お名前、お名前だけでも……」


　すると、少しだけ困ったような表情で、


「……そうですね……僕ぼくは、シルワーウェスト・シルウェルト……シルと呼ばれています。槍を扱あつかう一族に生まれ……槍そう術じゆつを極きわめ、そして、槍こそが世界最強の武具だということを証しよう明めいするために、国から国、街まちから街へと旅をしているものです……」


「まぁ。それは、険けわしい旅でしょう」


　するとシルはにっこりと笑って、


「そんなこともありませんよ。いまだって、右も左もわからない、このイエット共和国の港町についたばかりだというのに、あなたのようなお美しいお嬢さんに出会えて……」


　すると、女の子は顔を赤らめて、


「まぁ。あの、もしよろしければ、今晩、夕食でもご一いつ緒しよにいかがでしょうか？　お礼もしたいですし……その、今日は、両親が用事で出ていて……家に私一人で心細いですし」


　なんてことを言い出す。


　そこで、なぜかライナの横でそれを聞いていた茶屋のヒゲ店主が一人、拳こぶしを振り上げて、


「こ、婚約者は!?　最初あの女、婚約者がいるって言ってなかったか!?」


　それにライナは苦笑しながら、


「まあまあ落ちついて。世の中そういうもんだって」


「ああもうムカツク！　だからああいう噓うそっぽい美形の好青年は嫌きらいなんだ！　おいしいところは全部持ってっちまう。あんな奴ばっかり、うらやましい人生送りやがって!!」


「いや、そんなに怒おこるほどのことかぁ？　だいたいあんたも、いい奥さんに、子供にで、十分幸せだろ？　ンなこと言ってると、奥さんにぶっ殺されんぞ？」


「う……いや、いまのはその、かみさんには内ない緒しよということで……」


「んじゃ、お茶代タダ？」


「だから茶一杯くらい、払はらえって！」


　そんな、相変わらず不毛な会話をしている二人をよそに、なぜかシルは、ライナのほうをしげしげと見つめ、しばらく沈ちん黙もくしてから……


　女の子の誘さそいに、


「いえ、お心こころ遣づかいはありがたいのですが……僕には、この街でどうしてもやらなければならないことがありまして……」


　瞬間。ヒゲ店主が、


「ああ、やっぱりあいつ、いい奴だな！」


「だからどっちなんだよ……」


　ライナがあきれ顔で言う。


　すると女の子が、


「そ、そうですか……残ざん念ねんです。でも、気が向いたら、いつでもきてくださいね？」


「ありがとうございます。では、僕は、使命を果はたします」


　言って、シルは一つ頭を下げてから、


「ではこれにて」


　突とつ然ぜん、すごい勢いきおいで走り出す。


　それを眺めながら、ライナはヒゲ店主に、


「しっかしあいつ、元気だなぁ……全力疾しつ走そうだよ」


「グータラなあなたとは正反対ですね」


「馬鹿にすんなよ。俺だって昼寝に関しちゃいつだって全力疾走な勢いのつもり……」


　が、ライナの言葉はそこで止まる。目の前で、シルが走りながら背中の槍を、なぜかこちらへと構えてきて……


　それにライナは、


「……って、なんであいつは、俺に向かって槍を構えてん……」


　その言葉は、シルの叫び声に遮さえぎられる。


「死ねぇええええい！」


「はぁ!?　ちょ、ウソだろ!?　なんでこっちに攻こう撃げき……ぎゃああああああああ!?」


　とっさにライナはその場を跳とび退のく。直後、槍はライナが座すわっていた椅い子すを粉こな々ごなに粉ふん砕さいし、さらにはその下にあった地面をえぐりとって……


　信じられない威い力りよくだった。


　直撃を喰くらったら、あきらかに即死間違いなしの攻撃……


　シルが言う。


「ちぃ……よけられたか。しかし、次は逃にがしませんよ！」


　それに地面を転がりながら、ライナは必死で体勢を立て直す。


「だぁあああ！　ちょっと待てって。はぁ!?　いま、どういう状じよう況きようなんだ？　おまえあの女の子助けてたんじゃねぇのかよ？　それがなんで、急に俺に襲おそいかかる!?」


　しかし、


「問答無用！」


　叫んで、再びとんでもなく鋭するどい突つきを繰くり出してくるシル。


　それにライナは、


「無用じゃねぇえええええええええ！」


　その槍そう撃げきもなんとかよけて、間合いを取り、相手をにらみつけると、


「だぁもう！　なんなんだよてめぇは。好青年だと思ったら、こんどは通とおり魔まか？」


　ライナの雰ふん囲い気きは一変していた。さっきまでの眠そうな表情とはうって変わって、鋭い瞳。いつもの気だるさなど微み塵じんも感じさせないほど隙すきなく、力が張はり詰つめられた四し肢し……


　それだけ余よ裕ゆうがなくなるほど、シルの攻撃は鋭かったのだ……


　そのまま、


「んで？　てめぇは俺になんの用なんだ？」


　すると、それにシルが嬉うれしげに笑い、


「よけられた！　僕の槍が、よけられた!!　すごい！　実戦で僕の槍を二度もよけたのは、あなたが初めてです。その隙のない構え……鋭い目つき……ああ、僕をもっと楽しませてください。でも次は、外しませんよ！」


　と、くるりと槍を回して、構える。そんなシルの言葉に、ライナは顔をしかめて、


「……か、会話になってねぇ……ってかヒゲ店主。あれのどこが好青年だよ。ただの変へん態たいじゃねぇか」


　が、当然ながら店主は店の奥へと隠かくれてしまっており、返事はないのだが……


　再びシルが叫ぶ。


「いきます！」


　槍がすごい勢いで唸うなる。


　それにライナは疲つかれた声こわ音ねで、


「ああもう……俺の平和な昼寝生活が……」


　言いながら、一歩大きく後ろへ跳はねると、信じられない速はやさで両手を動かし、光の魔ま方ほう陣じんを空間に刻きざみ込んでいく。そして、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　瞬間、ライナが描えがきだした魔方陣の中央に光が集まり始め……


　しかしシルは、それに突とつ進しんを止め、槍をぐいっと低く構えると、勝ち誇ほこった表情で言う。


「ふ。雷らい撃げきの呪じゆ文もんなど、僕の槍には効ききませんよ！　耐たい雷らい、耐火、耐水、あらゆる魔法攻撃を無効化する金きん属ぞくで打たれ、そして数あま多たの魔ま導どう師しを葬ほうむってきた我わがシルウェルト一族の槍そう術じゆつをもってすれば、その程てい度どの雷撃……」


　が、ライナはシルの言葉が終わる前に、


「話が長なげぇよ……発い動け」


　指をくいっと動かす。


　刹那。魔方陣から雷撃が放たれる。


　その、稲いな妻ずまの速さに反はん応のうして、


「効かぁん！」


　シルはとんでもない速さで槍を振るうが……しかし、ライナの放った雷撃は、シルへと向かわずに、シルの足下の地面を直撃し、


「ンな!?」


　地面が爆ばく裂れつ。砂と、土と、煙けむりが舞まいあがり、一瞬視界が途と切ぎれる。


　それにシルが、


「煙えん幕まくか！　しかし、僕の槍術を甘あまく見てもらっては困こまりますね。たとえ視界を塞ふさがれようとも、近づいてくれば、空気の流れやわずかな気け配はいで、あなたを捉とらえることができる。さあ、きなさい。勝負です」


　言ってから、シルが全身の神しん経けいを研とぎ澄すませていくのが、ライナにはわかった。煙幕のせいで、シルの姿は見えないが……彼が周囲のどんな小さな動き、変化も見み逃のがさないほど、神経を張り詰めているのは伝つたわってくる。


　だからライナも真しん剣けんな表情で、


「真剣に、いくぞ？」


「いつでも、きてください。この槍を相手にしたことを、後こう悔かいさせてあげます」


「…………」


　勝負は、一瞬で決まるはずだった。


　しかし、ライナは神しん妙みような表情で一つうなずくと、気配を消し、そして、ゆったりとした足取りでその場を移動していくと……店の中に隠れている茶屋の店主にお茶代を払い、


「んじゃあいつに、『俺は昼寝の時間なんで帰る』って伝えてくれ」


　なんて伝でん言ごんを頼たのんで……シルのことなどほっぽって、さっさと帰っていった……


　後ろで、


「すごい！　ここまで完全に気配を消せる人間がいるなんて！　でも、負けませんよ！　いつでもきてください」


　なんて、ある意味憐あわれな声が上がるのも、完全に無視して……





　　　　◆





「ってなわけで、なんかわけわかんねぇ迷めい惑わく変態野郎がイエットにきてるんだよ……」


　ライナはレストランで昼食を取りながら、目の前で食後のお茶とだんごを食べている絶ぜつ世せいの美女──フェリス・エリスに言った。


　輝かがやく金色の長ちよう髪はつ。異常なほど整った容よう姿し。スタイル抜ばつ群ぐんの細い体に、その細い体では扱あつかえるとは思えない長剣を携たずさえた彼女は、いつもの、まったくの無表情で一つうなずくと、


「ふむ。常に変態業界トップの座に君くん臨りんし続けるおまえに、変態と言わせるとは、よほどのものだな」


「いや、俺がいつンな業界のトップになったのかはこの際聞かないけど……あいつが変態なのは間違いないと思うよ。一見好青年ぶってるんだけどさ」


　すると、フェリスはなぜか、納なつ得とくとばかりにうなずいて、


「ああ、なるほどな。おまえがいる変態業界では、逆に好青年が変態に見えると……それで納得だ。おかしいと思ったのだ。読者アンケートにおいて、変態色情狂ランキングナンバー１を獲かく得とくし続けて十年。もはや帝てい王おうと呼よばれ、負けなしのおまえを超こえる変態がこの世に存そん在ざいするはずないからな……」


　なんて言葉に……まだおまえに会ってから十年もたってないだろ!?　とか、どこの読者アンケートだよ!?　だとか、まぁいろいろ突っ込みどころはあったが……ライナはしばらくあきれたように黙だまりこんでから、


「んで、俺になんて言って欲ほしいんだ？」


　が、フェリスはいつもの無表情の中、どこか嬉しげな笑えみを浮うかべて、


「いや、もう満まん足ぞくした」


「そりゃよかった」


　ライナは疲れたようなため息いきをつく。


　そんな、いつもの昼下がりのことだった。


　レストランの入り口から、こんな会話が聞こえてくる。


「席は、空あいてますか？」


「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです。お食事ですか？」


「はい。商店街で、レストランではここが一番おいしいと聞いたものですから」


　聞き覚おぼえのある、好青年然とした礼れい儀ぎ正しいよく通る声。それに、ライナは震ふるえた……


「ふぇ、フェリス……」


「ん？　いまは、だんごに全神経を集中し尽つくしている。あまり話しかけるな」


「いや、それどころじゃ……」


　と、ライナはレストランの入り口のほうを見ると……


「では、お席にご案内します」


「ありがとうございます。いやぁ、いい雰ふん囲い気きのお店ですね。人気がある理由がわか……覚かく悟ごぉおおおおおおおおお！」


　突とつ如じよ、槍が唸る。


　信じられない勢いで突っ込んできて、


「うわ！　やっぱりきた!?」


　ライナはその場を跳びのいた。


　直後、ライナたちが座っていたテーブルは粉々に砕くだかれ、上に載のっていた料理が舞い飛び……シルが言う。


「またよけましたか！　しかし今度こそは、逃がしませんよ！」


　なんて言葉に、ライナは、


「だぁあああああもう！　だからおまえはなんなんだよ！　なんで俺ばっか襲うんだ!?　ちょっと理由だけでも教えろ！」


　しかしシルは再び攻撃体勢に入りながら、


「必要ありません。なぜならあなたはここで、僕の、最強の槍術によって死ぬのですから」


「あのなぁ。おまえ……」


　が、しかし、ライナの言葉はそこで止まってしまう。いや、それどころか、


「あ……う……あ」


　上ずった、声にならない悲ひ鳴めいが、口から漏もれ出す。信じられない光景が目の前に広がっており……それを見て、今度こそライナは、本当に体が震えるのを感じた。


　恐きよう怖ふで、体がぶるぶると震える。


　それにシルが勝ち誇った表情で、


「どうしました？　僕の、あまりに強大な殺気に体がすくんで、動けないのですか？」


　なんてことを言ってくるが、そんなことはもう、いまはどうでもいい。目の前ではすでに、止めることのできない、とてつもない悪あく魔まが生まれようとしているのだ。


　一いつ刻こくも……


　一刻も早く、この場を逃げ出さな……


　が、そこで突然、澄すんだ綺き麗れいな声が響ひびいた。


「…………ライナ、こいつか？　おまえが言っていた、迷惑変態男というのは？」


「あ、ああ。そうだ」


　ライナがそう、ぎこちなくうなずくと、


「へぇ」


　なんて、フェリスはいつもは使わないような口く調ちようで、そううなずいた。


　ライナはそれに、さらに震える。


　逃げたい。そう思った。しかし、あまりの恐怖に動けない……ライナは、目の前の悪夢のような光景に、再び絶ぜつ望ぼうした。


　フェリスが、あいかわらずの無表情で立っている。そして、その足下には、まだ、食べかけだった彼女のだんごが、破は壊かいされたテーブルと一いつ緒しよに転ころがっており……


　それを彼女は、澄んだ青い瞳で見つめ続けている。


「………………」


　そんな、地じ獄ごくのような光景……


　そこでシルが、


「まあ。動けないのも当然でしょう。世界最強の武器である槍と、それを極めるためだけに生きてきたシルウェルト一族の槍術。この二つの力を前にして、あなたごときの魔導師に、どうにかできるわけないですからね」


　なんて言葉に、フェリスが顔を上げて、


「なにが、どうしたって？」


　すると今度はフェリスのほうを向き、


「だから、僕の槍が、あなたが持っている、その長剣などとは比くらべ物にならない、ということですよ。あなたも、三倍段の法則というのは、知っているでしょう？　剣でリーチの長い槍に勝つには、三倍の強さが必要だということです。ということは、限げん界かいまで強くなったもの同士が戦った場合……確かく実じつに槍が勝つわけです」


　なんてことを言う。


　それにライナはもう、泣きそうだった。


（だーかーらー!!　頼むから、いまのフェリスを挑ちよう発はつしないでくれ！）


　そんな悲鳴を心の中で上げる。


　しかし、もう遅おそかった。


　フェリスはゆっくりと隣となりのテーブルまで歩いていき、シルと少しだけ間合いをとってから、淡たん々たんと、


「……くだらん話は、やめろ。本当に大切なものはなにかを、おまえに教えてやる」


　なんてことを言いながら、彼女は床で、もう、食べられなくなってしまっている、『本当に大切なもの』を見つめ続けていて……


　恐怖だった。ライナはもう、ぴくりともできなくなってしまう。それにシルはといえば、


「戦やる、ということですか？　あなたにはできませんよ。だってあなたは、槍ではなく、剣を使っているんですから」


「…………」


　しかしフェリスは、それにまるで反応せず、だんごを、見つめ続けている……


「怪け我がしますよ」


「……………………」


　だ、だんごを……


「いいでしょう。いきます！」


　瞬間、シルは再び槍を構え、姿すがたをかすませる。信じられないほどの速さでフェリスへと突進を始めたのだ。


　しかし、フェリスはといえば、テーブルの上にあった、肉を切るための、小さなナイフを手に取ると、


「ん」


　姿が、消えた。いや、消えたと錯さつ覚かくするほどの、驚きよう異い的てきな速さで動き……そして。


　フェリスとシルの姿が交こう錯さくする。


『…………』


　勝負は、一瞬でついていた。


　シルの槍が八つに分断され、床に落ちる。


　そのままフェリスは手に持った小さなナイフをシルの足下へとひゅっと投げつけると、ナイフは床に突き立つ、どころか、ひしゃげて、めり込み……


「次に、私の『大切なものだんご』に触ふれたら……殺す」


　言って、レストランを出ていく。


　圧あつ倒とう的てきだった。


　フェリスの、ここまで容よう赦しやない姿は、初めてだった……


　それにシルはといえば、


「……そ、そんな馬鹿な……槍が、僕の槍が、あんなナイフに負けるはずが……ウソだ……槍が、世界最強のはずなのに……」


　そんなことをブツブツ言いながら、放心状態で立ち尽くしていて……


　ライナはそれを、だから言わんこっちゃないという表情でしばらく見つめてから、あわててフェリスのあとを追って、レストランを後にしたのだった……





　　　　◆





　場所は変わって、夕方。


　いつもの商店街を抜ぬけ、宿へと向かう道の真ん中で、


「あ～なんだ。とにかく、まいったな……」


　ライナは困り果はてた表情で、立ち尽くしていた。


「なんで、こんなことになったんだ？」


　それに、横にいたフェリスが、


「ふむ。おそらくおまえの日ひ頃ごろの行ないの悪さがたたったんだろう」


「ああ？　俺のせいなのか？　俺ってば、これといって悪いことしてる自じ覚かくはねぇんだけどなぁ……まぁ、それはおいといても……」


　と、ライナはふと顔を上げてから、


「で、あれは、なんのつもりだと思う？」


　言ってから、視線を前方、少し右にある、木製の建たて物ものの屋根の上へと向けた。


　いや、正確には、その屋根の上で、こちらを弓ゆみ矢やで狙ねらっている、シルへと……


　それをしばらく、疲れたような表情で眺めてから、ライナは、


「なんなんだあいつ。なんであいつは、ああ、しつこく俺らに付きまとうんだ？」


　するとフェリスはあっさり、


「ん。簡単なことだ。おまえがかつて捨てた恋人が、復ふく讐しゆうしにきているに決まっているだろう」


「だからなにが悲かなしくて俺は男に手を出さなきゃいけないんだよ！」


「変態の、悲しい性さがだな」


「そんな性、ぜってーやだ……ってああもう、ンなくだらねぇこと言ってる場合じゃなくて。あいつ、おまえにあんなにあっさりやられたのに、まだ襲おそってくるなんて、いったいなに考えてん……」


　とそこで、屋根の上へと疲れた視線を向けるライナに気付いたのか、シルが急に勝ち誇った表情になって、叫んでくる。


「はっはっは。驚おどろきましたか！　さきほどはあなたがたの卑ひ怯きような罠わなにはめられて、無ぶ様ざまな姿をさらしてしまいましたが、もう、二度とは通用しませんよ！」


　なんてことを言ってきて、ライナは、


「俺たちってば、なんか卑怯な罠なんて張ったっけ？」


　言うと、フェリスはうなずき、


「うむ。おまえの存在自体が卑怯だと言っても過言では……」


「…………」


　しかしライナはそれを最後まで聞かず、もうこの際、フェリスの発言は無視してこの先の人生を生きていこうと、心に決めた。


　なんてことは、さておき。


　シルが拳こぶしを振り上げ、


「しかぁし！　今度の僕は、さっきまでとは一ひと味あじ違いますよ！　あなたがたのような卑怯な方たちに、卑怯なことをさせる前に勝つことができる、新種の槍を開発したのですから！　見てください、この機能美！　圧倒的なリーチで敵てきに反撃する間を与えず、それどころか気付かれることもなく攻撃できる驚きよう異いの槍！　やはり、世界最強の武具は、槍なのです！　さあ、喰らうがいい、この超ちよう絶ぜつ槍術をっ!!」


　言って、シルは弓に矢をつがえる。


　それは……弓だった。


　もう、これ以上ないというほど、間違いなく、それは弓で……


「…………」


　それに、ライナは無言。


　シルは弓を一気に引き絞しぼり、ライナたちへと狙いをすませて……


「我が槍の生いけ贄にえとるなるがいい！　死ねぇえええええええい！」


　勢いよく叫ぶ。


　そこで、ライナが一言。


「ってか、それ槍じゃなくて、弓じゃん」


「え!?」


　瞬間だった。


　驚きよう愕がくの表情でシルは叫び、矢はあらぬ方向へとぽよーんっと飛んでいき……


「ゆ、弓？　あの、え？　弓って……」


　そんな姿に、ライナはさらにげんなりと、


「ってか……その驚きようからすると、気付いてなかったのか？」


「いや、その、あの」


「おまえ、もしかして、アホだろ？」


「…………う……あ……えと、んと……あ、はっはっはっはー。こ、これが弓に見えるなどとは、あなたの目は節ふし穴あなと言うしかありませんね！　この、僕が何時間もかけ、斬ざん新しんな発想のもとに作り上げた、空飛ぶ槍を弓だなんて言うとは……しかし、そんな恐おそれおののき現実を直視できないあなたを倒たおしても、意味がありません！　今日のところは、その、見逃してあげましょう。はっはっは………………………………ううう」


　瞬間だった。


　シルが屋根からすさまじい速さで消えたのは。


　通常では考えられないような身のこなし。はっきりいって、かなりの強さを感じる。


　まともに戦えば、魔法なしでは負けるかもしれないと、ライナが思うほどの身体能力。


　しかし、それほどまでにすさまじい身のこなしを見て、ライナが言った言葉は……


「いま、あいつちょっと泣いてたろ……」


「うむ」


「普ふ通つう、泣くか？　いったい、なにがやりたいんだろ、あいつ」


「ん。最近は、妙に陽気もよくなってきているしな。ああいった輩やからも増ふえてるんだろう」


「ええ!?　やだなぁ。あんなんばっか増えてるの？　世の中、物ぶつ騒そうになってきたなぁ」


「まったくだな」


　なんて、あまりにも普通な世間話をしながら、ライナたちは帰路へとついたのだった。





　　　　◆





　日が落ち、闇やみが落ちる。暗がりには、危き険けんがひそんでいる。よく、勝手知った土地でも、昼と夜では、その姿をまるで変える。


　ライナたちが滞たい在ざいしている、宿の周まわりでも、それは同じことだった。


　ライナはそれを見て……


「いや、もう、言葉もねぇや……」


　呆ぼう然ぜん自じ失しつの表情で言った。


　宿のわきにある、暗い茂しげみ。その茂みに、シルは潜ひそんでいた。完全に気配を絶たっている。それは、恐ろしいほどの手て並なみだった。存在すら薄うすくなったかのように、息をひそめ、さらには心しん臓ぞうの鼓こ動どうをも抑おさえているだろう。完かん璧ぺきだった。並なみの暗殺者ではこうはいかない。おそらくライナは、いや、フェリスでさえ、ここまで巧たくみに気配を絶たれたら、相手に気付くことはできないかもしれない……


　しかし……


　ライナはそんな絶技を見せられても、やはり気の抜けた声で……


「……いや、もう、俺はあいつに突っ込むのは疲れたよ……」


　げんなりと言った。


　疲れた表情で、シルを見る。


　せっかく完全に気配を絶っているにもかかわらず……茂みから上半身が完全に見えてしまっている状態のシルを……


　おまけに、狭せまい茂みの中に身を潜めるために、体育座りをしているところがさらに情なさけなさを誘さそう……


　なまじ美形だから、なおさらだ。


　さらには、手に、ブタのぬいぐるみと、そのぬいぐるみの頭から生はえるように、フォークとナイフが無理矢理合体させられているという、その意味を考える気も起こらないような、驚異的な物体を携たずさえており……買い物帰りの近所のおばちゃんたちの注目の的だったりする。


　そんな光景を前にして……フェリスが、


「さぁライナ。お仲間が待っているぞ。相手してやれ」


「いやだ!?　絶対やだ！」


　という叫びもむなしく、シルはこちらの視線に気づいたのか、


「むむ。さすがですね。この完璧に気配を絶った僕の姿に気付くとは……」


　なんてセリフにライナは、


「…………ってか、おまえはもう、俺にどうして欲しいんだよ……」


　もはや、そんな突っ込みしかできなかった。


　しかしそんなことはおかまいなく、シルは両手に持った、ある意味物ぶつ騒そうなぬいぐるみフォークを、誇らしげに高たか々だかと掲かかげると、


「しかし、僕の存在に気付いてしまったのが運の尽き！　遂ついに長年の構想のもと、鮮あざやかなまでに隙すきのない完成度を持って作り上げられた、世界最強の武具であるこの槍と、我がシルウェルト家に代々伝わる天てん下か無む双そうの槍術によって、生まれてきたことを後こう悔かいするような恐怖を味わうことになるでしょう！」


　堂々と言い放つ。


　そんな間……


　それは揺ゆれていた……


　シルに抱だきかかえられたブタちゃんが、ずっと、ぷるぷる、ぷるぷる揺れていた……
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　そんなぷるぷるを、ライナは半はん眼がんで眺めながら、徐じよ々じよにめまいを感じ出して、


「やかましいわ！」


　パシっとブタちゃんをハタき落とす。


　瞬間っ！


「ぶ、ブーちゃあああああああん!?」


「槍じゃねぇのかよっ!!」


　という突っ込みも、もう、果てしなくむなしいだけだった……


　ライナは頭を抱かかえて、


「ああもう、なんなんだよ……いったいおまえは、なんで俺たちに付きまとうんだ？」


　疲れきった声で聞いた。


　すると、シルは急に神妙な顔になって、そのままゆっくりと地面に落ちた『槍ブーちやん』をいとおしそうに拾い上げる。


「く……武器がこんな状態では、さすがの僕でも、戦うことはできませんね……いいでしょう。今日のところは、僕の負けということで、事情を説明しましょう」


　そんな言葉にライナは、


「くだらねぇ事情だったら、ぶっ殺すぞ」


　もう、若じやつ干かんキレ始めていた。


　まあ、それはともかく、シルはブーちゃんを大切そうに胸に抱え、話し始めた。たそがれたような表情で空を見上げ、


「そう。すべては槍から始まりました。我がシルウェルト家初代当主が、槍を極めると決めたのが、二百年前。それ以来、様さま々ざまな出来事がありました。史実によると、当主が狩かりに出かけたときのこと、一匹ぴきの鹿しかが猟りよう師しの罠にかかっており、それを助けたり、そうそう、そういえばこんな事件もありまし……」


「だぁあああ！　おまえはなにか？　いまから二百年分話し続けるつもりか!?　最近の話をしろ！　最近の話！」


「では、四十二年前に……」


「だからおまえも俺も、生まれてねぇだろうが！　ああもう、やべぇ。だめだフェリス。こいつ殺していいか？」


　と、横にいる相棒に聞こうとして、しかし、横ではいつの間にやら敷しき布にお茶のセット、提ちよう灯ちんにほのかな明りを灯ともし……フェリスが風流に夜空を眺めながらだんごを食べていて、


「ん？　まだ話は続いているのか？」


　なんてことを言ってきて……ライナは今度こそ、あきらめきった表情で言った。


「ああ……そうか。振りまわされてるのは、俺だけか……まあいいや。んじゃ、もう、好きなだけ話してくれ。で、結局のところ、なんで俺たちを襲うんだよ？」


　聞くと、シルはうなずき、


「あなたたちが所しよ属ぞくしている、ローランド帝国には、代々王を護ご衛えいしている大だい貴き族ぞく……エリス家という名家が存在しているのは、ご存ぞん知じですよね？」


　なんてことを、突然言ってくる。それにライナは、


「あ？　おまえ、ローランドの奴なのか？　ってか、ご存知もなにも、エリス家ってのは、フェリスの実家だろ？」


「そうです。フェリスさんの実家……剣の一族と呼ばれ、陰かげで王を護衛し、表おもて舞ぶ台たいには決して出てこないにもかかわらず、ローランド帝国、『最強』の名をほしいままにしている一族……」


　そこで、シルの表情が急に険けわしくなり、


「剣などという、槍に比べれば明らかに性能の劣おとる武器を使い、最強などと呼ばれている、卑怯な一族です！　現実には、我われ々われ槍のシルウェルト一族に、力劣おとるくせに、王に取り入り、ローランド最強を名乗る！　こんなことが許ゆるせますか!?」


　なんて叫びに、ライナは今回のことの顚てん末まつがだんだん読めてきた。


「あ～、だからフェリスを襲って、エリス家に勝ち、シルウェルト家がローランド最強だと証しよう明めいしようとしたと、そういうわけか？」


「そうです」


「でも、ちょっとそれ、おかしいだろ？　フェリスを襲うのは、わかる。だが、なぜ俺を襲う必要がある？　俺は関係ないだろ？」


　すると、シルはそれにあっさり、


「それは、王からの命令ですから。なんでも、フェリスさんとライナさん両方に勝つことができれば、我がシルウェルト一族を、王直属の護衛にしてくれるって……」


　が、そこまででライナは、今度こそ完全にキレて、


「まぁあああた王シオンの野郎か!?　あいつ、ぜってーいつかぶっ殺してやる！　ってか、いま殺す！　呪のろい殺す!?」


　という言葉に、シルがぽんっと手を打って、


「あ、いまライナさん、『シオンを殺す』って言いましたね？　言いましたよね？」


「へ？　言ったけど、それがどうした？」


　聞くと、シルは懐ふところに手を突っ込んで袋ふくろを出すと、


「ええと、王からの伝言です。そのまま伝えますね。『ああーどうだ？　なかなかおもしろい趣しゆ向こうだろ？　まあ、ライナはどうせ、俺をぶっ殺すとか言ってんだろうなぁ。だから、ライナが俺をぶっ殺すと言ったら、この金きん貨かを渡すように言っといたから。いわゆる、アメとムチってやつだな。ああそうそう、ちゃんと働はたらかないと、金送んないからな。そのつもりで』だ、そうですよ」


　そんな伝言に、


「あ……う……あ、い、怒いかりでもう、叫び声もでねぇ……どうして王あいつはこんなにムカツクことしかできないんだ!!」


　という言葉に、だんごを黙もく々もくと食べ続けていたフェリスが、


「うむ。あいつはそういう奴だ」


「ううう……ああもう、俺ってば、なんであんな王やつの言いなりになっちゃったんだろ……もう、いいや。とにかく、今日は俺、疲れたから、寝るよ」


　言うと、シルはそれに大きくうなずき、


「ではよい夢ゆめを。僕は連れん絡らく係の仕事がありますので、即刻ローランドに帰ります。王から、ライナさんののたうちまわる姿を、すぐに報告するように言われてますので……」


　なんて言葉に、ライナは、


「へ？　こんな時間から？　もう、夜だぞ？　ローランドまで、どんだけ距きよ離りがあるのか、わかってんのか？」


　と、言ったときにはもう、シルは信じられない速さで走り出していて、あっという間にその姿は視界から消え去る……


　ライナはその後ろ姿を見送って……


「げ、元気な奴だなぁ……」


　呆然と呟つぶやいたのだった。





　　　　◆





　翌よく日じつ。


　ライナはまた、例のヒゲ店主の店で、お茶一杯で粘ねばっており、


「もう、ちょっとライナさん、いい加か減げんにしてくださいよ」


　なんて言葉も無視して、だらだらしていた。


　そんな昼下がり。目の前では凝こりもせず、


「昨日きのうはずいぶんなこと、してくれたじゃねぇか、お嬢ちゃん」


「や、やめてください！　シル様を呼……」


「呼んでもこねぇよ。昨日の夜、あいつがローランド帝国くんだりまでいくなんて馬鹿なこと言って、とんでもねぇ勢いでイエットを出ていったのは、確かく認にんとれてんだ。んな早く戻もどってこれるわけ……」


　しかし、暴ぼう漢かんの声は、そこで止まってしまう。驚きよう愕がくの表情。いや、暴漢だけじゃない。ライナの表情すらも、信じられないとばかりに歪ゆがんで……


　だって、そんなはずないのだ。


　ローランドと、イエットの距離は、とても一晩でどうにかなるような距離じゃないのだ。


「ば、化ばけ物ものか……？」


　しかし奴は、ライナのそんな呟きも当然ながら無視して、とんでもない勢いで迫せまってくる。そして例の、嫌いや味みなほど好青年然とした声こわ音ねで、


「やめたまえ！　女性が嫌がっている！」


　シルだった。それは、間違いなくシルで。手には、例のブーちゃんを持っており……


「んな、馬鹿な!!　昨日イエットを出て、もう、戻ってこれるはずが……ええい仕方ねぇ！　や、野郎ども。やっちまえ!!」


　と、暴漢たちは、昨日とは違う、腰にさげていた巨大な剣を抜き、シルに切りかかっていく……が、シルは、ブーちゃんの頭からフォークを抜きとり、暴漢の剣を軽かる々がると受け止めてしまう。いやそれどころか、どういう原理なのかはまるでわからないが、軽くひねるだけで、暴漢の剣を捻ねじり切ってしまい……


　ライナはさらに、目を丸くして、


「ウソ？　あんなのが、あんな強いの？」


　思わず呟く。しかし、シルの動きは止まらない。ブーちゃんの後頭部を軽くたたくと、愛らしい鼻はなから、砂のようなものが飛び散り、暴漢たちの目に入って、


「ぐわぁ!?　な、なんて、なんて恐ろしい武器なんだ!?」


　それにシルは勝ち誇った声で、


「はっはっは。遂ついに思い知りましたか！　この、世界最強の武器である槍の偉い大だいさに！」


　さらには女の子が、


「きゃー[image: ]　槍ってかわいいー!?」


　なんてことを言い出して……


　ライナの横で、ヒゲ店主が一言。


「なにか？　男は見た目さえよけりゃ、あんなわけわかんないブタを使ってても、モテるのか!?　世の中は不公平だ!!」


　またもなぜか、半ギレ。


　それにライナはため息をついてから、昨日と同じセリフで、


「まぁまぁ落ちついて。世の中そんな……」


　しかし、その言葉は途中で止まる。


　シルがこちらを向き、それから、手に持ったブーちゃんもゆっくりとこちらを向いてきて……ライナは震えた。


「ま、まさか、また、襲うつもりじゃ……」


　瞬間だった。ブーちゃんの目が、キラーンと光ったかと思うと、とんでもない勢いで口からナイフが撃うち出されてきて……


「ぎゃあああ!?　もうやだ、こんな生活!?」


　その日は夜まで追いかけ回され、ライナは夢でまで、ブタに襲われたという……







（ますたー・おぶ・すぴあ：おわり）







　すぴあらあ・すとらいくす・ばっく







「……………………どうする？」


　ライナ・リュートは、深しん刻こくな、暗い表情で言った。


　いつもの疲つかれたような眠ねむそうな瞳ひとみ。


　やはりいつもの寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみ。


　そして、いつもの茶屋。


　しかし、その表情だけは、いつもと違ちがう。


　なにか、重いものを背せ負おっているような表情で、目の前の女を見つめる。


　それに女は、


「………………ふむ」


　やはり、暗い表情で、うなずいた。


　艶つややかな金色の長ちよう髪はつをそっとかきあげ、青い、澄すんだ瞳で、ライナと彼女の間におかれている封ふう筒とうに、目を落とす。


　美女だった。


　もう、圧あつ倒とう的てきな美女。


　スタイルのいい、華きや奢しやな体。腰こしには、その細い腕うでで扱あつかえるとは思えない、長ちよう剣けんを差していたりして……


　まったくの無表情のまま、茶屋で出されただんごをぱくつきながら、その紙を見つめる。


　その女にライナが、


「……結局のところフェリス。王あいつは、なにが苦にが手てなんだ？」


　するとフェリスは、


「ん。それは難むずかしい質問だな。王の奴やつはおまえと同じで、どんな苦痛をも快楽だと感じる、変へん質しつ狂きようの……」


「あーちょっとストップ。誰だれがなにを快楽に感じるって？　王あいつはともかく、俺おれは、おまえがなんだかんだ気にくわないことがある度たび、剣で殴なぐりかかってくるのを、快楽だと感じたことはないぞ？」


　言うと、フェリスは封筒から顔を上げ、その、綺き麗れいな瞳で彼をしばらく見つめてから、


「嫌いやよ嫌よも好きの……」


「やかましいわっ!!　ってああもう、そうじゃなくてさ!!　今日きようは、シルとかいう、迷めい惑わくな情報伝達役をよこした王シオンの野や郎ろうに、どんな嫌がらせの報告書を送るかが問題なんだ。さっさと決めちまおうぜ」


「ん。とりあえずは、封筒の中に王の奴が嫌がるようなものを入れるというのはどうだ？」


「だな。となると、なにを入れたら、嫌がるかなぁ？」


　そんな、妙みようにくだらない会話。


　いつもの、平和な午後のことだった。


　茶屋の目の前の通りで、突とつ然ぜん、


「きゃっ!?　あ、す、すみません!!」


「あぁ!?　てめぇ、人にぶつかっといて、すみませんですむと思ってんのかコラ！」


　なにやらもう、どっかで聞いたことがあるような展てん開かい……


　どころか、ついこの間もこんなことがあったこと間ま違ちがいなしな展開がこれでもかと展開されて……


　ちなみにぶつかったのは、気弱そうな女の子。


　怒ど鳴なりつけたのは、全身筋きん肉にくでできてるような、異い様ようにマッチョな男で……


　おまけにこの男は、なぜか巨きよ大だいな斧おのなんかを持っており……


　その斧を振ふり上げて言う。


「ふざけんな！　俺はこれから、大事な剣けん闘とう大会に出る身なんだぞ！　そのための精神統一の真っ最中だったんだ！　それを邪じや魔ましといて、すみませんですむか!!　この落とし前、どうつけてくれる？　ああ？」


　なんて、無む茶ちや苦く茶ちやな言い分に、ただただ怯おびえる憐あわれな女の子。


　それに、茶屋のヒゲ店主が言ってくる。


「ら、ライナさん！　あ、あの娘こ、よくうちでだんご買ってくれる娘こなんですよ！　た、助けてあげてください！」


　という言葉に、しかし、ライナは答えない。いまはそれどころではないのだ。


　ライナは腕を組み、いつになく真剣な表情で、


「まぁ、報告書を読もうとして封筒開けたら、虫とか入ってたぁ！　なんてのは、嫌っていやぁ嫌だよな」


　なんて言葉にヒゲ店主が思わず、


「って、子こ供どもかあんたは!!　じゃなくて！　そんなくだらないことばっかり言ってる場合じゃないでしょうが！　女の子が……」


　そこで、通りでは、いやらしい笑えみを浮うかべて女の子を連つれ去さろうとしている斧男と、そして、女の子の悲ひ痛つうな叫さけび声が上がっていたりして……


「ああほら！　お、女の子が、ひどい男に連れ去られようとしてるんですよ？　あんた、すっごい強いんでしょうが！　なんとかしようとは思わないんですか!!」


　というヒゲ店主の言葉に、ライナはうなずいて、


「カエルとか、そういうゲテモノ系が入ってても、嫌かもな」


「話を聞けぇえええええええ！」


　ヒゲ店主が叫ぶ。


　するとそれにフェリスが、いつもの淡たん々たんとした無表情で、


「いや、蛇へびがいいだろう。それも、毒どく蛇じや。一ひと咬かみで来世の命まで奪うばってしまうような、強力な奴だ」


「って、こんなときに、あんたらなんの相談を……」


「ああ、それいいな。この際もう、王シオンが存そん在ざいしたこと自体が消しよう滅めつしちゃうような、強力な毒の蛇を探さがそうぜ！」


「だから、あの……」


「うむ。そうと決まれば、いくぞライナ。伝説の、人間の存在を消してしまうほどの毒を持った蛇を探す旅に出るんだ」


「おう!!」


　と、横で女の子が悲痛な悲ひ鳴めいを上げるのなんて、まったくの無視で、旅へ出ようとする二人を見つめながら、ヒゲ店主は呟つぶやいた。


「や、やっぱりあんたら鬼おにだ。どうして女の子が襲おそわれてるのに、まるで助けようと……」


　が、それにライナは顔をしかめて、


「女の子が襲われてるからやばいんだよ！　前もこのシチュエーションで奴が……と、とにかく、逃げよう。でもって、早いとこ王シオンにもう、あの迷惑野郎をよこさないように脅おどしをかけられるアイテムを……」


　しかし。


　もう、遅おそかった。


　突とつ如じよ、遥はるか、遥か遠くから、


「やめたまえー！　女の子が、嫌がっているではないか！」


　妙に好青年然とした、聞き覚おぼえのある声がもの凄すごい勢いきおいで近づいてきていて……


　ライナは頭を抱かかえた。


「だぁから、なんであいつは、昨日きのうローランドに状じよう況きようを報告しに帰ったばっかなのに、もうここにいるんだよ!?　瞬しゆん間かん移い動どうか!?　瞬間移動なのか!!」


　なんて言ってる間にも、通りには、えらい勢いで駆かけてきたのに、まるで息いきをきらしていない一人の男が、斧男を見み据すえている。


　ピンと伸のばした背せ筋すじ。ライナとは対たい照しよう的てきな、綺麗に整ととのえられた黒い髪。意志の強さと誠せい実じつさが感じられる理知的な瞳。


　年は確たしか、ライナと同い年のはずだった。


　黒い、スーツのような、それでいて、ところどころ硬こう質しつの鎧よろいのようなものが組み合わされた特とく殊しゆな服に身を包んだ、美形の好青年。


　その嫌いや味みなほど好青年然とした男に向かって、斧男が、


「て、てめぇ、なにものだ！」


　と怒鳴るのを聞いて、ライナはため息をついて、


「あーあ、聞くだけ無む駄だなのに……」


　すると、好青年は胸に手をあててポーズを取り、


「僕ぼくですか？　いや、名乗るほどのものではありませんが……名を聞かれて、答えないのも失礼なこと。いいでしょう。私は、シルワーウェスト・シルウェルト。シルと、呼よんでください」


　という答えに、しかし、斧男はなぜか、呆ぼう然ぜんとした表情でしばらく黙だまってから……


「……い、いや、名前聞いてるんじゃなくてさ……その……おまえ……どういうつもりで、そんなもん持って……俺にいちゃもんつけてきてるんだってことを、聞きたいんだが……？」


　それに、やっとシルは相手の言いたいことがわかったのか、納なつ得とくとばかりにうなずいた。


　そして、手に持っていたある物体を掲かかげると、


「なるほど。この『槍やり』が気になりますか？　そして、僕が何者かも……まぁ、そうでしょうね。あなたの持っているその斧よりも、遥かに高い性能を持ったこの『槍』を見て、あなたが怯えてしまうのもよくわかります。いいでしょう。僕の素す性じようを少し、教えてあげます。僕は槍を扱う一族に生まれ……槍そう術じゆつを極きわめ、そして、槍こそが世界最強の武ぶ具ぐだということを証しよう明めいするために、国から国、街まちから街へと旅をしているものです……そう説明すれば、わかってもらえるでしょうか？」


　言って、誇ほこらしげに、さらに手に持った物体を掲げて見せてくる。


　フォークとナイフを無む理り矢や理り頭にくっつけられた、ブタのぬいぐるみという……


　ある意味恐きよう怖ふの物体を……


　それを、斧男はしばらく、呆然と見つめてから……なぜか少し、遠えん慮りよがちに、


「えと……あの、一つ、質問したいことがあるんだが……」


「え？　質問ですか？　いいですよ？　なんなりとどうぞ」


「いや、あのさ……その……おまえって、槍を極めた一族なんだよな？　じゃあ、槍は……あの……どこにあるのかなぁ？　って思って……」


　すると、それにシルはなにを言ってるんだとばかりに、


「ここにあるじゃないですか。ほーら、どうですかこの、僕が改良に改良を重ねた、『槍』は！　この美しいフォルム！　まったく隙すきのない、機能美！　ああ、やはり、『槍』こそが世界最強の武器なのです！　僕は『槍』を選んで、本当によかった……」


　言って、うっとりとブタのぬいぐるみ──通つう称しようブーちゃんを胸に抱かかえるその姿は……


　なまじ彼の見た目が美形なだけに、妙に痛いた々いたしい……


　斧男も、顔を引きつらせながら、


「そ、そうか。まぁ、おまえがそれを、槍だと思ってるなら、俺は別にいいよ。人間、いろいろあるもんな。おまえはおまえで、がんばってくれ」


　するとシルは、一点の曇くもりもない笑え顔がおで、


「ありがとう！　君は見た目と違って、いい人みたいですね！　お互い武芸を志こころざすもの、切せつ磋さ琢たく磨ましてがんばりましょう！」


　という言葉に、斧男はやはり、引きつった表情のまま、


「いや、俺はなるべく、おまえとは切磋琢磨したくないが……それじゃ、そういうわけで続きを……ほらほらお嬢じようちゃん、なんだか理由は忘わすれちまったが……とりあえず俺と向こうでいいことしようぜ」


「いやあああああああああっ!?」


　再ふたたび悲鳴があがり、すぐさまシルがブーちゃんを掲げて、


「やめたまえ！　女の子が嫌がっているではないか！」


「だからおまえはいちいち俺の邪じや魔ましやがって……いったいなにものなん……」


　瞬しゆん間かんだった。


　ライナが思わず、


「だぁあああああもう！　それじゃさっきとおんなじ展開じゃねぇか！　もう、なんでもいいから、どっか違う場所でやってくれうっとうしい!!」


　叫んでいた。


　するとシルは、やっとそこでこちらに気付いたのか、ブーちゃんの手をちょいちょいとこちらに振ってきて、


「あ、ライナさん。フェリスさんも！　そんなところにいたんですか！　よぉし、待っててくださいねー！　いますぐにこの斧男を倒たおして、あなたたちをこの、新たな『槍』、ブーちゃん改の餌え食じきにしてさしあげますから！」


　なんて迷惑この上ないことを言ってくる。


　それにライナは今度こそ、


「うあ、俺ってばなんでさっき、叫んじゃったんだろう……」


　がっくりと頭を抱えた。


　まぁ、それはさておき……


　斧男が、


「俺を倒すだと？　てめぇ、俺がバスター村一番の斧使い、ガールマ様だと知って……」


　が、言葉が終わるまえに、突然、シルのブーちゃんの目がぎらり光ったかと思うと……


　ブーちゃんの口がパカッと開き、そこから飛び出したナイフが、斧男の斧をあっさり粉こな々ごなに砕くだき……


　さらにそれでも止まらずにぶっ飛んでいって、後ろにあった建たて物ものの屋根を貫つらぬき、空のかなたへと消えていっちゃったりして……


　シルが誇らしげに言う。


「どうですか！　この僕の『槍』の力は。これでもまだ、僕と闘やろうと思いますか？」


　その瞬間、その場にいたもの、全すべてがこう思ったという。


『あ、あんなの、槍じゃねぇえええええ!?』


　斧男は粉々になった斧を見つめ、それからぶるぶると震ふるえて、


「お、俺が悪かったぁあああああ!?」


　逃にげていき、女の子も、あわててその場を離はなれる。


　これにて一件落着。


　と、なるはずもなく……


　シルの腕に抱えられたブーちゃんのつぶらな瞳が、キラーンとこちらを向いてきて……


　それにヒゲ店主が、うめくような声で、


「ら、ライナさん……なんであのブーちゃんは、こっち向いてるんですか？」


「…………」


　ライナは答えない。


　その間にも、ブーちゃんはゆっくりと口を開いていき……


「ねぇえええライナさん！　なんであのブーちゃんは、私が必死に切り盛りしている茶屋を狙ねらってるんですかああああああああ!?」


「…………お、俺に聞くなって……」


「噓うそだぁ！　絶対理由知ってるくせにぃ！」


「だから言っただろう!?　女の子が襲われてるってシチュエーションはやばいんだって！　あの迷惑この上ない奴が……」




[image: ]


　なんて言ってる間にも、ブーちゃんの目は、もう、どういう構こう造ぞうになっているのか、ギュインギュインいいながら光り始めていたりして……


　シルが叫んだ。


「さぁ！　僕の破は壊かいの『槍』によって、貫かれるがいい！　そして、ローランド帝てい国こく最強の称しよう号ごうは、剣の一族、エリス家ではなく、我わが槍のシルウェルト家だということを、王に認みとめさせるのです！


　フェリスさん、覚かく悟ごおおおおおおおっ!!」


　刹せつ那な。


　グォワシャ！　とかいう、もう、わけのわからない発はつ射しや音おんとともに、ナイフが撃うち出され、一直線にフェリスへと向かって飛んできて……


　それはもう、ちょっとシャレじゃすまないような勢いだった……


　それにライナは、


「フェリスっ!!」


　思わず叫び……


　しかし、そんな彼の声とは裏うら腹はらに、フェリスはまったくよけようとしない……


　いや、それどころか、いつのまにやら店の奥おくから勝手に持ってきていただんごを、もそもそとぱくつきながら、目の前に猛もうスピードで迫せまるナイフをゆったりと見据えて、


「ん」


　顔に、当たるかと思った瞬間、銀光が走った。もう、目に見えないほどの速はやさで抜ぬき放たれたフェリスの剣が、ナイフをあっさり弾はじき返す。


　そして、それがブーちゃんの顔面に突つき刺さり、そのままブーちゃんを連れて空のかなたへとぶっとんでいって……


「ぶ、ブーちゃああああああああああん!?」


　シルの悲鳴が響ひびき渡わたったりして……


　そんな光景に……


　ライナは呆然と空を眺ながめて、それから、何事もなかったかのような表情でだんごを食べ続けているフェリスを見て……


「……ああ、なんか、こんなアホらしい戦いで、ちょっとでもおまえの心配しちゃった自分が、恥はずかしいよ」


　するとフェリスは淡々と、


「うむ。おまえは存在自体が恥ずかしいからな」


「…………」


　もう、言葉もなかった……


　そんな間にもシルは、空に向かって叫んだままの姿勢で固かたまっており……


「…………」


　固まっており……


　ライナは小声で、


「……って、ショック死でもしたのか？　それなら平和でいいけど……ああでも、なんかもう、一気に疲つかれちゃったよ。伝説の毒蛇を探しにいくのは、また今度にするか……」


　なんてことを言っても、シルの反はん応のうがないまま、半時間ほどたっただろうか？


　ライナはだるそうに再び椅い子すに座すわり、ヒゲ店主にお茶を頼たのんで、フェリスはだんごを注文して、


「あんたら……たまってるツケ払はらう気あんだろうな！」


　と、ぶつぶつ言いながらも出してくれたお茶とだんごを楽しんでいるところで……


　まるで石のように固まっていたシルの体が突然！　ぶるぶると震え出したりして……


　それにライナが、


「お、生きかえったか？」


　それに、シルが信じられない速さでライナたちのそばまでくると、


「も、もう許ゆるしませんよ！　さすがの僕も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れました！　あんな卑ひ怯きようなやりかたで僕のブーちゃんを……ブーちゃんをおおおおお!?」


　なんて怒鳴ってくる。


　それにライナはため息をついた。


「ってかおまえさぁ、もう毎度毎度、負けたからって卑怯とか言うのやめて、いい加か減げん認めろって。フェリスのほうが、おまえよりだいぶ強いのは、おまえくらいの力量がありゃ、わかんだろうが」


　するとシルは、それに納得とばかりに大きくうなずき、


「そう！　そうなんです！　ライナさんの言うとおり、たかが剣などに、最強の武器である僕の槍が負けるはずがないのです！　今回はたまたま、純じゆん粋すいな僕の心を弄もてあそぶようなあなたがたの卑怯な罠わなにまどわされてしまいましたが……次はそうはいきません！」


「……おまえ、俺の話を全然聞いて……」


　が、そこでなぜか、横からフェリスが、


「うむ。この男は、乙おと女めの純粋な心を踏みにじる天才だからな」


「ってだから、おまえはどっちの味方なん……」


「やはりそうですか！　僕も王に聞きました。ライナさんが、かつて熟じゆく女じよキラーと呼ばれ、あまたの熟女と呼ばれる恐おそろしい怪かい物ぶつたちを、卑ひ劣れつな罠に次々と陥おとしいれていったという伝説を……ところで、熟女というのは、どのような化ばけ物ものなんですか？」


「知らねぇよ！　ってか、王シオンの野郎、まぁだそんなあることないこと……」


「うむ。それだけではないぞシル。このライナという男は、私とのここまでの道中でも、幼よう女じよだろうが男だろうがおかまいなしにその毒どく牙がに……」


「だーかーらー……」


「すごい！　でも、負けませんよ！　ライナさんにも、最強はこの『槍』だということを思い知らせて……」


　が、もうそのへんからシルとフェリスの言葉は、ライナの耳には入ってなかった。


　ただただ疲れ果はてた表情で、


「……うう……もしかして、俺の味方はもう、この世には一人もいないんだろうか……？」


　そんな言葉に、後ろからヒゲ店主がライナの肩かたを優やさしくぽんぽんと叩たたいてきて、


「とりあえずツケをバシっと支し払はらってくれれば、いつだって私はあんたの味方に……」


「やかましいわ！」


　そんな、孤こ独どくに打ち震えているライナなど完全に無視して、話はどんどん進んでいく。


　シルが急に真顔に戻もどって、


「そういうわけで、お二人には剣闘大会に出てもらいます」


　それにライナは顔を上げ、


「あ？　剣闘大会？　なんだよ急に。さっきの斧男が言ってたあれか？　でも、なんで俺らがそんなもんに出なきゃなんねぇんだ？」


「もちろん、卑怯な手を使わずに、あなたがたに僕と正々堂々戦ってもらうためで……」


　そこまでで、ライナはすぐに、


「はい却きやつ下か。ぜってー俺は出ない」


　続いてフェリスも、


「ん。私も興きよう味みないな。出たければ一人で出ればいいだろう」


　という言葉に、しかし、シルはまるで動じずに、


「でも、これは王からの命令ですよ？　王の言葉をそのまま伝えますね。『あー俺たちが探さがしている勇ゆう者しやの遺い物ぶつらしきものが、その剣闘大会の賞品として、出されるらしい。だから、出場してくれないか？　念のためにシルも出場させるが……』」


　とそこで、さすがに勇者の遺物が話にからんできたとなると、ライナとフェリスも真剣な表情になって……


「へぇ、おまえ出るんだ。じゃ、大だい丈じよう夫ぶだろ。けっこう強いし。俺めんどくさいからパス」


　真剣な表情……


「うむ。おまえの槍は最強なのだろう？　なら、大丈夫だな。私はここで、だんごを食べながら待っていよう。頼たのんだぞ」


　……やはり、この二人にやる気を求めるのが、間ま違ちがいだったようだ……


　が、シルの言葉──もとい、王シオンの言葉は続く。


「『と言ったら、おまえらのことだから、めんどくさいから出ないとか言い出すのはわかってんだよ。最近、おまえらやる気なさすぎるしな。ってなわけで、もしもライナかフェリス、どちらかが優勝賞品を獲かく得とくできずにシルが優勝するようなことがあれば、罰ばつとして、フェリスのお気に入りのウィニットだんご店は、取り潰つぶしになることに決ま……』


　瞬間だった。


　フェリスがすごい勢いで立ちあがって、


「そういうわけだライナ。剣闘大会にでるぞ」


「ってどういうわけだよ！　なんで俺がおまえのだんご屋のためなんかに……」


　が、当然ながら、言葉は最後まで続かない。信じられない速さで抜き放たれたフェリスの剣が、ライナの首筋に突き付けられて、


「で？」


「…………じょ、冗じよう談だんです。出ます。死しに物もの狂ぐるいで剣闘大会で優勝目指しますから……こ、殺さないで……」


　そんな二人に、シルはにっこり笑って、


「では、いきましょうか！」


　それにライナとフェリスはシルをにらみつけてから、


「……だぁから、早く王シオンに嫌がらせの手紙送っとけばよかったんだよ……」


「……うむ。やはり、毒蛇が必要だな。だんご屋の未来のためにも……だが、とにかく剣闘大会で優勝するのが先決だ」


「うう……めんどくせぇなぁ……」


　なんてことを言いながら、結局、剣闘大会が開かれている街の中心部へと向かっていったのだった。





　　　　◆





　歓かん声せいを上げている観かん客きやく。巨大な武ぶ舞ぶ台たい。闘技場は、思いのほか、広かった。


　なんでもこの大会は、年に一回開かい催さいされている人気の行事らしい。


　ルールは簡かん単たん。


　各おの々おのが得とく意いとする武器を使い、相手を場外に出すか、まいったと言わせるか、気き絶ぜつさせれば、勝利だという……なんかもう、どっかで聞いたことあるようなルールで、そんな説明を書かなくてもわかるようなシンプルさが、人気の秘ひ訣けつなのかもしれない。


　見まわすと、舞台のまわりには、斧やら、槍やら、剣やらと、物もの々ものしい武具を身に着けたゴツイ男たちだらけで……


　ここはそんな、イエット共和国中のツワモノたちが集まり、修しゆう練れんの結果を示す場所……


　そんな舞台の真ん中に、


「ってかさぁ……俺が出る必要は、もう、全然感じないんだよなぁ……」


　ライナは完全にやる気のない表情で立たされていた……


　目の前には、先せん端たんに鉄球のついた鎖くさりをぐるんぐるん振りまわしている男が立っていて、


「てめぇ、どういうつもりだ？　俺をなめてんのか？　早く、武器をだしな」


　それにライナはうっとうしげに、


「え？　武器？　いいよ。使うのめんどくさいし」


「ほぉ。ずいぶん馬ば鹿かにしてくれるじゃねぇか。だが、俺は手て加か減げんしねぇぜ。百ひやく獣じゆうの王は、どんなにひ弱な相手にも全力で向かうって言うしな。そのひょろい体をめきめきに……」


「ああもう、能書きはいいから、早くしてくれって。どうせ俺、この試合でさっさと負けて……帰ろうと……」


　が、そう言いかけたところで、後ろから突然、とんでもない殺気が膨ふくれあがるのを感じて……ライナは震えて、びくびくと振り返った。すると、案あんの定じよう、フェリスが腰の剣に手をかけて……


「ウィニットだんご店の命運がかかっている。まじめにやらなければ、おまえの首は……」


　そこまで聞いたところで、ライナはあわてて再び男のほうを向き直って、


「そ、そういうわけで、悪いけど俺、この試合、勝たせてもらうわ……」


　それに男はにやりと笑って、


「ほざけぇ！」


　声を上げ、鎖のついた鉄球を思いっきりライナへと投げつけながら、こちらへと駆け出してくる。


　しかしライナはといえば、鉄球をしゃがんであっさりかわして……さらに、目もく標ひように当たりそこなってどんどん伸のびていく鎖に向けて、


「ほいっ」


　しゃがんだままの姿し勢せいで一発、蹴けりを入れる。途と端たん、鉄球が、ライナの足を中心に円を描えがくような動きに変わり……一直線に鉄球を投げた男へと戻っていって……


「え？　へ？　ええ!?　ぎゃあああああ！」


　それで、試合はあっさり終わった……





　　　　◆





　そのまま、続く試合も、続く試合も、フェリスに脅おどされながらライナは圧あつ倒とう的てきな強さで勝ち上がり……


　シルも、いつの間に用意したのか、真新しいブーちゃんで敵をなぎ倒していく。


　フェリスに至いたっては、試合が始まった、と思った瞬間にはもう、敵がなぜか血まみれで昏こん倒とうしており……客の間から、『鮮せん血けつの美女』なんて呼ばれて人気が出始めてたりして……


　その、対戦相手の血を見るたびに……


「うう……やだなぁ。ぜってーフェリスとは戦いたくねぇなぁ……あいつ、だんごがかかってると、容よう赦しやねぇからなぁ……」


　ライナは震えたのだった……





　　　　◆





　そんなこんなで迎むかえた準決勝。


　当然残っているのは、ライナにフェリス、そしてシルと、あと一人。組み合わせ的には、ライナ対シルと、フェリス対憐あわれな誰だれかという組み合わせで……


　内心、ライナは歓かん喜きの声を上げていた。


（やった！　シルはけっこう強いから、真剣に戦ってる振りして、偶ぐう然ぜん場外に落ちちゃった！　ってなことになっても、フェリスも納得すんだろ……そ、そうすりゃ、フェリスと戦わないですむぞ！）


　なんてことを考えてるところで、魔ま法ほうで拡かく声せいされたアナウンスが流れてきた。


『えー、それではみなさんお待ちかねの、準決勝を始めたいと思います。準決勝までたどりついたのは、四人のツワモノ！　もう、みなさんご存ぞん知じだと思いますが、あらためて紹しよう介かいさせていただきます。


　一人目は、武器を使わず、いつも眠そうで、やる気がまったくなさげなのに、異様な強さを見せるライナ・リュート選手！　なぜか、最近仕事に疲れたとこぼす会社員から絶大な指示を得て、『万年昼寝大王』の異い名みようとともに大人気！　微び妙みように疲れた歓声とともに、いま、入場します！


　それに続いて、かわいいブタのぬいぐるみを『槍』だと言い張り、私の目からすれば変へん態たいとしか思えないのですが、その整った容よう姿しと、礼れい儀ぎ正しいたたずまい。そしてかわいいブーちゃんが女性から大人気で、なめんなこの野郎！　な、『槍？』のシルワーウェスト・シルウェルト選手！　『ブーちゃん戦士』などというワケのわからない異名とともに、黄色い声せい援えん受けながら、入場！


　さらにさらに三人目は、もう、これは説明いらないでしょう。信じられないほどの美び貌ぼう。人間とは思えないぐらいの、完かん璧ぺきな美女……そして、容よう赦しやなく相手を瞬殺していくその姿から、人は『鮮血の美女』と彼女を呼び、男女ともに人気が高い選手です。剣の、フェリス・エリス様。私もファンです！」


　と呼ばれて、ライナたちは次々と舞台へとあがっていく。


　さらにアナウンスは続いて、


『そして四人目はぁ……他の三人に若じやつ干かん人気では劣おとりますが、巨大な斧を筋肉にものをいわせて振りまわし、なみいる強きよう豪ごうたちをなぎたおしてきた屈くつ強きような戦士。一部の筋肉フェチたちの声援を受けながら、ここまで勝ちあがってきた、斧のガールマ・カールマ選手、いま、入場……入……え？　あの、いない？　はぁ。『鮮血の美女』と戦って死にたくないと叫んで、村に逃げ帰った……


　お、おおっと！　ここで急展開！


　ガールマ選手がいなくなってしまい、選手が残り三人になってしまいました！


　こうなると、例年どおりの、特別ルールが適てき用ようされることになります。もう、みなさんご存知ですね！』


　すると、観客たちは本当にご存知のようで、声をそろえて、


『繰くり上げ決勝バトルロイヤル!!』


『はぁい！　そうです！　三人同時に戦ってもらい、生き残ったものが勝者！　さぁ、みなさん、準じゆん備びはいいですかー!!』


　なんて言い出し……


　ライナはそれに思わず、


「よくねぇえええええええ！　な、なんだよそれ！　そんなの聞いてねぇよ！　それじゃ、俺の偶然場外に落ちちゃった計画は……」


　が、そんな言葉は当然無視されて、


『では、さっそく試合を始めてもらいましょう！　バトル開始っ!!』


「開始じゃねぇええええええええ！」


　なんて叫びもむなしく、シルが、


「さぁ、時はきました。いまこそ、我が一族の『槍』が、世界最強の武器だということを世界に思い知らせてあげます！　とくと見るがいい！　いまは亡なきブーちゃん改の忘わすれ形がた見み、ブーちゃん改まーくIIの性能を！」


　瞬間、ブーちゃん改まーくIIのつぶらな瞳が、ぎゅおおおおおおおおと回転しだして、


「だから怖こわいからそれやめろって！　ああもう、俺は逃げるぞ？　こ、こんな試合やる必要……」


　と、舞台から場外へと逃げようと振り返ると、いつのまにやらそこには、剣を構かまえたフェリスがライナに切りかかろうとしていて……


「ん。いまの速さについてくるとは……なかなかやるなライナ。だが、それもこれまでだ。死ね！」


「死ねじゃねええええええええええ!?」


　悲鳴をあげて、もう、本気で殺そうとしているとしか思えない勢いで振られてくる剣を必死でよけて、無ぶ様ざまに舞台を転ころがる。


　刹せつ那な！　今度はシルが、
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「スパァアアアアアアアアアアアアク！」


　叫んだかと思うと、ブーちゃんの瞳から、ビューンとかいう聞いたこともない音とともに、光の線がライナへと放たれ、


「ぎゃあああああああああああああああ!?」


　ぎりぎりのところで、それをよける。


　途と端たん、光線は地面を貫き……


　ドゴオオオオオオオオン!!


　爆ばく発はつ炎えん上じようして、巨大な穴あなを空あけ……


　それにシルが、


「ちぃっ！　外はずしたか！　だが、今度こそ僕の槍の餌え食じきになってもらいますよ！」


「ってか、なんだいまの？　どういう構造になってやがんだ!?」


　するとシルが得意げに、


「ふふ。槍を極めると、こんなこともできるという……」


「ンなもん絶対槍じゃねぇえええええええ！　って、フェリスもまた襲おそって……」


　が、それが彼の限げん界かいだった。


　フェリスの剣がライナの頭を殴なぐりつけ、彼はそのまま一直線に場外へと吹ふっ飛んでいく。


　そして、吹っ飛んでいきながらライナは見ていた。


　ブーちゃんがまた、あの信じられない破は壊かいの力を持った光線をフェリスへと放ち、しかしそれを、


「ん」


　という小さな声とともに、フェリスがあっさり剣で弾き返して……シルが爆発炎上する姿を……


　そんな光景を眺めながら、ライナは大きくため息をついて……


「……………………って、こんな奴ら相手に、まじめに突っ込んでる俺って、なんかすっげぇ、不毛な気がしてきたよ……」


　そうして彼は、そのまま観客席へ向かって、ぶっ飛んでいったのだった……





　　　　◆





　それからしばらく後。


　舞台では表ひよう彰しよう式しきが行われていた。


　シルとライナには、二位と三位用の、トロフィーと表彰状が授じゆ与よされ……


　晴れて優勝したフェリスが手に入れた優勝賞品は……


　二位のシルとは比べものにならないほどの巨大なトロフィーと、そして……誰もがうらやむ豪ごう華か賞品……この大会の主しゆ催さい者しやである洗せん剤ざい会社の、洗せん濯たく洗剤一年分が与えられて……


　そこで、ライナが、


「はぁ!?　洗剤？　勇者の遺物は!?　俺らは勇者の遺物のためにこんなにがんばったんじゃ……ってあああああ、怒鳴るな俺！　もう、いまさらこいつらに突っ込んだって、全部無む駄だだってのは、さっき十分わかったのに!!　疲れるだけだぞ！　落ちつくんだ俺！」


　と、自分に自分で言い聞かせてるところで、シルがどういうつもりなのか、もらったトロフィーに、ブーちゃんを出したり入れたりしながら、


「ということで、フェリスさんが優勝した場合に言えと言われている、王からの伝言をさっそく伝えますね。『いやぁごくろう。君たちのやる気は確かめさせてもらったよ。ちゃーんといまでも、だんご屋潰すぞっていう脅しは効果があるようだね。なんか最近、あんまりにも仕事熱心じゃないから、こっちには人質ならぬ、だんご質があることを忘れちゃったのかと思ったよ。ま、とにかくよかったよかった。じゃ、この調子でお仕事がんばってくれたまえ』」


　なんて言葉に、もう、ライナはぶるぶると震えながら、


「う……あ……もうだめだ。し、シオンの野郎……ぶっ殺して……うぁ……違う、違うだろ俺！　相手にしちゃだめだって！　いちいち突っ込むから疲れんだよ。大人おとなになれライナ。大丈夫。おまえなら耐たえられ……」


　そこでフェリスが、


「ん。そうだぞライナ。大切なウィニットだんご店が人質にとられているんだ。もっと真剣に仕事をしろ」


「だからなんで、てめえのだんご屋守るために……」


「そうですよライナさん。どうせあなたは王の手の平でコロコロ転がされてるだけなんですから、あきらめて仕事してください。じゃ、僕は戻りますね。明日には再びここに戻って……」


「だぁからどうやって一日で往おう復ふくしてん……って違う！　ああもう、なんで俺はいちいち突っ込んじまうんだくそ！　我が慢まん……」


　が、そんなライナの苦く悩のうなど、やはり誰も気にしてくれるわけもなく……


　フェリスが最後に言った。


「ん。そういうわけで、おまえが次の勇者の遺物情報を手に入れてくるまで、また、しばらく飯抜きだな」


　瞬間だった。


　ライナは頭を抱え、うーうーうめいて必死に突っ込みを入れないように我慢して……


　我慢して……


　我慢したあげくに……


　頭のどこかで、突然、ぷちんっという音が聞こえたかと思ったとたん！


「ぐぎゃああああああああああああああ!?」


　悲痛な叫び声をあげて、走り去ってしまった……





　ちなみに。


　それから数日間、ライナはまるで帰ってこなかったのだが……


　その間彼がなにをしていたのかは、誰も知らない……







（すぴあらあ・すとらいくす・ばっく：おわり）







　ぷりんせす・ＤＡＮＧＯ







　真しん実じつの美び女じよ。


　そう、真実の美女と呼べる人間に、最もつとも似に合あう姿とは、なんだろう？　綺き麗れいに着き飾かざって、パーティーで笑え顔がおを振りまく姿だろうか？


　それともブランド製せい品ひんで全身を包み、自じ信しんにあふれた表情で街を闊かつ歩ぽする姿だろうか？


　否いな！


　真実の美女。


　そう、世界がひっくり返って海うみ真まっ二ぷたつなほどの絶ぜつ世せいの美女の、正しい姿は……


「ん。やはりこの、タサゴだんご店のだんごは、この界かい隈わいでは一番うまいな」


　餡あんののっただんごを一口食べ、絶世の美女こと、フェリス・エリスは、いまいち無む表ひよう情じようながら、満まん足ぞくげにうむっとうなずいた。


　輝かがやく金色の長ちよう髪はつ。異い常じようなほど整ととのった容よう姿し。


　スタイル抜ばつ群ぐんの、細ほそい体。


　そして、その細い腕では、到とう底てい扱あつかえるとは思えないような長ちよう剣けんを腰こしに差しており……


　商店街を、愛あい想そのあの字じもないような、まったくの無表情で歩いていた。


　それも、だんごの歩き喰ぐいという、あまり行ぎよう儀ぎがいいとは思えない姿。しかし、それでも街行く人たちは、男はもちろんのこと、女たちまでが、彼女のあまりの美しさに羨せん望ぼうと、嫉しつ妬とが入り混まじったようなため息をつく。


　誰だれも、声をかけたりは、しない。いや、かつてはその圧倒的な美び貌ぼうにひるむことなく、声をかけたツワモノたちもいた。


　ここ、イエット共和国でも有数の金持ちの息子むすこや、最近ちまたの女の子たちの間で、最高の美男子と噂うわさされている役やく者しやなどなど、何人もの男たちが声をかけ……


　しかし、そんなきらびやかな、だれもがうらやむ男たちに声をかけられたときの、フェリスの口から放たれた言葉は、


『邪じや魔まだ、消えろ。だんごの特とく売ばいに間に合わなくなる』


　それによって、どれだけの男たちが再起不能になったことか……


　あるものなどは、『だ、だんごに負けた……』と、泣き出す始し末まつ。


　そして、そんな彼女に、最初のうちは、『クールビューティー』だの、『金こん色じきの女め神がみ』だのという呼び名がつけられていたが、いまではみなが、口をそろえてこう呼んでいる。


　高たか嶺ねの花……


　ならぬ、


『高嶺のだんご姫ひめ』と。


　当のだんご姫はといえば、自分がそんな名前で呼ばれ注ちゆう目もくされていることなどまるで気にもせず、一直線に商店街を抜けていくが。


　そのまま、少し込み入った路ろ地じ裏うらを抜け、彼女がとっている宿に入ると、彼女の澄すんだ青い瞳ひとみは、食堂で、一人の男を見つける。


　あいもかわらずいつも通りの間ま抜ぬけ面づらで、働きもせず、惰だ眠みんをむさぼっている相あい棒ぼう。


　もう、昼もすぎたというのに、その黒髪には寝ね癖ぐせがついており、長ちよう身しん瘦そう軀くの体には、怠たい惰だな雰ふん囲い気きがまとわりついている。


　それにフェリスは、


「私がすでに一ひと仕し事ごと終えてきたというのに、おまえはこのまま、寝続けるつもりか？」


　という言葉に、ヤル気のヤの字すら、遠い昔に失われてしまったこの相棒、ライナ・リュートが、


「……………………んぁ？　仕事？　っていうと、勇者の遺い物ぶつの情報かなんかを、仕し入いれてきたのか？」


　言いながら、やはり眠そうに緩ゆるんだ瞳をこちらに向けてくる。その異様に疲れている瞳を見るだけで、こちらまで少し眠くなってきてしまうから、この男は恐ろしい。


　フェリスはあきれたように首を振って、


「勇者の遺物……うむ。それも仕事の一つだが、しかし、今回私が成なし遂とげた偉い業ぎようは、もっと大切な、人類の命めい運うんをも左右するほどの大きな仕事のほうだ」


　という言葉に、ライナはなぜか、急に興きよう味みがなくなったような表情になって、


「って、まさか、だんごの話じゃねぇだろうな？」


　それにフェリスは大きくうなずき、


「うむ。だんごの話だ。ついに私は、この界隈では最高と思えるほどの店を見つけたのだ。これも、どんな小さなだんご店も見逃さず、地じ道みちにだんご店の場所をマッピングし続けた私の努力のかいが………………」


　そこで、フェリスは言葉を止めた。


　目の前の相棒が、最高のだんご店を見つけたという彼女の偉業に、あまりに感動してしまったのか、再び目を閉じ、昼ひる寝ね……ならぬ、気き絶ぜつしてしまおうとしているのを見て……


　すぐさま彼女は腰の剣を引き抜き、大きく振りかぶった。


　瞬間！


「って!?　うそ！　うそだって！　いやーすごいね！　さすがフェリス！　よく、そんなうまいだんご屋見つけられたな！　きっとこれで、人類の命運も左右されまくるな！　だから、寝ないで話真剣に聞くから、こ、殺さないで……」


　と、今度こそ感動に打ち震ふるえる相棒に、フェリスはうなずき、小こ脇わきに抱えていた紙袋を食しよく卓たくの上に広げると、


「とりあえず、おまえも食べてみろ。そうすれば、これがどれほど人類にとって、有ゆう益えきな出来事なのかがわかるだろう」


　するとライナは半はん眼がんで、


「ってか、一いつ緒しよにうまいだんご屋見つけたこと喜んで欲しいんなら、そう言やぁいいのに……んで、今度はどこの、なにだんごなんだ？」


「ん。タサゴだんご店という店の、餡あんだんごなのだが……ここの店主が、まだ若いのに、なかなかにいい腕をしていてな」


　言いながら、だんごをライナへと渡す。


　するとライナはそのだんごを受けとって、一口食べると、


「……ふむ。んぐ。ふもふも……ああ、うん。確かにうまいっちゃあ、うまいな。ま、おまえが持ってくるだんごは、たいていうまいけどな」


　が、それにフェリスは首を振って、


「しかし、このだんごは、その中でも、かなりの物だぞ。ローランドの名店、ウィニットだんご店にも迫せまるほどの逸いつ品ぴんだ。話によると、これを作っている店主は、まだ、二十二という若さらしい。このまま精しよう進じんを続ければ、もしかするとウィニットだんご店の味すら上回る可能性も……」


　それにライナが、


「…………ふぅん。今回は珍めずらしく、だんごよりも、店主のほうを褒ほめるな。店主のほうに興味があんのか？」


「うむ。この職しよく人にんは、なかなかのものだぞ」


　その言葉に、しかし、いまいち感動の薄うすい表情で、ライナが、


「……へぇ。じゃあ、いいのが見つかって、よかったな」


「ん。これで、稀き代たいの名だんご職人十じゆつ傑けつの、十人目がうまりそうだ。これからは、しばらくこの店をひいきにしようと……」


　と、そこまで言ったところで、彼女の言葉は遮さえぎられた。


　突然、食堂の扉とびらが勢いきおいよく開かれ、


「だんご姫！　ここにだんご姫はいるか!?」


　なんて言葉に、フェリスと、そしてライナが食堂の入り口へと目を向け……


　ライナが言う。


「ああ？　だんご姫？　なんだそりゃ……」


　しかし、そのライナの言葉を遮ってフェリスは、


「うむ。だんご姫といえば私のことだが、なんの用だ」


「っておまえ、最近そんな名前で呼ばれてんのかよ！」


　というライナの突っ込みは、とりあえず無視する。そして、フェリスは目の前に現れた、見覚えのある男を見て……


　赤い髪。褐かつ色しよくの肌はだ。精せい悍かんな顔つき。まだ、二は十た歳ちちょっと過ぎという見た目の、若い男だった。


　しかし、その若さにして、熟じゆく練れんの長い指先が、まるで魔法のように、だんごを作っていくことを、フェリスは知っている。


　そう。この男こそ、餡だんごの名店、タサゴだんご店の四代目主人だった。


　その男がフェリスを見て、それから、なぜか、少し顔を赤らめて……


「いや、あの……うわ、やっぱ、近くで見ると、とんでもない美人だな……」


　という言葉に、横から、


「だけど中身は極ごく悪あく非ひ道どうな悪あく魔まなん……ぎゃああああああああ!?」


　ライナがいますぐにでも殴なぐられたいと頼たのんできたので、とりあえず剣で殴っておいた。


　それはさておき、


「で、私になんの用だ？」


　すると今度こそ、男は真ま顔がおに戻って、


「あ、これは失礼した。だんご姫は、今け朝さ、うちのだんごを買ってくれたから知ってると思うが……俺おれは、四代続いただんごの名店、タサゴだんご店の主人、タル・タサゴだ。タルって呼んでくれてかまわない」


　それにフェリスは、


「能のう書がきはいい。その、だんご屋の主人が、私になんの用かと聞いている」


　するとタルはうなずいて、


「だんご姫、あんたの噂うわさは、かねがね聞いてるよ。だんごの道を極きわめるために命をかけてるっていうあんたの心こころ意い気きに、俺らだんご職人たちがどれほど励はげまされてることか……そんなあんたを見こんで、今日は頼みごとをしにきたんだ」


「頼みごと？」


「ああ。いま、ここイエット共和国のだんご業ぎよう界かいが、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチに陥おちいってるんだ。それを救えるのは、あんたしかいない。だんご姫、頼む、だんご業界を、いや、この世界を、救ってくれないか？」


　なんてことを言ってきて……


　もう、キーワードは揃そろっていた。


　だんご業界のピンチ。


　それを救うのは、だんごを極めし者。


　もちろんそれは……


「いいだろう。だんご姫の名にかけて、だんご業界の絶体絶命は、私が引きうけた」


「って、だからなんの話なんだよ……」


　というライナの突っ込みは、空を切る。


　そのままタルが、


「ほ、ほんとか!?　じゃ、じゃあ、とりあえず俺と一緒にきてくれ！　詳くわしい話は、それからだ！」


　それにフェリスはうなずいて、


「では、ライナ。そういうわけだ。私はいってくるぞ」


　しかし、それに、


「ああ、はいはい。もういっそ、その店主の嫁よめにでもなって、一生帰ってこなくてもいいよ。はぁ、これでやっと昼寝の続きができる……」


　なんてことを、疲れたような、それでいて、昼寝を邪じや魔まされて殴られたり無視されたりしたせいなのか、少し不ふ機き嫌げんな表情でライナが言ったが……


　そんな言葉などまるで聞かずに、フェリスは食堂を飛び出していったのだった。





　　　　◆





「まずは、あれを見てくれ!!」


　と、タルが指さしたほうをフェリスは見た。


　するとそこには、一軒のだんご屋があった。


　そして、そのだんご屋の前には、通常では考えられないほどの行列ができており……


　大だい繁はん盛じようだった。


　それを見て、フェリスは少し目を細め、


「ふむ。ナミナだんごチェーンか」


「お、やっぱり知ってるか。さすがはだんご姫。じゃあ、あのだんご屋がどんな店かも」


　タルの言葉に、フェリスはうなずいて、


「ん。もちろん知っている。最近できたばかりの新しいだんご店ながら、オープンからわずかな間に、四号店まで作る急きゆう成せい長ちようぶり。そしてここは、今日オープンしたばかりの四号店ではないのか？　それで、この店がどうした？」


　するとそれにタルは顔をしかめて、


「どうした？　どうしたって、こんな店にこんなに客が入って、だんご姫は、くやしくないのかよ！」


「くやしい？　なぜだ？」


「なぜって、だんご姫は、この店のだんご、食べたことないのか？」


「ん。この四号店のだんごは食べたことはないが、一号店、二号店、三号店のだんごは、すでに試ためしているぞ」


「…………それで、どう思ったんだよ」


　そう聞いて、タルがじっと、フェリスの顔を見つめてくる。しかし、フェリスはやはり、いつもの無表情のまま、


「ん。うまい、とは言い難いな」


　瞬間、タルの表情がぱっと明るくなって、


「だろ！　なのに、あのだんご屋には、客が大たい量りように入る！　あんなまずいだんごを出しときながら、客が大量に入る！　だんごの味はまずいのに、あんな、あんな汚きたないやり方で客を集めやがって……」


　と、再びナミナだんご店をにらみつけて。


　フェリスもそちらを見る。


「ふむ」


　するとその先には、笑え顔がおで接せつ客きやくする女の子たちがいて。そしてその女の子たちがみんな、フリルのついた、妙にかわいらしいピンク色の制服を着ていたりして……


　そうなのだ。この店が人気がある理由はただ一つ。かわいいウェイトレスをたくさん起用して、男性客を増やす。


　これに尽つきる。しかし、その効こう果かは絶ぜつ大だいで、いまでは、そのあまりにかわいい制服を一度着てみたいと、女の子がバイトしてみたいランキング上位に、常にこの店は顔を出すし、そのせいか、女性客も多くなり。


　結果……


　フェリスはうなずいて、言った。


「ん。販はん売ばい戦せん略りやくが、なかなかにうまいな」


　なんて言葉にタルが、


「な、なに悠ゆう長ちようなことを言ってんだよ、だんご姫！　あの店に、うちや、いや、うちだけじゃない。他のだんご屋の客も取られてるんだぞ！」


「ふむ。だが、それほど心配するほどのこととも思えないが……おまえのところのだんごの方が、うまい。いまは物もの珍めずらしさでナミナだんご店に客は流れているが、いずれあきれば、本ほん物ものの味を追つい求きゆうしている店に、客は戻ってくる。それまでの辛しん抱ぼうではないのか？」
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　が、その言葉にタルは、少し、暗い表情で、


「お、俺だってそう思って、ずっとうまいだんごを作るためにがんばってきたさ。だけど、このまま客がナミナだんご店にあきる前に……いや、正直に言おう。うちの店は……このままいけば、来月には、潰つぶれる……」


「な……」


　そこで初めて、フェリスはうろたえるような声を漏もらした。あいもかわらず、顔にはなんの表情も浮いてないが……


「そんな、馬鹿な……あのような、なんの中身もないチェーン店に、本物の味を追求する、おまえの店が潰されるというのか……？」


　それにタルはくやしげな表情で、


「それが、現実なんだよ……」


　その言葉に、フェリスは目を細めて、


「……………………」


　黙だまりこんだ。そして、しばらくなにかを考えるように腕組みをしてから……


「……それで、この状況で、私がおまえのだんごを救うには、どうすればいいのだ？」


　その問いかけにタルは、


「きてくれ」


　そう言って、フェリスの腕をつかんで、歩き出したのだった。





　　　　◆





　それからしばらく後。


　タルが店主をしているタサゴだんご店に連れてこられたフェリスの、目の前に差し出されたのは……


　ナミナだんごチェーンの制服など足下にも及ばないほど派は手でで、おまけにスカートの丈たけも信じられないほど短い制服で、


「…………な……こ、これを、私にどうしろというのだ？」


　目の前のそれを見て、フェリスは少しだけ沈ちん黙もくしたあと、言った。


　するとタルは当然とばかりの表情で、


「もちろん、だんご姫に着てもらって、この店の看かん板ばん娘むすめをやってもらうに決まってるだろ！　目には、目をだ！　あんたみたいなとんでもない美人がこれを着りゃあ、女目当てでナミナだんごチェーンにいってる客も、一発でこっちに戻ってくるさ！」


　それにフェリスは、さらに一歩後ずさって、


「……し、しかしこれは……それにそもそも、このようなやりかたで客が戻っても……」


　が、そんな言葉は遮さえぎられて、今度は店の奥から、髪の毛に白いものが混じっている、気のよさそうな初老の女──顔立ちからして、タルの母親らしき女性が出てきて、


「あらあら、ほんとにあの、噂のだんご姫がうちにきてくれたのかね。二丁目のコーローだんご店のじーさんから噂は聞いてたけど、ほんとにとんでもないべっぴんさんだねぇ。なにかい、このべっぴんさんがうちで客引きをしてくれるのかい？　あの格好をして？」


　するとそれにフェリスは首を振って、


「いや、だから私は……」


　しかし、その言葉もさらに遮られて、


「いやー、なら、安心だねぇ。あたしもこれでやっと肩の荷を下ろして、あの世にいけるってもんだ。いやねぇ、あんな安っぽいチェーン店に、代々続いたこのタサゴだんご店を潰されたんじゃ、死んだあの人に、顔向けができないと思ってたとこだったんだよぉ」


　なんてまるでフェリスの言葉を無視した態たい度どで言葉を続けるタルの母親に、


「いや、だから話を聞け。おまえはなにか勘かん違ちがいをしているぞ。私は、このような服を着て客引きなどをするつもりは……」


　が、そこでまた……


「だけどあんたってば、まだ若いのに、うちのだんごの味がわかるだなんて、なかなかに通つうだねぇ。コーローだんごのじーさんも言ってたけど、あんた、だんごの味だけで、材ざい料りようの産さん地ちまでわかるんだって？」


「ん？　う、うむ。すべてがわかるわけではないが、ある程度は……いや、そんな話をいましてはいな……」


「それでもすごいよ！　さすがだんご姫と呼ばれるだけはあるね。だんごの道は険けわしいけど、あんた、なかなか見込みがあるよ」


　それに、


「そ、そうか？」


　なぜか、フェリスは少し嬉うれしげな声になる。


　すると、タルの母親はにやりと笑って、


「もちろんさ！　こうして、最高のだんご職人の嫁になって、そして、息子を腕のいい職人に育てあげたあたしが言ってるんだから、間違いないさ。だが、一つだけ足りないことがある。それさえ乗り越こえれば、あんたは今度こそ本当に、だんごの道で、ちゃんとやっていけるようになるんだけどねぇ……」


　その言葉にフェリスは真剣な表情で、


「足りないこと？　それはなんだ女将おかみ？」


　それに、いつの間にやら女将という呼び名になったタルの母親は、そっと、タルが持っていた、かわいらしい制服へと目を向けて。


　言った。


「それは、自分がどうなろうと、だんごのために尽つくすっていう、決意だよ。だんご姫」


　そして、フェリスも、女将の視し線せんの方向へと目を向けた……


　その、ピンクで、フリルで、かわいいのだけど、微妙にけばけばしくて、スカートが異様に短い制服を見て。


　そして、それを着ている自分の姿を想そう像ぞうして……


「うう」


　想像して……


「ううう……」


　それに女将が、


「さあどうするだんご姫。ここで、おまえは試ためされてるよ。顔を赤らめるほど着るのが嫌いやな服を、だんごのために着られるか……たかだか恥はずかしいという理由だけで、だんごの道を、捨てるかい？」


　が、次の瞬しゆん間かん。


「………………ええい、いいだろう。そこまで言うのなら、わかった。ならば、私のだんごへの情じよう熱ねつを、見るがいい。そして、私はだんご姫から、だんご神しんとなるのだ！」


　などと、いまいち意味不明なことを言って、フェリスはタルから制服を乱らん暴ぼうに奪うばいとると、店の中へと入っていったのだった。


　そして数分の後……


　フェリスが店から出てくる。


　あきらかに丈が短過ぎるスカートを、両手で押さえながら、うつむき加か減げんに、


「く……本気でこんなものを着て、客引きをしろというのか……」


　その言葉に、タルが、フェリスを見た。


　続いて母親がフェリスを見た。


　さらにはタサゴだんご店の前の通りを歩く人々がフェリスを見た。


　そして……


　時が止まった。


　誰もがその、絶世の美女と、そして、ナミナだんごチェーンの制服など、足下にも及ばないほどイッちゃってる制服を見て……


　おまけにその美女は、恥ずかしそうに少し、顔を赤らめていたりして……


　圧あつ倒とう的てきだった。


　老ろう若にやく男なん女によ問わず、誰もが言葉を失い、動きを止めて、一いつ瞬しゆん、世界が沈ちん黙もくに包まれる。


　それから……


「す、すげええええ!?　なんだあの美人!!」


「すごい服着てる！　すごい服着てる!?」


「なに、なんの店!?　なんの店が出来たの!?」


「あれってあれだろ？　タサゴだんご店じゃねぇのか？　ってかあれ、だんご姫じゃねぇか！」


「うそ!?　だんご姫！　あのだんご姫が、あんな格かつ好こうしてるの!?」


　フェリスは、なにもしていない。ただ、いまいち恥ずかしそうに、だんご屋の入り口に立っているだけ。しかしそれでも、まるで堰せきを切ったように、大量の客が次から次へと押し寄せ始めて……


　それにタルと女将が、


「うわ……やっぱ、だんご姫の力って、すごいな……」


「ほら、タル！　あんたが見とれててどうすんだよ！　ああ、はいはい。だんご姫の姿が見たい人は、だんご買ってねだんご。タサゴのだんごだよー。おいしいだんごだよー。買ってくれない人には、だんご姫は微笑ほほえまないよー」


　その言葉で、店の前には行列ができ、だんごが飛ぶように売れ始めて……


　タルが嬉しそうな顔で、


「すげぇ。だんごがこんな売れるなんて、初めてだ！　すげぇよだんご姫！」


　なんて言葉にフェリスは、


「…………ん。そうか。それはよかったな。では、私はもう、元の服に着き替がえて……」


　が、次の瞬しゆん間かん、


『だめっ!!』


　一斉にタルや女将、そして客たちから怒ど鳴なられて……


「…………うう。ま、まだこのままでいなければならないのか……むう。やはり、だんごの道を極めるのは、厳きびしいな……」


　などと彼女が言ってる間にも、だんごはどんどん売れ続けて……





　　　　◆





　それから、数日の時がたった。


　毎日フェリスはだんごの道を極めるために、制服姿でだんご屋の前に立ち続け……


　そして、噂うわさが噂を呼んだ。


　絶世の美女が、客引きをやっているだんご屋がある。


　あの、どんないい男が声をかけようとまるで振り向かなかっただんご姫が、なにやらかわいらしい、それでいて刺激的な服を着て、立っているだんご屋がある……


　さらには、フェリス以外にも女の子たちを雇やとってきて客引きをさせるようになり……


　遂ついに、タサゴだんご店は、ナミナだんご店のほとんどの客を奪うばい始めるようになった。


　まあ、当然の結果といえば当然の結果だが。


　そもそもタサゴだんご店のだんごの味は、ナミナだんご店よりも数段上だったのだ。


　絶世の美女が見られて、かわいい女の子たちもいて、その上、うまいだんごが食べられるとなれば、客もこちらに流れてくるだろう。


　さらに、だんごの味ではなく、女の子がいるというだけが売りだったナミナだんご店が、最近あきられ始めていたというのも追おい風かぜとなった。


　とにかく、タサゴだんご店は大だい繁はん盛じよう。


　潰れるどころか、店舗を増やそうか、などという話まで出てきだしており……





　　　　◆





　そんなある日。


「ん。もう私がいなくても、大丈夫のようだな。私が休みの日も、客の入りは変わらないのだろう？」


　フェリスが言うと、タルがうなずいて、


「ほんとに、だんご姫にはなんてお礼を言っていいか……あんたのおかげで、うちのだんご屋は救すくわれたよ」


　が、フェリスは首を振って、


「礼の必要などない。私は私のだんごの道を歩んだのみ。うまいだんごだけでは、チェーン店との競きよう争そうに敗やぶれる可能性があるということも、勉強できたしな。やはり、名めい店てんと呼ばれ、長くだんご店を続けるには、それなりの経けい営えい努ど力りよくが必要なのだな」


　などと言って、一人うんうんうなずく。


　そして、


「それに、おまえのだんごの味がなければ、いくら客引きを使ったとしても、これほど店が繁はん盛じようすることはなかっただろう。おまえはいいだんご職人だ。礼をしたいと言うなら、いまよりもさらにうまい餡だんごを、私に食べさせてくれ」


　すると、タルは大きくうなずいて、


「ああ。だが、これだけお世話になったのに、だんごだけでいいのか？　やっぱだんご姫は、変わってるなぁ。まあ、うちのだんごなんかでいいなら、いくらでも食ってくれよ」


　と、出してくれた餡だんごに、


「うむ。この餡だんごを食べるのも、久しぶりだな。このところ、いつも完かん売ばいで、私が食べる分がなかったからな」


　言って、だんごへと手を伸ばそうとする。


　そんなフェリスに、タルが急に真剣な表情になって、


「ああ、ちょっと待って。そのだんご、食べる前にさ、ちょっと聞いて欲しいことがあるんだ」


　そこでフェリスはその手を止め……


「聞いて欲しいこと？」


　それに、なぜかタルはぎこちなくうなずいて、


「う、うん。いや、こんなことを急に言うのもなんなんだけどさ……その、このままこの店に、ずっと、残らないか？　とか、思って……」


　するとフェリスが顔を上げ、少し眉をひそめる。


「ん？　それは、どういうことだ？　まだ私に、あの奇き妙みような服を着ろと……」


　その言葉に、タルはあわてて、


「ああ、ああ、違う違う！　そうじゃなくて、その、このままこのだんご屋で、俺と……えと、その、一いつ緒しよに………………」


「…………一緒に、なんだ？　はっきりしろ。私は早くだんごが食べたいのだ」


　その言葉にタルが突然、


「だ、だから！　俺の嫁になって、ここで一緒に、だんご屋やらないかって、言いたいんだよ！」


　叫んだ。


　その声は、店の外まで聞こえるほどの声で。


　店の女将や、最近雇やとった女の子たち。そして、客までもが二人の様子をのぞきにきて。


　それに、フェリスはと言えば、


「…………」


　しばらく沈黙したあと、


「ふむ。それは、私に今後永遠に客引きをやってくれという依頼……」


　が、その言葉を遮って、タルが、


「だからそうじゃねぇって！　店がどうこうとか、そういうことじゃなくて、その、おまえのことが、好きになったから……ええと、結婚……したいって言ってるんだよ」


　それに、フェリスは不思議そうな表情で、


「好きに、なった？　私をか？　なぜ？」


「え？　なぜ……って、いや、そりゃだってだんご姫は美人だし、なにより、だんご屋のことをよくわかってくれてて……ああ違う。正直に言おう。あんたのことは、もう大分前から知ってたんだよ。初めてだんごを食べながら街を歩いてるあんたを見たとき、俺、あんたに一目ボレしたんだ。そんなあんたが、うちのだんごを買いにきてくれて、うまいと言ってくれて……声をかけたい。そう思った。だけど……あのときは店も潰れそうで、あんたに求きゆう婚こんする自信なんてなかった。でもいまなら、いまのうちの店なら、あんたを迎え入れても十分やっていける。これからは店をどんどん増やして、あんたにも贅ぜい沢たくをさせてやれるし……どうかな？　俺と、結婚してくれないか？」


　その言葉に、フェリスは目を細めた。


　そして、


「店を……増やす？　それはこのタサゴだんご店を、チェーン店化するということか？」


　するとタルは得意げに大きくうなずいて、


「ああ！　もう、そういう話の依頼はたくさんきてんだよ！　これからは、もっと店を大きくすることを考えようと思うんだ。それでもっともっと金を稼かせいで、あんたにも、それに母ちゃんにも、いい思いをさせてやれる。


　やっぱり、男は金をがんがん稼いで、家族に楽させてやらなくちゃあ！　あんたみたいな美人は、あんな客引きの服なんかじゃなく、高級な服を着て、パーティーかなんかに出て笑ってたほうがさ、ずっと似合うし、幸せだろう？　これからは、俺があんたを守ってやる！　だから、俺と一緒になろう」


　なんてことを言ってきて……


　それに、


「…………」


　フェリスは再び、黙りこんだ。そのまま、目の前にあった餡だんごを見て……


　それに手を伸ばす。


　そして、餡だんごを一つ、口へ運ぶと……


「…………………………店主。おまえ、だんごの材料を、変えたな？」


　小さな、うめくような声こわ音ねで、フェリスは言った。


　するとタルは大きくうなずいて、


「おお、さすがだんご姫！　やっぱり、わかるかい？　材料変えても、客は全然気がつかなかったのに」


　しかし、さらにフェリスは暗い表情で、


「…………すべての材料の質が落ちている。だんご粉こも、砂さ糖とうも、なにもかもが、安い、ちまたで流通している材料が使われてる」


　それにタルはうなずいて、


「そのほうが、儲もうかるからな！　でも客は気付かない。いくら俺らだんご職人がうまいだんご作ったって、かわいい女の子に客引きされりゃ、そっちに客が流れていっちまう。なら、これくらいのだんご作って、店増やしたほうが、よっぽど儲かるってもんだよ」


　それにフェリスはタルを見つめて、


「それで、早くもチェーン店化か……なかなかに、商売がうまいようだな」


「へへ。俺もなかなかやるだろう？　見なおしたか？」


　するとフェリスはうなずき、


「ああ。見なおした。おまえがここまでやれる男だとはな」


「じゃ、じゃあ結婚のことも……」


「うむ。しかし、少し時間をくれ。もう少しよく考えてみたいのだが」


　それにタルはうんうんうなずいて、


「ああ、ああ!!　もちろんだよ！　いくらでも考えてくれ！」


「ん。では、私は帰るぞ」


「ああ、じゃあ、いい返事を期待してるよ！　その間に俺は、この店をもっとでかくしとくからさ！」


　その言葉に、しかし、フェリスは答えずに席を立った。


　その、彼女が座っていた席には、まだ、食べかけのだんごが残されたままだった……





　　　　◆





　それからさらに、数日の時が流れ。


　タサゴだんご店はその間に、さらに倍に客引きの女の子を増やした……


　しかしなぜか、客の数を、どんどんと減へらしていて……


　それにタルが、


「な、なぜだ!?　なんで、客が減る？　客引きの女の子も増やしたし、味だって……材料が少し変わったくらいで、客にわかるはずが……」


　が、その答えは、すぐにわかった。


　噂では、商店街から少し離れた、橋のたもとに新しくできただんご屋が、えらくうまいと評ひよう判ばんで、そこにどうも、客が流れているらしい。


　タルはさっそく、その橋へと向かってみることにした。


　そしてそこに広がっていた光景を見て……


「あ……」


　タルは、そんな声を漏らして、動けなくなってしまった。


　その光景。


　この街を流れる大きな川。そこにかかっている橋のたもとに、いくつかの長なが椅い子すと、その上に、だんごが置かれているというだけの、なんの装そう飾しよくも、シャレっ気もない店。


　しかし、そこに客たちが、列をなしている。


　そのだんごを売っているのは、見覚えのある絶世の美女……


　そう。だんご姫だ。しかし、露ろ出しゆつの激しい制服を着ているわけでも、別べつ段だん愛あい想そがいいわけでもない。なのに、この店のだんごは、飛ぶように売れているようだった。それどころか、まだ午前中だというのに、すべて売り切れてしまい、


「ん。もうない。帰れ」


　なんて、やはり愛想の欠片かけらもない声音でだんご姫が言って、それに客たちが不ふ満まんの声を上げながらも、


「ああもう、一時間も並んだのに！」


「明日は絶対買ってやる！」


　そんな声を上げながら、帰っていく。それにだんご姫は満足げにうなずいてから、店の片づけを始めたりして……


　それにタルが、


「……お、おい、だんご姫。おまえ、な、なぜ……なぜこんなことを……」


　それにだんご姫は顔を上げ、タルを見ると、


「ああ、おまえか」


「おまえか、じゃない！　なんでこんなところで、だんごなんか売ってるんだ！　うちの営えい業ぎよう妨ぼう害がいなんかしやがって……」


　が、だんご姫は首をかしげて、


「営業妨害？　そんなことをしたつもりはないが……なにを怒っている？　私はただ、だんごを売っていただけだが……」


　それにタルは顔をしかめて、


「で、でも、おまえは、俺との結婚を考えるっていって、帰ったのに、こんなところでなにを……」


　が、そこでだんご姫はタルの言葉を止めて、


「その前に、店主。このだんごを、食べてみてくれないか。私の作っただんごなのだが……説明は、すべてその後だ」


　言って、客には見えないところに隠してあっただんごを一皿、取り出して……


　それは、餡だんごだった。それも、タルが作る餡だんごにそっくりな……


「これを、俺に食えってのか？」


　言いながら、それにタルは手を伸ばした。そして、一つ、口に入れると……


「う……こ、これは……これは、俺が昔作ってた、餡だんごじゃないか。材料も、出来も、なにもかもが……ま、まさか、これを、これほどのだんごを、おまえが作ったのか？」


　それにだんご姫はあっさり、


「ああ。おまえの作っただんごの味を思い出して作ってみた。だが、本当にこの味を作ったのは、おまえだ。私は、真ま似ねをしたに過ぎない。そして、このだんごの味を、おまえが馬鹿にした客たちは、どうやら覚えていてくれたようだな」


　瞬間、


「あ……」


　タルは全てを理解したのか、うめくように、声を漏らした。


　しかしだんご姫は続ける。タルを見つめて、


「私は……見かけに騙だまされて、本当に大切な物を見失う人間は、嫌いだ。おまえは私を美人だと言った。そして、美人は、高級な服を着て、パーティーかなにかに出て笑っていたほうが幸せだと言った。だが、本当にそうか？　私がだんごを食べながら、さらなるうまいだんご屋を求めて街を歩いている姿が、おまえには不幸に見えたのか？　奇き妙みような制服を着せられながらも、だんごの道を極めるためにがんばる私が、不幸に見えたのか？


　そう見えたのなら、見当違いだ。


　そう見えたのなら、おまえには、私のことがまるで見えていない。いや、おまえは、おまえのだんごを好きでいてくれた、客のことさえ、見えていない。


　よって、そんな人間の求婚には、私は、応こたえられない。つまりはそういうことだ。さらばだ」


　言って、そのままだんご姫は踵きびすを返す。


　それにタルは……


「あ、あの、俺……」


　が、そこでフェリスは振り返って、


「ついでに言うと、今後私がこの橋のたもとでだんごを売らなくなったら、同じ物を、タサゴだんご店で売ると、客たちには言ってあるが……いまのおまえは、客の期き待たいに応えられるか？」


　そう言って去っていくフェリスに、


「………………」


　タルはもう、声をかけることはできなかった。





　　　　◆





　そして再び商店街。


　フェリスは、世界がひっくり返って海真っ二つなほどの美び貌ぼうが、道ゆく人の注ちゆう目もくを浴あびているのなど、まるで気にせずに、一直線に商店街を抜けていく。そのまま、少し込み入った路ろ地じ裏うらを抜け、彼女がとっている宿に入ると、彼女の澄すんだ青い瞳は、食堂で、なぜか全身粉こなまみれで真っ白になっている、やる気のなさそうな相棒……


　ライナの姿を見て……


「ん。ライナ。もう、明日の分のだんごの準備はしなくていいぞ」


　という言葉に、ライナは顔をしかめて、


「えー？　おまえ、さっき出かける前は、客が待ってるから、ちゃんと準備しとかないと殺すって脅おどしたばっかりじゃねぇかよ！」


「もう、必要なくなった」


「あっさり言うなって！　ああもうおまえ勝かつ手て過すぎ！　いきなりだんご作らなきゃ殺すって言ったり、作ったら作ったで文もん句く言うし、おまけにここんところは、毎日四百食分も作らせやがって……もう、俺ってば最近、だんご作らせられ過ぎで、だんご作りに微び妙みようにハマってきちゃってんだぞ！」


「ん？　それは、だんご作りが面おも白しろくなってきたということか？」


　瞬間、ライナはしまったという表情になって、


「え、あ、いや……ま、まあ、そんな冗じよう談だんはともかく……でもやっぱ、同じ材料使っても、なかなか最初に食わせてもらったあの味は、出せねぇなぁ……粉こねるだけなのに、意外とだんごって、奥が深いよなぁ」


「うむ。おまえにもやっと、そのことがわかってきたか。よし、これからは毎日だんごを……」


「ぜってー嫌やだ！」


　言って、食堂から逃げ出そうとするライナに、フェリスが言った。


「…………なあライナ。本当の美人に、最も似合うものとは、なんだと思う？」


　それにライナは振り返って首をかしげると、


「ああ？　なんだよ突然？　本当の美人に、似合うもの？　俺の意見で？　あ～どうかな。まあ、似合うとか似合わないとか関係なしに、本人が楽しんでなんか頑がん張ばってりゃ、それなりに輝かがやいて見えるんじゃねぇの？」


　と、その言葉に、フェリスは一瞬黙り、それから、


「………………ん。そうだな……」


　そう、答えかけたとき……


　ライナは、なぜかにやりと笑って、


「でもって、そいつがなんか、へんてこなピンクの制服着て、勝手に頑張って金稼かせいで、でもって、その金で昼寝してる俺を養ってくれる──なぁんて優やさしさがさ、本当の美人にはもっとも似合うものだと俺は……」


　そこで、フェリスはわなわなと震ふるえて、


「……き、貴様、あの姿を、見たのか？」


　それにライナは、ここぞとばかりに、さらににやりと笑って、


「もう、見た瞬間大爆笑。んで、これから王シオンの奴やつにもあのときのフェリスのうろたえぶりを手紙で……」


　が、そこまでだった。


　ライナの言葉が終わる前に、すでにフェリスは腰の剣を抜き放ち……それに、


「って、うわ!?　いや、じょ、冗談だって。だから、あの、その、こ、こんな嫌いや味みとかじゃ、怒おこったりしない、優しさとかが、美人には必要だと……」


　しかし、フェリスは、


「なるほど。なら、昼寝どころか、永遠に目を覚まさなくても優しく見守り続けてやる優しさで、貴様をあの世に送って……」


「だからそれのどこが優し……ぎゃああ!?」


　と、いつもの悲鳴が響き渡り……


　そうしてフェリスはまた一つ、今日も本当の美人へと、近づいたのだった。







（ぷりんせす・ＤＡＮＧＯ：おわり）







　めぐりあい伝勇伝



　最良の選せん択たく








　暗い。


　誰だれもいない図書館。


　蔵ぞう書しよ数すうは十八万冊。


　これは、このローランド帝てい国こくにある図書館の中では七番目の規き模ぼを意味する。


「……ま、七番目だって、とても読み切れないけどね」


　彼は暗い図書室の中独ひとり、そう呟つぶやいた。


　窓まどからの微かすかな月明かりに照てらされている書物の海。


　それを眺ながめると、いまでも少し、胸むねがわくわくしてくる。


　この海の中には、見たことのない世界が広がっているのだ。


　先人たちの知ち識しき、夢ゆめ、魂たましいが。


　この海を飲み干ほせば、いったいどれほどの力を手に入れることができるんだろう？


　そう、無む邪じや気きに思っていたあの頃ころと同じ感かん情じようが胸に膨ふくらむ。


　この海を飲み干せば、できないことなんてないんじゃないか？


　あのときはそう思った。


　ただ、前に進むだけ。


　それだけですべては正しい方へと向かう。


　そう思った。


　立ち塞ふさがるのは悪で。


　そして自分は、それを打ち破やぶる正せい義ぎ。


「…………笑える」


　暗くら闇やみの中、再ふたたび呟く。


　しかし、彼の顔に、微笑ほほえみはない。


　ただそっと、机つくえをなでただけ。


　この図書室の中で、もっとも目立たない一番隅すみにある机。


　窓から差す月明かりも、そこまでは届とどかない。


　その机を彼は、どこか懐なつかしむような表情で眺めて、


「……だが、あの頃は本当に、そう思ってたんだ」


　すべては単たん純じゆん。


　出来ないことなどない……


　なのに、彼は顔をあげない。


　記き憶おくだけがただ、頭を巡めぐる。


　誰もいないはずの図書室と、月明かり。








　そして彼と、初めて会ったときのこと。











　　　　◆





　あの日僕ぼくは、空が今日は妙みように赤いな、と思っていた。


　日が落ちていく。


　すると空が赤く染そまる。


　僕は夕方が好きだ。


　落ちていく日の光を見ると、まるでそれが、この国の行く末を暗示しているかのようで……


　思わず、笑えみがこぼれてくる。


　すると。


「なにを笑ってやがる!!」


「この犬いぬ野や郎ろうが！」


　怒ど声せいがあがった。


　しかし僕は空から目を離はなさない。


「下げ賤せんな犬から生まれた家か畜ちくがっ！」


　下賤な犬。


　家畜。


　そう呼よばれるのは、僕の誇ほこりだ。


　僕の中に流れている血。


　半分は、この国の王の血……


　そしてもう半分は、下賤な犬と呼ばれた、母の血。


　赤く、綺き麗れいな空から目を、現げん実じつに戻もどす。


　すると目の前には怒いかり狂くるった貴き族ぞくと、その取り巻まきたちの顔が現あらわれた。


　僕を見て顔を歪ゆがめる。


　僕を見て、下賤な犬だと呼ぶ。


　それにまた、僕は笑いそうになった。


「…………は」


　こいつらが、貴族？


　これが、高貴な血が流れている者たちの顔？


　この、他人よりも高貴な存そん在ざいだと思いたがっているだけの、醜みにくい輩やからが？


　こんな奴やつらより、よほど母のほうが美しかった……


　と、そう思う。


　母はこの国の王の、一時の快かい楽らくのためだけに幸しあわせを奪うばわれ、捨すてられ、あげく、下賤な犬と呼ばれた。


　それ以来執しつ拗ような嫌いやがらせを受け続けた。


　なのに、彼女の笑顔には一点の曇くもりもなかった。


　僕に向ける表ひよう情じよう。


　憎にくい男の子こ供どもであるはずの僕に向ける表情。


『あなたを愛してる』


　死ぬ間ま際ぎわまで、彼女は優やさしい顔でそう言い続けた。


『あなたが生まれてくれてよかった』


　違ちがうよ、と、僕は首を振ふる。


　僕が、あなたの息子むすこでよかった……


　だから僕は、後こう悔かいしないでいられる。


　たとえ半身に、忌いまわしいあの男の血が流れていたとしても、生まれたことを後悔しないでいられる。


　前を見る。


　貴族たちは相あい変かわらず顔を歪めて僕を見ている。


「な、なんだその目は！　三流貴族の分ぶん際ざいで、俺たちに逆さからうつもりか!!」


　三流貴族。


　それが、申もうし訳わけ程てい度どに与あたえられたいまの身分。


　両親は二人とも死んだことになっている。


　当然だろう。


　この国の王……最も高貴な血が流れているはずのこの国の王に、下賤の犬から生まれた子供など、いるはずがない。


　僕は微笑んだ。


「これは申し訳わけありません。まさか、あなたがたに逆らうつもりなど……」


　が、言葉はそこまで。


「黙だまれこの、犬野郎が！」


　貴族の一人が拳こぶしを振ふり上げる。


　それに僕はうんざりする。


　遅おそい。


　よけるのはたやすい。


　いや、この拳をよけ、そして貴族の首をへし折るのに、何秒かかるだろう？


「…………」


　だが、いまこれをよけるわけにはいかない。


　拳が眼がん前ぜんに迫せまる。


　間違って致ち命めい打だを受けないよう、少しだけ顔をずらすが……


「……がぁ」


　痛いたみが頰ほおに走り、体がのけぞる。


　それに貴族は笑った。


「はっ。思い知ったか！　犬の分際で偉えらそうに立って歩きやがって。這はいつくばれ！」


　その命令に……


「…………はい」


　僕は、地面に手をつく。


　笑い声。


「はい、じゃねぇよ。わん、だろ？」


「…………」


　言われた通りに、する。


「うわ、ほんとにやりやがった。みっともねぇ。恥はじ知しらずもいいとこだ。そんなんで、生きてる価か値ちがあるのか？」


　それが、彼らの目的だった。


　侮ぶ辱じよくし、愚ぐ弄ろうし、そして僕を自殺へ追い込こむ。もう、慣なれたものだった。こんな嫌がらせは、生まれたときから延えん々えんと続いている。


　いや、それどころか最近では、まだ顔も見たことがない兄たちが本物の刺し客かくさえ送り込んでくるようになった。


　理由は簡かん単たん。


　身分の低い女の子供が、自分たちの弟だというのが許ゆるせないから。


「…………」


　それにまた、僕は地面を這いつくばったまま、笑みがこぼれそうになるのを我が慢まんする。


「ガキがなめてんじゃねぇぞ。おまえみたいなのは目め障ざわりなんだよ。さっさと死ねよ」


　と、彼らは、とても貴き族ぞくとは思えないような口く調ちようで侮辱の言葉を吐はきながら、僕を数度殴なぐり、蹴けり飛ばす。


　そして、


「ち。こいつ、ビビってうんともすんとも言いやがらねぇ。皇おう子じ様がお悩なやみになるはずだ。こんな能なしと血が……おっと、これ以上は禁きん句くだった。いくぞ」


　そう言って、去っていく。


　それでも僕は、顔をあげない。


「……………………く」


　貴族が去るのを、待つ。


　遠くへ。


　もう少し遠くへ。


　しかし、


「……………………く……くく、はは、あはははははははは」


　我慢できずに、最後には笑いだしてしまった。


　顔をあげる。奴らはもういない。


　それを確かく認にんして、言う。


「……俺おれが……弟だってのが許せないって？」


　そんな悠ゆう長ちようなことを言っていて、本当にいいのか？


　おまけに貴族の男はいま、能なしと僕を呼よんだ。


　能なし。


　だがそれは、すべてこちらの計画どおり。


「…………はは」


　日が落ちていくのを見る。


　それを見ながら、母の最後の姿すがたを思い出す。


　眠ねむりにつき、冷たくなっていてさえまだ、美しい母。


　微笑ほほえんだまま動かない母を見つめ、誓ちかった言葉。


『母さんは僕を優やさしいと言った。でも、優しいっていうのはどういうことだろう。母さんの望のぞむ優しさは……なんなんだろう』


　その答えはいまだに出ない。


　前へ進んで、前へ進んで……


　だけどそれでも、もしかしたら……


『もしかしたら、母さんが思っているようにはできないかもしれない。僕が、優しいとはとても思えないし。でも、僕がこの国を変えてみようと思う。できるのなら、僕がこの狂くるった世界を……それでどれくらいの人が救われるのかはわからないけど……でもがんばってみるよ。


　ここが……


　母さんが眠るにふさわしい世界になるように……』


　あの約やく束そくからもう、何年過すぎたろう？


　年は十五……


　いや、もうすぐ十六になる。


「……ずいぶんと、時間がかかったな」


　そう呟つぶやいてから、立ちあがった。


　そしてもう一度空を眺ながめる。


　しかし日の光はもう、空の向こう側に完全に沈しずんでしまっていた。


　それに僕はまた、微笑む。


　これが……この国の行く末。


「……そろそろ進むよ母さん」


　と、小さく呟いて、僕は空から目をそらし、地面を見る。


　それから取り落とした本を拾い上げ日の落ちた方向に背を向けた。


「明日あしたから始める」


　そして。


　もう二度と、狂った日は昇のぼらせない。





　　　　◆





　深夜。


　暗い、もう、誰もいない図書館の中。


　僕は視し界かいいっぱいを埋うめ尽つくす書物の海を眺め、心躍おどらせる。


　子こ供どものころから図書館は好きだった。


　少しカビたような紙の匂におい。


　様さま々ざまな時代に書かれた、様々な物語や研究書。


　ここにはこの世のすべてがあると思っていた。


　人を、世界を、前へと進めるなにか。


　この海を飲み干せば、きっとなにか、大きな力が手に入る。


　少なくともここにいれば、有ゆう益えきな何か……


　立ち止まらず、前に進んでいるという実感が得られる。


　だから僕は、明あ日すに怯おびえ、不安に眠れない夜はいつも図書館に足を運ぶ。


　そして今日きようも、知らぬ間にここへきていた。


　ということは、


「また明日が怖こわいのか……弱虫だな、俺は」


　暗くら闇やみの中独ひとり言って、苦く笑しようした。


　それから暗い闇の中、周囲を見回す。光こう源げんといえば窓から入ってくる月明かりのみだが、それで十分だった。


　ここは、ローランド王立軍事特とく殊しゆ学がく院いんに併へい設せつされている図書館。


　特殊学院というのは、この国の異い端たんばかりが集められている場所のこと。


　孤こ児じや、Ａ級犯はん罪ざい者しやの子供。


　そして、


「……俺のような下賤な犬の息子むすこ」


　僕はまた笑う。


　とにかくここでは、社会には居い場ば所しよがない者たちが戦争の道具として育成されている。


　貴族たちが戦場になるべく出なくてすむようにするための、戦せん闘とう兵へい器きを育てる場。


　ひとたび戦いくさが起きれば、ここにいる者たちは真っ先に戦場へと送り出される。


　たとえ、年とし若わかい子供だろうと。


　そして明日、僕はその学院の生徒になる。


「…………」


　不安だった。


　不安で、眠れないほど……


　ここが、あまりにも素す晴ばらしい場所だったから。


　この国を引ひっ繰くり返すための同どう志しを集めるのに、これほどいい場所があるだろうか？


　誰もがこの国に恨うらみを抱いだいている。


　虐しいたげられ、侮ぶ辱じよくされ、それでもこの国に尽つくして、いつか……と、夢ゆめを見ている若者が集められている。


　ここは、そういう場所だった。


　そんな場所で……


　さあ、どれだけの人間が僕についてきてくれるだろうか？


　いつも、不安に震ふるえる。


　もうかなりの数の同志が集まってはいる。だが、まだまだ足りない。ここで一気にその数を増ふやさなければ……


　失敗は許ゆるされない。


　失敗は、死を意味する。僕の死じゃない。仲間の死だ。


　失敗は許されない。


　僕は、うまくやれるだろうか？


「…………」


　そしてまた、明日が怖くなる。


　不安に震える。


　僕はうまくやれるだろうか？


　僕は、うまくやれるだろうか？


「…………」


　だがそこで、僕は手を伸のばし、棚たなから本を一冊取り出した。


　すると不ふ思し議ぎなほどに震えが止まる。


　それはいつものこと。


（大だい丈じよう夫ぶ。俺はうまくやれる。失敗はしない）


　それは、いつものこと。


　だから僕は、眠れない夜、図書館に足を運ぶ。


　立ち止まっていないと、実感するために。


　取り出した本の表紙を見ると、そこには『魔ま導どう戦せん闘とうにおける心理戦』というタイトルが書かれていた。


「ふむ」


　それから、他の書棚も見てみるが、やはりほとんどが軍事や戦せん術じゆつ、戦せん略りやく関係の書物ばかりで、


「情じよう報ほうどおり」


　と、僕はうなずいた。


　深夜、図書館に忍しのび込こむ前に、僕は必ずその図書館について一度調べる。


　主に調べるのは、夜間に警けい備びはいるのか？　侵しん入にゆうするためにはいくつ鍵かぎを開ける必要があるのか？　開けるのならば、どういった種類の鍵なのか？


　その他ほかは、どういった傾けい向こうの書物がおかれていて、どれくらい充じゆう実じつしているのか？


　確かここの蔵書数はざっと一万。図書館と呼ぶには、少し寂さびしい数字だろうか？


　おまけに置かれているのはほとんどが軍事もの。


　さすが特殊学院の図書館。


　そのまま僕は『魔導戦闘における心理戦』を手に、あらかじめ決めておいた机つくえへと向かう。


　月明かりが強くあたる、窓まど際ぎわの席だ。


　外の誰かに気づかれると追い出されかねないから、明かりをつけるわけにはいかない。


　机につく前に、一度窓の外を見る。


　月明かりだけでもだいぶ明るい。


　窓からは明日から通うはずの、だだっ広い特殊学院の演えん習しゆう場じようが広がっていた。


　それを見て……


「明日……か」


　僕は小さくそう呟いた。


　机の上に、本と、それとは別に持ってきていた書類を広げる。


　それは、あらかじめ部下が調べた、この学院にいる生徒の中でも、優ゆう秀しゆうな人材についての報告書だった。


　椅い子すに座すわり、もう二度読んだその報告書を、再ふたたび読み始める。


　優秀な人材。


　それも特に、この国に対し、不満を持っている人材。


　やはりこの学院は、宝たからの山だった。


　しかし、今回の人材で、最も大きな戦力になりそうなのは……


　と、僕は数すう枚まい書類をめくってから、手を止める。





『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しや＝ライナ・リュート。





　そう、書かれたページ。


　彼につけられた通り名は、


『ローランド最強の魔ま術じゆつ師し』


　というものもあったが、しかし、もっとも多いのは……


『化ばけ物もの』


『化物』


『化物』


　僕は、目を細める。


『化物』と、


「……『下げ賤せんな犬の子供』……相あい性しようはよさそうじゃないか」


　ライナ・リュートの経けい歴れきは申し分なかった。


　あの、ジェルメ・クレイスロール訓くん練れん施し設せつを出て、ローランド三○七号特とく殊しゆ施設へ……


　表には出てこない、狂くるった戦争が生み出したこの国の暗部の名前のオンパレードだ。


　特に三○七号は施設に所しよ属ぞくしている子供同士を殺し合わせ、生き残った者を戦闘兵器へと育てるという、最悪の施設だった。


　その施設で彼は、ずば抜ぬけた才能を見せている。


　成績優秀。頭ず脳のう明めい晰せき。異い様ように高い戦闘能力と魔法知ち識しき、生せい存ぞん能力。


　だが、人は殺さなかった。殺さなければ生き残れないこの施設で、彼は、人を殺さずに平然と生き残った。


　それだけの実力を、彼は持っていた。


　さらにこの報告書によると、近いうちにジェルメ・クレイスロールと、ラッヘル・ミラーの手引きにより、この国から出しゆつ奔ぽんする計画があったらしい。


　だが、


「歯車は、狂う」


　僕は書類を読み進めた。


　いつも通りの、殺し合いの訓練の最中に……


『複写眼アルフア・ステイグマ』。


　ライナの、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴ぼう走そうしてしまう。


　そして他の子供たちを、八三七という番号コードが振ふられた、ミルクという名の少女を残して、彼は、すべて殺してまう。


　一度暴走した『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、もう、意い識しきを取り戻すことはない。


　ただ、破は壊かいをまき散ちらすだけ。


　そして、暴走する化物を殺すための部隊が派は遣けんされ……


　ライナ・リュートは殺された。


　書類上では、そうなっていたはずだった。


　もちろん、ミラーとジェルメも、それを信じた。ライナが暴走し、他の子供たちが殺されたのは、事実なのだ。


　だが……


「彼は生きていた……」


　僕はさらに、書類をめくる。


　最近になって、その情じよう報ほうが表面に出てきた。


　彼はいまだに、三○七号特殊施設に所しよ属ぞくしていたのだ。


　おまけに隠いん成せい師しという組そ織しきに所属していた、という情報もあるのだが……そこらへんはいまいち不ふ透とう明めいだった。


　いや、隠成師という組織自体が、噂うわさでしか名前があがらない、謎なぞの多い場所なのだ。


　僕の調ちよう査さ網もうではまだ、立ち入ることができないほどの、暗部。


　だが、彼がなにをさせられていたのかはわかる。


　断だん片ぺん的に聞こえてくる彼の評ひよう判ばん。


『隠成師始まって以来の天才』


『黒くろ髪かみの悪あく魔ま』


『死の化け身しん』


　そして、ジェルメがライナの元へとおもむいたとき……


　彼は彼女に、会おうとはしなかったという事実。


　それからも、彼が歩んだ道がどういうものだったのか、手に取るようにわかるようだった。


「…………これは、一ひと筋すじ縄なわではいきそうに……」


　が、そこまで言ったところで……


　カタン。


　図書室の闇やみの奥おくから、小さな物音。


「…………」


　瞬しゆん間かん、僕は言葉を止める。


　いや、絶ぜつ句くしてしまったと言ったほうがいいか？


　ありえない。


　そう思った。


　この図書室の中には、僕以外、誰だれもいなかったはずなのだ。


　少なくともここに入ってからいままで、他の誰かの気け配はいは感じなかった。


　だがいまは、はっきりと気配が伝つたわってくる。


　月明かりが届とどかない、闇の奥。


　書棚に隠かくれた、さらに奥。


　何者だ？


　僕は目をこらす。


　しかし、やはり闇が深くて見えない。


　だが、確かく実じつにいる。


　刺し客かくか？


「……それは、ちょっとまずいな」


　僕は相手に聞こえないくらいの、小さな声で呟いた。


　もしこの、いままでまったく気配を感じさせなかった相手が刺客ならば、明らかに勝ち目はない。


　実力差は歴然だ。


　おまけに、状じよう況きようもかなり悪い。


　僕はここにきてからずっと、月明かりの強い窓際にいたが、相手は闇の奥にいたのだ。


　暗闇に目が慣れているのは、向こう。


　戦うのは上じよう策さくではない。


　じゃあ、どうする？


　気配が近づいてくる。


　どうする？


　気配が、近づいてくる。


　なにが最さい善ぜんだ？


「…………」


　全身を緊きん張ちようさせながら、僕は自分に問いかける。


　相手の姿すがたが、闇の中におぼろ気げに現あらわれる。


　時間がない。


　戦うなら先手を。


　逃にげるならできるだけ早く。


　戦うか？


　逃げるか？


　いや、選せん択たく肢しは、一つだ。


「…………く」


　僕は、踵きびすを返した。


　そして窓を割わって、外へ逃にげようと……


　が、そこで。


「ふわ～。眠りたりねぇ」


　突とつ如じよそんな、妙みように気の抜ぬけた男の声があがり、


「へ？」


　僕はそこで、思わず足を止めてしまった。


　それは致ち命めい的てき。


　もしこれが相手の策さく略りやくなら、僕の命はもう、とっくになくなっている。


　だが……僕は生きていた。


　ということは、こいつは刺客じゃないのか？


　そう判断すると、今度は好こう奇き心しんが首をもたげてくる。


　それと同時に、図書館で得た知ち識しきが頭をよぎった。


『好奇心が人を殺す』


　まったくだ、と思った。


　そしてまた、振り返るかどうか、躊ちゆう躇ちよする。僕はいつも選択を迷まよう。右か、左か？　どちらが最善だ？　どちらがより良い選択だ？


　その優ゆう柔じゆう不ふ断だんさは、刹せつ那なの命をやりとりする戦場ではやはり、致命的だろう。


　いい兵士にはなれそうにないな、なんてことを思う。


　それから一度息を吸すって、踵を返した。


　顔には笑え顔がお。


　こちらからは闇の奥は見えないが、向こうはこちらが見えているだろう。


　相手の気を呑のみ込むには最初が肝かん心じん……と、いうのも、確たしか図書館で得た知識だったろうか？


　まあ、いまはそんなことはどうでもいい。


　僕は言った。


「やあ。君は……」


　が、それを遮さえぎって、


「だりぃ～ってか、起きた時間がハンパで、頭痛いてぇ～」


　言いながら、闇の中に動く人ひと影かげは、図書室の一番奥の席に座ってしまう。おまけに机に突つっ伏ぷし、頭を押さえる。


　それに僕は肩かたをすくめ、


「というと、君はここで寝ねてたのかい？」


　その問いに、苦く痛つうに耐たえるような声こわ音ねで、


「……んあ？　なんか文もん句くあんのか？」


「いや、文句はないけど」


「じゃあなんだよ？」


　それに僕は答えた。


「ここ、図書室だよ？」


　するとまた、痛みをこらえるようなくぐもった声で、


「知ってるよ。だから静かに寝てたろうが。それともなにか？　図書館では本を読みなさーいとか、言うつもりか？」


　なんて言葉に、僕は思わずふき出しそうになった。


　図書室だから、静かにしてた。


　静かに……つまり、気配を消して、寝ていた……と、そういうことだろうか？


　そんな馬ば鹿かな。下へ手たな噓うそにも、ほどがある。


　だが……目的が僕の命じゃないのは確かのようだった。


　いくらこの男が気配を消すのが得意でも、さすがに途と中ちゆうからこの図書室に入ってきたら、僕は気づくだろう。


　ということは、僕がくる前から、この誰もいない図書館にいた、ということになる。


　しかし、いったいなんの目的で？


　これは……俄が然ぜんおもしろくなってきた。


　僕は内心笑みを浮かべて、続ける。


「ちなみに、いまの時間を知ってるかな？」


　それに応こたえる声は、やはり気けだるい。


「あ～？　なに？　夜の八時ぐら……」


　とそこで、男は顔をあげる。そして、


「んぁ？　なんだ？　なんで明かりがついてないんだ？」


　ちなみにいまの時間は、深夜一時。


　僕は言った。


「この図書館はもう、今日は閉へい館かんしたんだよ」


　するとその男は、驚おどろいたように周囲を見回し、あーっと納なつ得とくするように言って、うなずいた。


　そしてそのまま再ふたたび突っ伏して、


「そかそか、んじゃ、朝までおやすみ～」


　それからすぐに再び眠ねむりに入ろうとして、僕は慌あわてて言葉を続けた。


「いや、ちょ、ちょっと待てって」


「んぁ？　なんだようるせぇなぁ。あれか？　おまえ、図書委員かなんかか？　それで本を読めと？　はいはい、読む読む」


　と、男は一番近い書棚に手を伸のばして本を取る。


　そしてそれを机に置いて開き、その本の上にやっぱり突っ伏して、


「ぐー」


「いやそういうことじゃなくて」


「ああもううるせぇな！　じゃあどういうことだよ！」


　と、ほんとにうるさげに、しかし、顔は本に突っ伏し、眠る気満々の体たい勢せいで言ってくる。


　それに……


　本気だ。


　そう思った。


　この男は、本気で寝る気だ。


　いま目の前で、こちらをまるで警けい戒かいしていない、緊きん張ちよう感かんのかけらもないだらけきった男の姿を見て、僕はそう思った。


　この図書室で昼寝して、寝過すごしてたら閉館してしまい、じゃあ、朝まで寝るぞ、と。


　僕はあれきた表情でため息をつく。


　これは、気配を感じられなかったのは、たまたまだったのか？


　なんて思え始めてきた。


　もしくはライナ・リュートの資料に夢む中ちゆうになりすぎて、周囲へ向ける注意が足りなかったのか……


　それとも、この特殊学院という場所では、寝ているときでさえ気配すら感じさせないほどの実力者があたりまえにいるのか……


　僕は聞いた。


「君は……」


　しかし男はすぐに遮って、


「今日の質しつ問もんコーナーは終しゆう了りよう～。次の時間はおやすみコー……」


　が、僕もその言葉を遮る。


「君は、この学院の生徒なのかな？」


「ああくそ、おまえも頭痛に鞭むち打つ奴やつだなぁ。恨うらみでもあんの？」


　その言葉に僕は苦く笑しようして、それから机つくえに座すわる。


「こんなところで寝るから頭痛いたくなるんだよ」


「はいはい、ったく、図書委員さんはうるせぇなもう。あ、もしかしておまえ、新入生いじめしようとしてんの？　そういうのの受付は、出来れば明日以い降こうにし……ぐぅ」


　そこまでで、あっさり寝てしまう。


　器用な奴だ。


　だが、もう質問する必要はなかった。


　新入生……彼はそう言った。


　つまり彼は、同学年なわけだ。


　なら、明日また会うだろう。


　僕が彼の気配に気づけなかった理由。それが彼の実力なのか、それとも偶ぐう然ぜんなのか。


　もし実力なら……


　と、僕は机の上の資料を見た。もし実力なら、彼の名前はきっと、この中にある。


　焦あせる必要はない。


　すべては、明日から。


　僕は書類をまとめ、それから立ち上がった。書しよ棚だなに近づき、『魔ま導どう戦せん闘とうにおける心理戦』を返す。


「……結局読めなかったな。今度もう一度借り……」


「うるさいっ！」


「……はぁい」


　肩かたをすくめ、それからまた、苦笑した。


　少し近づいたせいで見えた、机に突っ伏した黒くろ髪かみの男。


　それに向かって僕は微笑ほほえんで、それから、図書室をあとにした。





　　　　◆





　翌よく日じつ。


　ローランド王立軍事特とく殊しゆ学院の演えん習しゆう場じように集められた新入生の中に、僕は立っていた。


　壇だん上じようからは、教官の怒ど声せいが飛んでくる。


　言葉の内ない容ようは……


　貴き様さまらにはいかに権けん利りがないか。


　貴様らは命を懸かけるんじゃない、命を捨すてて、このローランドのために尽くすんだ！


　などなど。


　ご大たい層そうな言葉を並ならべ立てている。


　それから僕は、周囲を見る。


　すでに僕の周まわりにいるのは、仲間ばかりだ。


　この学院に入る前から仲間だった者。入ってすぐに仲間になった者。


　新入生だけで、二十四人。


　この学院全体では八十人を超こえる。


　だが、足りない。


　まだまだ足りない。


　もっと、もっと僕の力をここにいる者たちに見せつける必要がある。


　僕についてくれば、安全だと。僕についてくれば、間ま違ちがいないと。


　そして、僕についてくればもしかしたら、この国は変わるんじゃないか、そう、思ってもらえるように。


　いまから一年。


　勝負はそれで決まる。


「…………」


　と、そこで、その仲間の一人である少年が、耳打ちするように言ってきた。


「あの教官、むかつきますね。一発こらしめてやってくださいよ」


　それに僕は再び教官へと目を向けた。


　教官は相変わらず、


「おまえたちは豚ぶただ！　生きる価か値ちのない豚！　生き残りたければ強くなれ！」


　なんてことを叫さけんでいて……


　それに僕は苦笑して、言った。


「彼も僕の部下だよ」


「えっ!?　あ、うそ、いや……」


　とそこで、少年の僕を見る目が変わる。まるで憧あこがれのなにかを見るような、そんな目で、


「さ、さすが……」


　だが、そこで僕は言葉を遮って、微笑む。


　それから、別の集しゆう団だんのほうへと目を向けた。


　まだ、僕の息いきのかかってない男や女たち。そのそれぞれで、すでに違う、小さな組そ織しきがいくつか形成されつつあるようだった。


　それぞれにリーダーがいて、そしてそいつらは、いまにも殺さんとばかりに、僕をにらみつけてきている。


　するとまた少年が、


「あ、あいつら俺おれらに喧けん嘩か……」


　それもそっと、僕は遮さえぎる。


「気にするな」


「で、でも……」


「相手にならない。彼らはきっと、すぐに僕の手に落ちる」


　それは本心だった。


　ざっと見て、こちらをにらみつけている奴のなかに、僕を相手に出来るようなのはいなかった。


　仲間にするのはたやすい。


　しかし、仲間にする必要もそれほどない。


　昨日きのうの資料を思い出す。


　必要なのは……僕がまるで太た刀ち打うちできないぐらいの化ばけ物ものだ。


　僕は周囲を見回した。


　するとおそらく、昨日の資料に載のっていた人材であろう者たちが、ちらほらいた。


　そのほとんどが、僕にはまるで興きよう味みを示しめしていない。彼らにはすぐにわかるのだ。僕など、取るに足りない存そん在ざいだと。


　むしろにらんで、意い識しきしてくれたほうがありがたいくらいなんだけど……


「……やっぱり、眼がん中ちゆうにないよねぇ」


　だが、いまはそれでいい。


　その彼らに、次に僕の姿が映うつるとき……


　そのとき僕は、彼らにとって、これ以上ないほど魅み力りよく的てきに映るようしてやる。


『下げ賤せんな犬の息子むすこ』が、この国の王よりも魅力的に映るように……


　ちょっと、しんどい話だけど……


　僕は疲つかれた笑みを浮うかべた。


　そのまま、さらに視線を動かす。


　今回の目玉商品を探さがして。


　さて、どいつだろう？


　と、この学院に入った者の中でも、一番飛び抜ぬけた『化物』。


　ライナ・リュートの姿を。


　確か子こ供ども時代の容よう姿しの特とく徴ちようは……


　と、再び報ほう告こく書の文を思い出す。


　ジェルメが書いた部分。


『黒髪黒目。子供のくせに妙にませてて、私に結けつ婚こんしてくれだなんて求婚してきちゃって！　まあ、私の魅力に幼おさない子供がまいっちゃうのも当たり前だけどね。私も罪つみな女だわ[image: ]　あはは』


　そんな文章に……


「…………と、とりあえず、彼女の報告書は無視しよう……」


　呟つぶやいて、僕はもう一度見回した。


　そして探す。


　黒髪黒目。黒髪黒目。


　だが、黒髪黒目の奴なんていくらでもいて、どれがライナ・リュートかわからなかった。


　いや、むしろだからこそ『化物』なのだろうが……


　レベルが最も低いのが、こちらをにらんできている奴ら。


　そしてその次が、こちらを無視してはいるが、その実力が丸わかりな奴ら。


　しかし僕が最も欲ほつしているのは、さらにその上だ。


　僕なんかじゃ、その実力すら計れない奴ら。


「さて。ど～こに隠かくれてるのかな。全部見つけ出して……」


　そして、全部俺のものにしてやる。


　だが、その日は見つけられなかった。


　いや、その翌よく日じつも。


　さらにその翌日も。








　そして、僕がその最も飛び抜けた『化物』を見つけるのには、さらに半年もの時間を要すことになる。


　理由はいくつもあった。


　彼とは運悪く、クラスが離はなれてしまったこと。


　僕が仲間集めや、いろいろな準じゆん備びに忙いそがしかったこと。


　だが、最も大きな理由は……


　彼が、ほとんど授じゆ業ぎように出てこなかったからだった。





　　　　◆





　半年後。


　僕は彼を見つけた。


　しかし最初に目を向けたのは、彼にじゃなかった。


　彼に殴なぐりかかろうとする、一人の女の子。


　ちなみに場所は演えん習しゆう場じよう。


　いまは実じつ践せん組くみ手ての時間。いわゆる戦せん闘とう演習だ。


　生徒同士が一対一で模も擬ぎ戦せんを繰くり広げている。


　そんな中、僕が目を向けたのは、昨日の夜報告書をもらった、キファ・ノールズという赤髪の女の子だった。


　最近急に成せい績せきを伸のばしてきた少女で……


　報告書にはこうあった。


　キファ・ノールズ。全すべての科目で常つねに平均以上の成績を修おさめ、おまけに明るく容よう姿し端たん麗れいで人気が高い。


　僕がそちらを見ると、確かに彼女は人気がありそうだった。


　勝かち気きな、髪と同色の赤い瞳ひとみ。その瞳で、目の前の組手の相手を見つめ、


「いくわよ！」


　拳を振り上げる。その動きも、なかなか鋭するどい。そこらの男じゃ、彼女の相手をするのは大変だろう……


　とそこで、僕はその相手を見た。


「…………」


　そこにいたのは……


　寝ね癖ぐせがついたままの黒髪に、まったくやる気というものに欠かける緩ゆるんだ黒い瞳。


　脱だつ力りよくした猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くは、鉄てつ拳けんを目の前にしてさえ、まるで緊きん張ちようすることなく、だらけた雰ふん囲い気きで、


「お～、もうすぐあたるな～……」


　なんて言葉。


　こんな奴が、どうして特殊学院に？


　と、あきれ顔で僕が心の中で問いかけたときにはもう、


　ドコ！


　という音と、


「ぎゃ!?」


　という悲ひ鳴めい。


　やる気ゼロなその男は殴り飛ばされていく。


　そのまま無ぶ様ざまに地面を転ころがり……


　が、僕はそこで首を振ふった。


　こんな相手じゃ、キファ・ノールズの実力はわからない。


　彼女を見るのは、次の機会にしよう。


　と、僕は別のほうを向いた。他ほかの、まだ仲間にしていない有力な人材を……


　が、そこで。


　キファのため息。


「………………はぁ」


　それから彼女は、あきれたような声こわ音ねで、


「だぁからライナってば、なんでいっつもそんなにやる気がないわけ？」


　瞬しゆん間かん。


「…………なっ」


　僕は、振り向いていた。


　いま、いまあの女は、なんと言った？


　キファの声が続く。


「っていうかあんた！　なに気き絶ぜつしたふりとかしてんのよ。んなわかりやすくぴくぴくしながら気絶する奴いないでしょうが！」


　その言葉に、僕は倒たおれて、わかりやすくぴくぴくしている男を見る。


　そして……


「あ、あれが……」


　キファと男の会話は続く。


「ここにいるじゃん」


「あ！　あ！　ほらやっぱりあんた気絶してないじゃない!?　こんなんじゃ私の成績まで落ちちゃうでしょ！　もうじゃあ続けるわよ？　いい？　魔ま法ほううつわよ？　いくよ？　いいの？」


「うう……だめ」


「だめじゃなーい!?」


　キファは声をあげ、手を空間に踊おどらせ始める。


　ローランド特有の、光の魔ま方ほう陣じんを描えがく魔法。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　魔方陣の中央、小さな稲いな妻ずまが生まれ……


　その動きは、なかなかのものだった。


　しかし、彼女の動きなど、どうでもいい。


　僕ぼくの目は、彼女を映うつさない。


　見ているのは……ただ、地面に倒れたまま、あきらめきった顔で呟く、男。


「ううむ。雷らい撃げきの魔法か……今度はほんとに気絶するかも……」


　そうだ。


　と、僕は思った。


　さすがに『稲光いづち』をくらえば、ただではすまないだろう。


　どうする？


　この状じよう況きようで、あいつはどう動く？


「……正体を見せろ、化物」


　僕は小さく呟いた。


　キファの魔法が、放たれる。


　直後。


「…………なっ」


　僕は思わずそんな間ま抜ぬけな声をあげた。


　男は、まるでよけようとせずに、あっさり『稲光いづち』を受けて再ふたたび倒れてしまった。


　それに、キファの悲鳴。


「ちょ、ちょっと!?　なんであんたよけないのよ！」


　そう叫さけんだが……


　そんなのわかりきってる。


　僕は、自分の顔が引きつるのを感じた。


　ライナ・リュート。


「こいつは……」


　こいつは、確かに『化物』だ……


　すでに、彼には見えていたのだ。


　キファが発動しようとしている魔法が、どの程てい度ど威い力りよくが弱められていて、もしもくらった場合、どれくらいの損そん傷しようを受けるのか。


　そして、目の前。


『稲光いづち』によって感電して、ぴくぴくしているライナは、あきらかに無む傷きず。


「……こんな化物相手に、どう立ち回る？」


　二人の会話は進む。


　僕はそれを、相手に気づかれないよう、横目で観かん察さつする。


　キファがあきれきった口調で、


「んもぉ心配させないでよねぇ……はぁ……っていうかさ……なんであんたはそこまでして授じゆ業ぎようをサボりたがるわけ？」


「今日は眠ねむいんだよ」


「あんたいっつも眠そうじゃない！」


「今日も眠いんだよ」


「言いなおすな！」


　二人は、どうやら仲がいいようだった。


　それに僕は頭の中で計画を張はり巡めぐらせる。


「なら、キファ・ノールズのほうから攻せめるか？」


　失敗は許ゆるされない。


　彼は、絶対に必要な人材だ。


　とそこで、部下である少年の一人が言ってくる。


「ライナとかいう奴……ひどいですね。おまけに僕らのアイドルを独ひとり占じめにして、むかつくし」


　それに、君はむかついてばかりだな……と言いそうになるのを、こらえた。


　それから首をかしげ、


「アイドル？」


　すると少年は大きくなずいて、


「そうです！　キファ、すごいかわいくないですか？」


　それに僕はもう一度キファを見る。


「ああ、まあ確かに、かわいいな」


「なのにあのライナとかいう男……あいつ万年成績最下位のくせに、むかつくんですよ！」


「ふむ」


とそこで、周囲からも、


「普ふ通つうあんな手て加か減げんされた魔法くらうか？」


「困こまるんだよなぁ～。弱い奴やつがこの学院にいられたら。俺たちの価か値ちまで下がるじゃないかよ」


「もういっそライナなんていまので死んじまえばよかったのにな」


　それは、嫉しつ妬とが混まじった声。


　キファ・ノールズは美人で、かわいくて、おまけにあんな成績最下位の男でいいなら、俺だって……


　と、つまりはそういうことか。


　それに僕は、


「なるほどね」


　笑えみを浮うかべた。


　キファを見る。


　彼女がこれほどまでに人気があるなら……仲間を集めるための、エサになる。


　そのエサに、ライナもついてくるなら……


　とそこで、キファが怒ど鳴なるように言う。


「もう！　ライナはくやしくないの？　あんなふうに言われて！」


　するとライナはそこで初めて、やる気に満ち満ちた顔を見せる。


「いいねそれ。よしこうしよう。いまの陰かげ口ぐちで精せい神しん的てきショックを受けた俺は、しばらく立ち直れないから今日はもう授業は……」


「んもぉ絶対サボらせないわよ！」


「まじで？」


「まじで！」


「う～」


　そんな仲のいい二人に、さらに険けん悪あくな雰ふん囲い気きになる演えん習しゆう場じよう。


　ライナへの侮ぶ蔑べつに反はん応のうするのは、どうやらキファのようだった。


　それに。


「もう一ひと押おしか？」


　僕は背はい後ごの少年に、命じる。


「アーム、スティフ、スローノに、ライナを野や次じらせろ」


　すると少年の顔が輝かがやき、


「え？　じゃ、じゃああいつをこらしめるんですか？」


　だが僕は首を振る。


「逆ぎやくだ。仲間に引き込こむ。早くしろ」


　命じると、少年は走る。


　そしてすぐに。


「ライナ消えろ！」


「邪じや魔まだ！」


「弱いくせにこの学院にいるんじゃねぇ!?」


　野次の声があがる。


　部下の、アーム、スティフ、スローノ。三人ともが堂々たる巨きよ軀くを持った頼たのもしい男たち。彼らは、この学院の中ではかなり強いほうのはずだった。


　少なくとも、この三人と同時に戦えば、僕はそれなりに苦戦するだろう。


　だが……


　その三人に、ライナは目を向ける。


　しかしやはり、彼は顔色一つ変えない。


　つまりはそういうこと。


　彼にとっては、警けい戒かいするに値あたいしない相手、ということだろう。


「…………のやろ」


　僕はそれに、顔をしかめた。


　彼の前で、僕はどれだけやれるだろう？


　うまく、彼を取り込めるだろうか？


　全身が、緊きん張ちようする。


　また、いつもの不安が胸むねに膨ふくらむ。


　この選せん択たくで正しいのか？　俺は間ま違ちがってないのか？


　選択は……


　ライナが言う。


「ほらキファ。みんなもああ言ってることだし、今日のところは俺は授業を……」


　その、言葉を。


　僕は遮さえぎって、前へと出た。


　勝負だ。


　声を張り上げる。


「君たちは、ライナのことを馬ば鹿かにする前に、自分をもっと鍛きたえたほうがいいんじゃないか？」


　それで演習場は、一瞬にして静まり返る。


　この半年で、それだけの地位を僕は獲かく得とくしていた。


　成績トップ。


　貴き族ぞくの出。


　生徒たちの中心人物。


　教きよう師したちでさえ、おいそれとは僕に手出しはできない。


　誰だれもが僕に注目する。


　しかしライナは……


「ふわぁ……やっぱ眠いや」


　それにキファが慌あわてて、


「って、せっかくシオンが助けてくれてるのに、なにあんたは無む視しきめこんでるのよ」


「え？　助けてくれてんのこれって？」


　正せい解かい。


　助けてるわけじゃない。


　僕はまた緊張し、しかし、それをさとられないよう、顔に微び笑しようを浮かべる。


　全身脱だつ力りよくし、半はん眼がんのままのライナの顔を横目で見る。


　さて、どこまでお見通しだ？


　それから再ふたたび部下の三人組に目を向けて、


「君たちも暇ひまそうだな。なんなら僕が相手になるよ。まだ、授業は終ってないんだから」


　すると三人は体をすくめる。


「え、あ、いや、シオンさんと組手をやろうとは思わないよ。なあ？　そうだろ？」


「あ、ああ！　俺おれたちはライナが気にくわないだけで……」


「そ、そうそう。あんたとやりあいたいとは思わないよ」


　それに僕は、目で合あい図ずする。


「そうか……だが。いいのか？　いまちょうど僕たちのほうを教官が見てるぞ。いま僕との組手を放ほう棄きしたら、君たちは敵てき前ぜん逃とう亡ぼうをする可か能のう性せいがある人材と見なされて、減げん点てんされるかもな。それでもいいなら、ご自由に」


　それで、三人にはこちらの意思が伝わった。彼らは優ゆう秀しゆうな部下なのだ。


　僕は言う。


「で、どうする？」


　すると三人は、迷っているような表情。そして、


「く、くそ。やるか」


　なかなか演えん技ぎ派はだ。


　僕は微笑ほほえんだ。


「そうこなくっちゃ。三人同時にこいよ」


　そして、戦せん闘とうが始まる。


　だが……


　ライナは相変わらず眠ねむそうな顔。


「……ったく」


　僕は舌した打うちした。


　そして学院の中でもトップクラスの三人を相手に鮮あざやかな勝ちを収おさめ、誰だれの目にも僕の圧あつ倒とう的てきな実力が焼き付く。


　効こう果かは絶ぜつ大だいだった。


　この学院のすべてを手中に収おさめるのは、遠い未来じゃないだろう。


　だが、ライナだけはやはり、興きよう味みなさそうな顔。


「…………手て強ごわいなぁ……」


　僕ぼくは、肩をすくめた。


　その後、二人に声をかける。


　まずキファに仲間になるよう誘さそった。


　すると当然、誰の目から見てもわかるほどライナに惚ほれているであろうキファは、彼も一いつ緒しよに、と言いだす。


　そこまでは計画通り。


　なのにこいつときたら。


「え～めんどいからやだな～」


　その後もキファの心も無視して、だるいだのしんどいだのと並ならべ立て、こちらの誘いをかわしてしまう。


　そこでキファがいまにも泣きそうな、かすかな声で、


「ライナの馬ば鹿か……自分でそんなこと言ったら……離はなれ離れに……」


　状じよう況きよう悪化。


　キファにいま泣かれるのはまずい。


　くそ、と心の中で毒どくづく。


　計画がまるでうまく進まない。


　ライナはお情なさけで僕の仲間になる……それが恩おんを売る、最良の方法だったのだが……


　そううまくはいってくれないか。


　僕はキファの言葉を遮さえぎり、笑顔で言う。


「いや、ライナはなにか勘かん違ちがいしてるみたいだね。僕はライナ、本心から君にも僕の下もとにきてもらいたいと思ってるんだよ？」


「へ？　なんで？」


　ライナはとぼけた口調。


　それがむかつく。


　だが、僕はやはり笑顔のまま、


「うん。あえて言えば、目が気に入ったから、かな。僕を見ても、君は驚おどろかない。嫉しつ妬としない。いつもぼやけた君の目が気に入ったんだ」


「うわ……それってまさか俺に惚れたってことか？　うう……ごめん……そういうことならなおさらシオンの下には……」


　殺すぞ。


　と、毒づく間もなく、今度はキファがうつむいて、


「じゃ、じゃあ私は……」


　誘いを辞じ退たいする？


　はい、また状況悪化。


　その言葉を言わせるわけにはいかない。


　くそ、やりにくいな。


　進路変へん更こう。


　そして僕は、結局最悪の選せん択たくをすることになる。


　ライナの耳元に顔を近づけ、


「おい。おまえなぁ、俺が誘ってるんだからあんまりごねるなよライナ。俺はおまえの目が気に入ったってさっき言ったろ？　俺は『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやのおまえが欲ほしいんだよ」


「って!?」


　途と端たん、ライナはだらけきっていた体を跳はね起こし、僕から離れた。


　そのままさらにあわてた様よう子すで、


「な、な、なにを言ってるのかなおまえは……俺はそんな『複写アルフア……じゃないや……えっとぉ、そんなもんのことはぜんっぜんこれっぽっちも知らな……」


「そんな謙けん遜そんすることないよライナ。君がほんとの実力を隠かくしてるのはわかってるんだ。僕は君が昔いた、孤こ児じ院いんにまでいって調べたんだからね」


「な……」


　そのときの、ライナの目。


　その目に映うつった一瞬の色を、僕は見み逃のがさない。


　警けい戒かい。


　いや、敵てき視し？


　だから、この選択肢しだけは選びたくなかったのに……


　ほら、また状況が悪くなった。


　だがもう止まれない。


　無視して立ち去ろうとするライナの背せ中なかに、


「仲間にならないなら、ばらすよ。みんなに全部ばらす。君が隠している能のう力りよくのことをばらしたら、どうなるかわかってるだろ？」


「う……」


　それで、彼は足を止める。


　そのままため息をつき、振ふり返った。


　その顔を見て、僕もため息をつきたくなる。


　完全に、嫌きらわれてる。


　そしてライナは、


「俺のことを知ってて欲しいって？」


　そう、言った。


　俺のことを知ってて、欲しいって？


　彼は、そう言った。


　僕はそれにうなずく。


　そう。


　そのとき確たしかに、僕はうなずいた。


　そして笑顔でこう言ったはずだ。


「僕が欲しがってやらなきゃ、誰も欲しがってくれないだろ？」





　その言葉の意味を……


　そのときの僕は、わかっていたのだろうか？





　　　　◆





　その後、しばらくは平和な時が過すぎる。


　仲間は次し第だいに増ふえていき、ライナ、キファ、トニー、タイル、ファル、いろいろありながらも、仲良くやれていたと思う。


　すべてが順調に進んでいた。


　もうあと一歩。


　もうあと少し進めば、世界を変えられると、僕はそう思っていた。


　簡かん単たんだ。


　前へ進めばいい。


　止まらなければいい。


　それだけで、すべては正しい方へと向かう。


　そう思っていた。


　立ち塞ふさがるのは悪で。


　そして自分は、それを打ち破やぶる正せい義ぎ。


　だから。


　だからライナにもこう言ったんだ。


「俺がこの国の王になってやる。そして全すべてを変えてやる。だからライナ。俺についてこい。俺がおまえがかつて望んだ世界をつくってやるよ」


　そう言って、手を差し伸のべた。


　そしてその手を取らなかった者はいなかった。


　自信があった。


　ライナが僕の手を取るという自信じゃない。


　僕がこの国を……いや、虐しいたげられてきた彼の人生を、変えられるという自信。


　いや、変えられなければ意味がない。


　約束したのだ。あの日。母さんと……


　だから僕が、


「俺といこう。ライナ」


　だが。


　そのときのライナの表ひよう情じよう……


「なるほど。シオンは王になりたいのか。でもなんかめんどくさそうだなぁ……悪いけど俺やっぱパス。あ、でももしシオンが王になったらさ、昼ひる寝ねをたくさんしたやつが出世するような法ほう律りつ作ってくんない？」


　彼の表情は……





　　　　◆





　それからまた、しばらくの時がめぐる。


　めぐる。


　めぐる。


　そして僕はまるで、生き急ぐように前へと進む。


　進まなきゃいけない。


　僕は進まなきゃいけない。


　臆おく病びよう者もののくせに、前へと進もうとする。


　なにも理り解かいしていないのに、すべてを飛び越えて、前へ進もうとする。





　　　　◆





　深夜。


　いつもの誰だれもいない図書館。


　暗い図書室を見回して、僕はうんざりした。


　また僕は、明日を怖こわがっているのだ。


　不安に眠れず……だが、それをごまかすように、書しよ棚だなにあった一冊の本を取り出す。


　以前に手に取り、しかし、結局読んでなかった、『魔ま導どう戦せん闘とうにおける心理戦』。


「……明日戦場へ出る前に、これを読んでおこうっていうのが自分への言いい訳わけ？」


　僕は苦く笑しようした。


　自分のあまりの弱さに、目眩めまいすらしてくる。


　そう。


　ローランドはまた、無む益えきな戦争を始めるのだ。


　狂くるった王はまた、意味のない、そして終わることのない戦争を始める。


　僕ら特とく殊しゆ学院の人間も、明日には戦場へ投入されることになっていた。


　そして仲間たちはみな、恐きよう怖ふに震ふるえていた。


　でも、そんな心配は必要ない。


　僕の仲間が、そんなところで死ぬはずがないのだから。


　すでに準じゆん備びは整ととのえてある。


　学院にいる僕の仲間はすべて、一つの部隊に入れるよう手配した。そして、その部隊の出兵先は、実じつ際さいに戦闘が行われている場所からは、遠く離はなれた辺へん境きよう。


「な？　俺おれについてきてよかっただろ？」


　それが、みなへ言った僕の言葉。


　本当に、心配する必要などないのだ。


「…………」


　そこで僕は、分ぶ厚あつい『魔導戦闘における心理戦』を持ち上げ、肩かたにぽんっと置き、


「はっ……心配ないだって？」


　まるで自じ嘲ちようするよう笑った。


　なら、どうして僕はいま、ここにいる？


　本当に……うんざりする。


　慣なれた足取りで僕は机つくえへと向かった。


　その夜は、特別月明かりが強かった。明日は、晴れるのかもしれない。


　机に本を置き、座すわる。


　そして本を開こうとしたところで、


　カタン。


　という物音を、この時間、ここで聞くのは二度目だった。


　確たしかあれは、半年以上前。特殊学院に入学する、前日のこと。


　僕は、そちらへ目を向けた。


　すると今夜は月明かりが強いせいか、物音の主ぬしの姿すがたが見えた。


　あの日と同じ、黒くろ髪かみの男。


　男は机に突つっ伏ぷしたまま、閉とじかけの半はん眼がんでこちらを見ていて……


　それに僕は、ああっとうなずいた。


「いま思い出した。あの日会ったのも、おまえかライナ」


　するとライナは一つあくびして、


「ああ？　あの日？　なんだっけ？」


「いや。覚おぼえてないならいい」


「ところでいま何時？」


　それに僕は苦笑する。


「夜中だよ。図書館はもう閉へい館かんした」


「ふぅん。で、その夜中におまえはなんでこんなところにいる？」


「おまえこそなんでここにいる？」


「寝ね過すごした」


　ライナはあっさり言った。


　それに僕は苦笑して、うなずく。


「だと思った。で、ハンパに起きたから頭痛いたいんだろう？」


「うお、なんでわかんの？」


　ライナが驚おどろいたように顔をあげ、言ってくる。こちらをまじまじと見つめ、


「超ちよう能のう力りよく者しやかおまえ？」


「さてどうでしょう～。なんか、前のときは図書委員だったけどな」


　ライナは首をかしげる。


「はぁ？　図書委員？　なんだそりゃ？」


　それに僕は笑うだけで、答えない。話題を変えて、


「しかし明日はもう出兵だぞ。こんなとこで寝てていいのか？」


　するとライナはうっとうしげな顔になり、


「人のこと言えんのかよ」


　まったくだ……と思った。


　ライナが言ってくる。


「で、おまえはここでなにしてんの？」


　それに僕は、顔に笑みを浮うかべたまま、手元の本を掲かかげて見せる。


「ちょっと、読んでおきたい本があってな」


　すると、


「ふぅん」


　ライナは興きよう味みなさげな声で適てき当とうにうなずいて、それからまた机に突っ伏してしまった。


　しばらくすると再び、寝息が聞こえ始め……


　僕はそれに肩をすくめて、


「ほんとに、器用な奴やつだなぁ」


　そして、再び本を開いた。


　目で文字を追い始める。


　魔導戦闘における心理戦。魔法を使う場合に最も重要とされるのは知識である。そしてその知識を土台として……


　とそこで、突とつ然ぜん、


「……明日戦場へ出る前に、これを読んでおこうっていうのが、自分への言い訳？」


　ライナが言ってくる。


「おまえ！」


　僕は本から顔をあげた。


　そしてライナを見る。


　しかし彼は相変わらず机に突っ伏したままで顔は見えないが……


「……聞こえてたのか」


「ん。たまたまな」


「ふぅん。たまたま、ね……」


　僕は言って、あきれたように顔をしかめる。


　するとライナは、


「…………それで？　明日戦場に出るのが怖こわくて寝れない？　ママ怖いよー、か？」


「違ちが……」


　が、そこで僕は言葉を止める。


　ライナから目を外し、椅い子すに深ふか々ぶかと腰こしをかけて、窓まどの外を見る。


　見なれた演習場。


　明日はここが、空からになる。ほとんど全員が、戦場へと駆かり出される。


　仲間たちが、戦場へ。


　たとえ辺へん境きようと言っても、戦闘がないとは限かぎらない。


　そうしたら、仲間を失うかもしれない。


　僕を信じてついてくる仲間が、死ぬかもしれない。


　そう考えた途と端たん、恐怖に体がすくむ。


　僕は言った。


「……おまえの、言うとおりだよ」


　選択した行動は、正しいのか？


　僕にはちゃんと、世界が見えてるのか？


「うわ、認みとめんの？　どっち？　ママ怖いよーのほう？」


「…………」


　その言葉に、僕は再びライナを見た。


　そして、思い出す。


　遠いあの日。僕が母に誓ちかった約束。


　彼女が眠るのに、ふさわしい世界。


　その世界では誰だれもが平等で、笑っていて。


　キファも、トニーも、タイルも、そしてライナも笑っていて……


　そして。


「……俺は、仲間を一人も失わずに、上にいくつもりなんだ」


　しかしそれに、ライナは気のない声で言ってくる。


「へぇ……欲よく張ばりだな」


「ああ」


「疲つかれない？」


「…………それに答えたとして、それみんなに内ない緒しよにしてくれるか？」


「嫌やだね」


「じゃ、答えない」


「疲れんのかよ」


　ライナが、あきれたように言う。


　しかし僕はそれに笑って、それから……


「だが、その価か値ちはあると思う。前に言ったろう？　俺がこの国を変えてやるって」


「変えてどうする？」


「みんなで笑うさ」


「へぇ」


　また、興味なさそうな声。


　だが、僕は続けた。


「すべて変わるんだ。平等じゃない国。弱い者を虐しいたげる国。争いをやめ……」


「そりゃ前に聞いたよ。まるでパラダイスだな……だが、絵え空そら事ごとだ」


　ライナは僕の言葉を遮さえぎって、そう言った。


　そう。いまのこの国では、それはまるで絵空事のように響ひびく。


　狂くるった王。


　狂った貴き族ぞく。


　狂った国。


「その絵空事を……現げん実じつにする。ちょっと、価値がありそうだろう？」


　身分が低いというだけで、母は下げ賤せんな犬と呼よばれた。


　僕はその息子むすこ。


　そしてライナは……


「『複写眼アルフア・ステイグマ』だというだけで忌いみ嫌きらわれることも……もうなくなる」


　その、言葉に。


「…………」


　ライナは答えなかった。


　でも僕は続ける。


　もう一度。


　もう一度彼に手を差し伸のばす。


　そして言った。


「俺に協力してくれ、ライナ。一緒にこの国を変えよう」


「…………」


　するとそれに、彼はやっと顔をあげた。


　そしてこちらを見る。


「……おまえ……もしかして俺がおまえの手を取るまで、何度もそれやる気？」


　僕はそれに、笑えみを浮うかべて大きくうなずいた。


「当然」
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「うぜぇ」


　言いながら、彼は顔をしかめる。


　それに僕は再び高く手を掲かかげる。


「うざいなら、手を取れよ。ほら」


　するとライナはめんどくさそうに手をあげ、こちらへ伸ばしてくる。そして、


「動くのめんどくさいから、おまえからこっちこいって」


「ああ、はいはい」


　僕は立ち上がる。


　そして。


　僕は、ライナの手を取った。








　なにも気づかずに。


　そのときライナの顔に浮いていた表ひよう情じようは、やはりあのときと同じ、疲れた、それでいてすべてをあきらめたような、どこか悲しげなものだったのに。





　　　　◆





　そして僕は見ることになる。


　僕のすべては、なにも前に進んでいなかったことを。


　戦場。


　キファ・ノールズの裏うら切ぎり。


　仲間たちの死。


　暴ぼう走そうする『複写眼アルフア・ステイグマ』。


　死体。


　死体。


　死体。


　死体。


『な？　俺おれについてきてよかっただろ？』


　死体。


　死体。


　死体。


　死体


『……俺は、仲間を一人も失わずに、上にいくつもりなんだ』


　死体。


　死体。


　死体！


　死体っ!?


　すべて、俺のせいだ!!


　なのにライナが言う。


「まただ」


　あの表情。


　図書館で浮かべた、すべてをあきらめきったあの表情。


　それに俺は……


　俺はいったい……





　　　　◆





　暗い。


　誰もいない図書館。


　蔵ぞう書しよ数すうは十八万冊。


　書しよ棚だないっぱいに詰つまった本の海を、彼は眺ながめた。


　かつて一万しかなかったものを、彼が王になってから、二年がかりでここまで増ふやしたのだ。


　もうここは、特とく殊しゆ学院に併へい設せつしている図書館ですらない。一いつ般ぱんにも開放している。


　いま彼が触ふれた机つくえすら、かつてのものとは違ちがう。


「……まあ、相変わらずここまでは月明かりが届とどかないけど……でも……」


　ここにきた理由は、やはり昔と同じ。


　また迷まよっている。


　どちらを選べばいい？


　最良の選せん択たくはなんだ？


「…………」


　あの頃ころは気づかなかった。


　最良の選択……


　それを選んだ段だん階かいで、もう、誰もが笑って暮くらせる世界など、作れはしないということを。


　天てん秤びんの片かた方ほうがあがれば、片方は落ちる。


　そんなことは、わかりきっている。


　彼は、窓まど際ぎわへと移い動どうした。


　月明かりに照らされて、明るい机の上に、二枚まいの紙を置く。


　一枚はライナの書いたレポートの、最後のページ。





　そのレポートには、こんなことが書いてある。


『もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは　思いつめなくていいような世界。みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような世界へ』


　もう、何度も読んだその文章。


　それに、


「……俺の考えは、絵空事だって否ひ定ていしたくせに」


　彼は苦く笑しようした。


　それから窓の外を眺める。


　特殊学院の演えん習しゆう場じよう。


　それは、ひどく懐なつかしい光景に見えた。


　もう戻もどらない、懐かしい光景。


「……まだ、たった二年しかたってないのにな」


　しかし、状じよう況きようは大きく変わってしまった。


　本当に、二年しかたっていないのに、だ。


　そしてまた、彼は選択を迫せまられている。


　最さい善ぜんの道を選べと、選択を迫られている。


　彼は、レポートを少しずらす。


　するとその下の紙が現あらわれる。


　それは命令書だった。


　それも、彼自身が書いたものだ。


　内ない容ようは単たん純じゆん。





『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやライナ・リュートの取り扱あつかいについて……





　その命令書を見て、ふと、昔ライナが言った言葉を思い出した。


　ライナの言葉。


『俺のことを知ってて欲ほしいって？』


　そしてその言葉への彼の答えは……


　記き憶おくをたぐり、そして呟つぶやく。


「…………僕が欲しがってやらなきゃ、誰も欲しがってくれないだろ？」


　そう言ったときの、ライナの顔。


　手を差し伸べたときの、ライナの顔。


　それを思い出して、


「…………」


　しかし、彼はなにも言わなかった。


　ただ、無言で机の上にある、紙を見つめる。


　そしてまた、選択を迫られるのだ。


　最良の策さくはなにか？


　最良の道はなにか？


　もううんざりだった。


　だがやはり、進まなければならない。


　なにかを得、しかし、それを得るために、なにかが手をすり抜ぬけていく。


　すべてを手に入れることはできない。


　それはこの図書館の本を、一生かけても読み尽つくすことができないのと一いつ緒しよだ。


　そしてそれに気づいたとき……


　図書館の本は、彼の不安を消してくれなくなった。


　それでも世界は彼に、前へ進めと言う。


　震ふるえる足で、前へ進めと言う。


　やめてくれ。


　もう進みたくない。


　そう叫さけぼうとして……


　しかし。





　カタン。





　図書室の闇やみの中。


　物音がした。


　だが、やはりそれは、あの頃とは違う。


　彼はその方向へ顔を向ける。


　すると闇の中から、


「陛へい下か、そろそろ」


「……ああ」


　彼はうなずいた。


　机の上の紙を、選択する。


　立ち上がる。


　そして……





「……命令を出す。ルーク…………いや、ラッヘル・ミラー少しよう佐さを呼よべ」





　下げ賤せんな犬の息子むすこ、シオン・アスタールは前へ進んだ。







（最良の選択：おわり）







　あとがき







　いかがでしたでしょうか？


　今巻は、わりと実じつ験けん的てきなものが多かったように感じます。


　短編では珍めずらしい、純じゆん粋すいなコメディではない作品もあったりと、バラエティ豊ゆたかです。


　それだけにお気に入りの作品も多いです。


　書き下ろしに関しては、長編と強くリンクしているので、たぶん、長編も併あわせて読んでもらえると、より楽しんでもらえるのではないかと思います。


　主人公は……読んでのお楽しみ～。


　よろしくお願いします！





　と、今巻について書いておかなければいけないことはこれくらいかな。





　では次の話題。


　今度はあれです。謝しや罪ざいです。


　う～。


　え、えーと、長編六巻のあとがきにおいて、僕ぼくはホームページを作ったと、そしてみんな探さがしてね、と書いたのですが。


　できたのはつい最近です。


　さ、探して見つけられなかった人には、すごい申もうし訳わけないことをしてしまいました。


　でも、もうできてます。


　よかったら見にきてください！


　に、日記しかないけど（泣）


　おまけに日記はいまのところ、締しめ切りに追われてる話ばかりだけど……


　あわわ。


　で、でも、そのうちいろいろ充じゆう実じつしていこうと思うので、こちらもよろしくお願いします！


『鏡かがみ貴たか也やの健康生活』


　という名前のサイトです。


　興きよう味みがあったら検けん索さくエンジンなどで探してみてください。


　あ！　ファンレターとかでサイトでこんなことしてほしいとか要よう望ぼうしてくれたら、反はん映えいするかもしれません！


　もし要望があれば、どしどし送ってください～。





　次の話題。


　ファンレターの話題がでたので。


　いつも通り、ファンレターに感動してます。いまも実は、担たん当とうさんが地元に寄よってくれて打ち合わせをしたついでに、みなさんからのお手紙を持ってきてくれたのですが。


　あとがきを書かなきゃいけないのに、そっちのけでさっそく読みました。


　ううう。


　ヘコむようなことがあっても、ちょっと疲つかれていても、もう、そんなの全部吹ふき飛びます。


　なかなかお返事できてないけど、ありがとねー!!


　お礼がしたいけど原げん稿こうがぁああだけどお礼がしたいけど原稿がぁああああ……


　な感じです。


　でも、みんな大好きです！


　今年も年ねん賀が状じようは出すつもりなので、楽しみにしててください。





　とここまでで、今回はもう少しスペースがあるんだけど、なに書こ。


　最近はずーっっっっと原稿書いてたからなぁ。


　あ、最近すごく嫌きらいなものがあります。


　それは徹てつ夜や！


　二日連続徹夜とか、ありえないと思います。でも締め切り前はします（泣）


　今年は僕の人生で一番たくさん徹夜をしました。たぶん担当のＭさんもイラストのとよたさんも、今年はいっぱい徹夜をしたと思います。


　それにみんなも、いろいろな理由があって、徹夜したりしちゃうよねー？


　そんなとき、みんなはどんなことを考えますか？


　僕は、徹夜のとき最近、必ず思うことがあります。


　それは、


「シオンすげ───────────────────!!」


　絶対僕には真ま似ねできないよ～。


　彼はすごいです。


　体を壊こわさないよう、願ってます。


　みんなも徹夜は体に悪いよ！


　よく寝ねましょう！


　僕の来年の抱ほう負ふはもう決まっています。


　徹夜は二度としない！


　そして、ライナのように寝る!!


　寝正月です。


　でもって暇ひまをもてあましたら、伝勇伝とエル・ウィンをどうぞ、という宣せん伝でんをまじえつつ、今回はこのへんで～。


　次のあとがきで会うのは春頃、エル・ウィンの十巻でかな？　そしてそのあとすぐに伝勇伝８が出る予定です。


　来年もがんばりますので、よろしくお願いします！





　ではではみなさん、よいお年を。







鏡　貴也





　　　初　出





すぷりんぐ・びゅーてぃ




　　月刊ドラゴンマガジン２００３年６月号




みらくる・はーぶ




　　月刊ドラゴンマガジン２００３年７月号




ますたー・おぶ・すぴあ




　　月刊ドラゴンマガジン２００３年８月号




すぴあらあ・すとらいくす・ばっく




　　月刊ドラゴンマガジン２００３年９月号




ぷりんせす・ＤＡＮＧＯ




　　月刊ドラゴンマガジン２００３年12月号




めぐりあい伝勇伝


最良の選せん択たく




　　書き下ろし





とりあえず伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ[image: ]


魅み力りよくのオーバーヒート





鏡かがみ　貴たか也や
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